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競輪の補助金 を受 けて実施 した ものですこの事業はoo







序

データベースは,わ が国の情報化 の進展上,重 要な役割を果たす もの と期待 されている。 今後,

データベースの普及 により,わ が国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 される。 さらに,

海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は,国 際的な情報化への貢献及び自由な情報流通の

確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが

国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であり,わ が国データベースサー ビスひいて はバ ラ ンス

ある情報産業の健全な発展を図 るためには,わ が国独 自のデータベースの構築及 びデータベース

関連技術の研究開発を強力に促進 し,デ ータベースの拡充を図 る必要が ある。

この ような要請 に応え るため,働 データベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら機械工

業振興資金の交付を受 けて,デ ータベ ースの構築及び技術開発について民間企業,団 体等に対 し

て委託事業を実施 して いる。委託事業の内容 は,社 会的,経 済的,国 際的に重要で,ま た地域及

び産業の発展の促進 に寄与す ると考え られているデータベースの構築 とデータベース作成の効率.

化,流 通の促進,利 用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で

ある。

本事業の推進に当た って,当 財団に学識経験者の方々で構成 され るデータベース構築 ・技術開

発促進委員会(委 員長 前山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「データベース構築促進及び技術開発に関す る報告書(要 旨)」 は平成7年 度のデータ

ベースの構築促進及 び技術開発促進事業と して,当 財団が民間企業,団 体等に対 して委託実施 し

た課題にっいてそれぞれの成果の概要をとりまとめた ものであ る。 この成果が,デ ータベースに

興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いであ る。

なお,平 成7年 度データベースの構築促進及び技術開発促進事業で実施 した課題 と委託先 は次

表の とおりであ る。

平成8年3月

財団法人 データベース振興セ ンター
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5包 装機械データベースの構築 ㈲日本包装機械工業会
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研究開発協会

8阪 神 ・淡路大震災の情報デジタル ・アーカイブ 神 戸 マ ル チ メ デ ィア ・イ
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9Mosaicの 利 用 に よ るマ ル チ メ デ ィアデ ー タベ ー ス検 索 システ ム 日本電子開発㈱

の構築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式の調査 ㈱日本総合研究所

11モ ーパ イル デ ー タベ ー ス システ ムに 関 す る調 査 研 究 ㈱ イ フ ・ア ドバ タ イ ジン

技 術 グ

12情 報 収 集 ロ ボ ッ トによ るInternetで のWWW所 在 検 索 デ ー タベ ー スの 口外 ア ソ シエ ー ツ㈱

構築

13イ ンハ ウ スデ ー タベ ー ス用CGI作 成 の調 査研 究 日本電子計算㈱
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1.法 的 デー タ ベ ー スに お ける多 分 野 デー タ ベ ー スの

統 合 一 体 的 管 理 と オ フ ・オ ン ラ イ ンの 融 合 化 に

関 す る調 査,研 究

㈱ 日本 法律情報 セ ンター





1.法 的 デ ー タベ ー ス にお け る多 分 野 デー タベ ー スの統 合 一 体 的

管 理 とオ フ ・オ ンライ ンの 融合 化 に関 す る調 査,研 究

1.1多 分 野 デ ー タ ベ ー スの 統 合 一体 的運 用

1.1.1目 的

近時の社会の複雑化 にともなう法的紛争の増加によ り,わ が国 もいよいよ訴訟社会への移行

の兆 しを見せは じめ るとともに,法 的データベースの需要 も飛躍 的に増加 している。

ところでわが国の場合,法 的データベースは,従 来,判 例関係 のデータベースの構築,利 用

に限定 されていた。 しか し,判 例だけ単体の利用では法的データベースとしては限界があ り,

さまざまな場面で生起す る法的紛争を適切に解決するためには,不 十分 といわざるをえない。

すなわ ち,真 の法的データベースとして,そ の高度利用を図るためには,判 例 にとどま らず,

法令データや判例の コメ ン ト・解説等(以 下 「コメ ン ト」 という。)も 法的データベースの内

容 とするとともに,デ ータの構造 ・整理,キ ーワー ド等が一つの ソフ トの下 に統合化され,一

体 と して利用できることが不可欠であると思われ る。

そ こで,今 回,判 例 データベース,コ メ ン トデータベースに加え,未 構築の法令データベ ー

スを構築す ることと した。

また,真 の法的データベースとしてその高度利用を図 るために,こ れ らのデータベースにつ

き,そ れぞれの関係 を検討す るとともに,統 合一体的運用にっいて調査,研 究を加え ることと

した。

1.1.2法 令データベースの構築

(1)は じめに

法的紛争の解決手段の中心である裁判は,具 体的な事実 に法を適用 して行われ る。

したが って,実 務家にとり,適 用すべき法を選択 し,そ の内容を解釈 した うえで事実に適

用 して結論を導 き出す という作業 は,そ の思考の中心 をなす ものといえる。

とすれば,法 令に関 し,そ の存在ない し内容を正 しく理解す ることは,適 切な結論を得 る

たあの必須の前提になる。

しか し,法 令を網羅 した法令集は,全 体100冊 を超え る膨大なものであ り,簡 易 ・迅速 に

法令を検索す ることがで きない。 これに対 し,法 令のデータベース も提供 されているが,こ

れはオ ンラインのデ ータベ ースであり,料 金体系が時間従量制のため,必 ず しも,十 分 に活

用で きるもの とはいえない。
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その中で,近 時,こ れまで中央行政官庁で使用 されていた,総 務庁保有の法令データを収

録 したMTが,社 団法人行政情報 システム研究所を通 じて民間に開放 された。そこで,当 社

で は,法 令データベースの重要性を考慮 し,法 的データベ ースの一環をなす ものとして,C

D-ROMに よる法令データベ ースの構築 に着手することとした。

(2)検 索プログラムの開発

① 検索機能

【一覧表検索方式】

法令の一覧表か ら法令名を選択 して表示 させ る方式。法令の一覧表の表示方法は複数用

意 し,ユ ーザがその中か ら最 も適当な方法を選択 して一覧を表示させる。一覧表の表示方

法は以下のとお りである。

○法令名50音 順一覧

法令名を50音 順に並べて表示す る。

○法令名JISコ ー ド順一覧

法令名をJISコ ー ド順 に並べて表示す る。

○法令番号順一覧

法令が制定された際に付 された番号の順 に表示す る。

○法令公布年月 日順一覧

成立 した法令が公布 された 日の順 に表示する。

○法令施行年月 日順一覧

法令が効力を生 じた日の順に表示する。

○任意語検索一覧

ユーザが指定 した任意語(フ リーキーワー ド)で,法 令名,条 文全文を検索 し,該 当

す る法令の法令名を表示す る。

任意語の検索では,全 文検索 システムを採用 した。

また,同 義語検索機能 によ り,指 定 した任意語 とともに,同 義語で も検索で きるよ う

にした。

これ らの条件に加え,「 法令の種別」及び 「法分野」を掛け合わせて さらに一覧表を絞

りこむ ことがで きるように した。

【法令条文検索方式】

法令名 または,法 令名 と条文を直接指定 して検索す る方式。

条文まで指定 した場合,条 文の表示 は,そ の指定 した部分が表示 される。ただ し,ス ク

ロールす ることにより,当 該法令の全部分 を参照することがで きる。
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② その他の機能

○参照条文表示機能

各条文の参照条文を表示す る機能

主要45法 令 につ いて,各 条文 に参照条文のデータを付加 し,「 条文表示画面」中の

[参照条文]ボ タンを ク リックすることによ って,参 照条文を表示 できるように した。

○付せん機能

ユーザが頻繁 に参照す る法令や条文にマークを付け,い っで もその法令や条文を呼び

出せ るようにす る機能

また,マ ーク した法令や条文にメモを書 くことも可能 に した。

○縦書表示機能

○ ア ン ドゥ(や り直 し)機 能

操作 を間違えた場合,1同 前の操作に戻 ることができる機能

○ ロギ ング機能

検索経過を表示す る機能

○ 印刷機能

○ ダウンロー ド機能

○ヘルプ機能

(3)問 題点

① ㈲行政情報 システム研究所提供のデータは,憲 法 ・法律 ・政令 ・勅令の4種 類であ り,

規則 ・省令 ・条例 ・条約等が含 まれていないこと

② 図表や数式などを法令の原本 どお りに再現できなか った こと

(4)今 後の課題

① 法令の改正経過の追従機能の設置

② 判例データベース,コ メ ン トデータベースとの相互参照機能の付加

③ 最新 データのオ ンライ ンによる提供

1.1.3判 例,法 令,コ メ ン トデータベースの統合一体的運用

(1)判 例データベースと法令データベース

① 判例データベ ースを利用 しなが ら,条 文を参照す る場合

○法令条文入力画面

判例データベースを 「法令 ・条文」で検索する場合,検 索 キーと して判例を特定できる

の は,法 令名よ り条文である。 したが って,「 法令 ・条文」を入力す る際に,法 令データ
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ベースで条文の内容 を参照で きれば,効 率的にキーワー ドを設定で きる。

○検索結果詳細表示画面

検索結果詳細表示画面 は,検 索 した判例の内容その ものを参照す る画面であ り,条 文の

内容を参照する必要性が最 も高 い。

しか し,参 照条文のデータのない判例をどうす るのか,判 例中の参照条文以外の法令 も

表示させるのか という問題が ある。

② 法令データベースを利用 しなが ら判例を参照す る場合

法令はその性質上規定の しかたが抽象的であ り,そ の内容を理解す るためには,判 例の

理解が必須になる。 したが って,判 例の参照条文のデータを逆 にたどって,条 文内容表示

画面か ら判例を参照できるよ うにな っていることが必要である。

しか し,判 例の参照条文 の中には法令の解釈 に役立たないもの も多 く,そ れ らをいかに

選別す るかとい う問題がある。

② 判例データベースとコメン トデータベース

コメ ン トは特定の判例の解説 としてっけ られる ものであ る。 したが って,判 例を検索 しな

が らその コメン トを参照 し,ま たその逆に コメ ン トを検索 しなが ら判例を参照す るという使

い方がで きることが必要である。 このように,判 例 とコメン トは対応関係が はっきりしてい

るので,随 時相互 に往来で きるようにしてお くことが必要である。

またコメン ト中に引用 されている,過 去の コメ ン トおよびそのコメン トに対応 している判

例 をたどっていける機能 も有効であるが,何 階層 までたどれるよ うにす るかを慎重に検討す

る必要がある。

(3)コ メ ン トデータベースと法令データベース

コメ ントデータベースと法令データベースの関係 につ いては,コ メン トが判例を解説 した

ものであることか ら,判 例データベースと法令データベ ースに関す る議論が概ねあてはまる。

1.2オ フ ライ ン とオ ンラ イ ンの 融合 化

1.2.1目 白勺

オ フライ ンデー タベ ー スに は,提 供時 期か ら くる タイ ム ラグの問 題が宿 命 的 に発生 す る。 し

か し一方で オ フ ライ ンデ ー タベ ー ス は,い つ で も,時 間 ・料 金 を気 にす る ことな く利 用 で きる

とい うメ リッ トが あ る。 そ こで,オ フライ ンとオ ンライ ンの 融合化 を はか り,双 方 の短 所 を補

った うえ で,そ の長 所 を活 かせ な いか を検討 す る こと と した 。
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1.2.2融 合化の方法

(1)JLIC提 供方式(そ の1)

当社(以 下rJLIC」 とい う。)に サーバを置 き,前 回のCD-ROM発 売以後のデー

タをオ ンライ ンで提供する。ユーザは,以 前のデータをCD-ROMで 検索 し,最 新のデー

タはオ ンラインによ り検索するという方法。

[メ リッ ト]

① 検索 ソフ トの方で必ずオ ンライ ンを検索にい くので,ユ ーザは従来 と同様の操作 で常

に最新の判例 まで入手できることになり,オ フライ ンとオ ンライ ンの融合化 という目的

に最 も近い ものになる。

② データの形式が いずれ もJLIC形 式 なので,デ ータのマージ等が行え る。

[デメ リッ ト]

① サーバ管理プログラムの開発等,初 期投資に要す る費用が大 きい。

② サーバを常 に稼動 させなければならず,そ のための保守 ・管理が必要 になる。

③ アクセスポイ ン トがないので,地 方のユーザにとり通話料の負担が大 き くなる。

② 商用 ネ ッ トワーク方式(そ の1)

民間のネ ッ トワー クを利用 して,最 新判例のデータを送信 する方式。ユーザは,旧 判例 に

ついてはCD-ROMで 参照 し,新 判例 はネ ッ トワークを利用 して参照す る。

[メ リッ ト]

① 初期投資の額が前記JLIC方 式(そ の1)に 比較 し少ない

② ア クセスポイ ン トがあるので,通 話料が低額ですむ

③JLIC側 で システムのメイ ンテナ ンスを考える必要がない

[デ メ リッ ト]

① 検索の方式が,オ フライ ンとオ ンライ ンで全 く異なるので,1回 の操作で両者を検索

することがで きず,「 融合化」のイメー ジか らはずれ ることになる。

② オ ンライ ンで検索 した結果 は,ひ とっずっ独立 した単 なるテキス トデータのため,そ

のままではCD-ROMか ら検索 した結果 とマー ジす ることがで きない。 マー ジしよ う

とすれば検索 したデータにあ らたに検索キーを付 さなければな らないが,そ のようなシ

ステムを構築す るにはかな りの時間 と費用が必要 になる。

③ 検索の際のキ=ワ ー ドの数 および文字数が限定 されて いるため,適 切に分類す ること

がで きない判例が生 じる可能性が高い。

④ 初期投資は低 いが,ラ ンニ ングコろ トがかかるため,必 要 とされる費用が数年で上記

の独 自方式 とかわ らな くなる可能性がある。
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(3)JLIC提 供方式(そ の2)

最新判例のデータをJLICか らユーザのハー ドディスクに転送 し,ユ ーザはハー ドディ

ス クとCD-ROMで 検索をする方式。

検索はユーザ側のパソコンだけで行 い,検 索の都度サーバにアクセスす るものではない。

転送データの保存形式により,次 の(A),(B)の2種 に分かれ る。

(A)転 送 データだけでな く,既 存のCD-ROMの データもハー ドデ ィスクに保存す る方式

サーバか らデータが転送 された段階で,CD-ROMの データと合わせて,ハ ー ドディ

スク内に最新の検索データを作成 し,検 索は,全 て このハー ドディスク内の最新検索デー

タで行 う。

(B)転 送 データだけをハー ドディス クに保存す る方式

単一の最新検索データの作成は行わない。

検索は,旧 データについてはCD-ROM,最 新データについてはハー ドディスクで行

い,両 者の検索結果をマージして表示す る。

[メ リッ ト]

① 新判例のデータをサーバか ら一方的 に送信するだけの システムなので,JLIC方 式

(そ の1)よ り簡単であ り,構 築費用がそれ程かか らない。

② データの形式が同 じなので,新 ・旧判例を自由に表示,編 集で きる。

③ 更新データの提供 は,無 料でお こな うことを予定 しているところ,JLICか らユー

ザにアクセス して送信す る方式にすれば,通 信料を含めユ ーザに費用の負担をか けるこ

とが ない。

[デメ リッ ト]

① 新判例のデータは,JLICか ら送信 した ものに もとつ くので,常 に最新判例 とはい

えない。

送信サイクルの間は,前 回送信分のデータが最新判例のデータになる。

次に,上 記転送データ保存形式の(A)お よび(B)に ついて,メ リッ ト,デ メ リッ トを

検討す る。

[A方 式のメ リッ ト]

① 新 データ,旧 データ ともハ ー ドデ ィスクか ら検索す るので,検 索速度が速 い。

② データ転送時に最新検索 データを作成 し,検 索 はそのデータを対象にす るので表示 時

のデータのマージが不要である。

[A方 式のデメ リッ ト]

①CD-ROMの データもハ ー ドデ ィスクに取 り込むので,ハ ー ドディスクに最大640
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メガバイ ト程度の空き容量が必要 になる。

[B方 式のメ リッ ト]

①A方 式より遅 いものの,検 索の際にサーバと交信を しないので,検 索が速い。

② ハ ー ドデ ィスクに保存す るのは最新判例分のみのため,ハ ー ドデ ィスクに最大50メ ガ

バイ ト程度の空 き容量があれば足 りる。

[B方 式のデメ リッ ト]

① 検索をCD-ROMと ハー ドディスクの双方で行 うので,や や遅 くなる。

②CD-ROMか ら検索 したデータと,ハ ー ドディスクか ら検索 したデータをマージす

る必要があ るので,そ の間の処理時間がかかる。

(4)商 用ネ ットワーク方式(そ の2)

リーガルベースの形式で構築 した最新判例のデータを圧縮 し,そ の圧縮 したデータを商用

のネ ッ トワークを利用 してユ ーザに送信する方式。

ユーザは,そ のデータをパ ソコンに取 り込んだうえで解凍 し,CD-ROMの データと合

わせて検索す る。

[メ リッ ト]

① 商用ネ ッ トワークを利用するので,シ ステム構築のための初期費用が少ない。

② 送信 され るデータの形式 はリーガルベースの ものなので,(そ の1)と 異 なり検索結

果をマージす ることがで きる。

[デメ リッ ト]

① 本方式 と対応するrJLIC方 式(そ の2)」 の構築費用が,そ れ程高額に もならな

いと思われることを考 えれば,ラ ンニ ングコス トの方が,す ぐに上 回ることにな りかね

ない。

1.2.3各 方式の検討

以上検討 した各方式 は,大 き くわけて 「最新判例の検索をオ ンライ ンで行 う方式」 と 「オ ン

ライ ンは新判例のデータを送信す るだけで,検 索 はオ フライ ンで行 う方式」の2つ に分 け られ

る。

この うち,前 者 は,検 索時に必ずオ ンラインにアクセ スす るため,常 に最新判例が入手でき

る。 したが って,タ イムラグの解消を 目的とするオフライ ンとオ ンライ ンの融合化 という課題

に最 も適合す るもの といえ る。 しか し,そ れぞれ検討 した とお り,シ ステムの構築費用や,ラ

ンニ ングコス トなどの負担が大 きい。

これに対 し,後 者の方式 では,常 に最新判例を検索する ものではない点で,前 者 に比較 して
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「融合化」の目的か ら一歩後退する ものといえ る。 しか しこの点 は,JLICか らの送信頻度

を週1回 ない し2回 とすれば,最 大で も7日 サイクルでデータが更新され ることにな り,こ の

程度のタイムラグであれば,そ れ程の障害 にはな らないと考 え られ,タ イムラグの解消 という

目的 も十分に達成で きると考え られ る。 しか も後者 の方式には,構 築費用の負担が前者に比べ

て少ないという大 きなメ リッ トがある。ただ し,後 者の方式の うち,商 用ネ ッ トワークを利用

するものは,ラ ンニ ングコス トがかか ることを考えれば,負 担 は必ず しも少ないとはいえない。

結局,タ イムラグの解消 とい う目的の達成度合いおよびそのための構築費用 とい う 「費用対

効果」の点か ら判断 して,JLIC方 式(そ の2)を 中心にさ らに検討を加えることが適当で

あると判断 した。

1.3お わ り に

以上,法 的データベースをより機能的,効 率的 に利用できるように し,真 の法的データベ ー

スと呼べるものにす るために,「 多分野データベースの統合一体的管理」 と 「オ フ ・オ ンライ

ンの融合化」とい う2点 にっいて調査,研 究をおこなった。

まず 「多分野データベ ースの統合一体的管理」 にっいては,未 構築の法令データベースの開

発および多分野データベースの統合一体的運用にっいて調査,研 究を行 ったが,前 者の法令デ

ータベースの開発作業 に予想以上の時間がかか り,後 者の研究が必ず しも十分であったとはい

えない面がある。

今後 も,判 例データベースである 「リーガルベース」,コ メ ン トデータベースに今回完成 し

た法令データベースを加え,実 際に リンクづけの実験を行いなが ら引き続 き調査,研 究を続 け

る予定である。

また 「オフ ・オ ンライ ンの融合化」にっいては,オ フライ ンデータベースの宿命であるタイ

ムラグの解消 という目的のために研究を行い,各 種方式の考案,比 較を行 って,一 応の成果を

見たといえ る。

融合化を実現 し,オ フライ ンとオ ンライ ンの長所を活か したデータベースシステムを構築す

ることは,デ ータベース全体の発展 に大 きく貢献す るものと思われ るので,今 後は,本 調査,

研究の結果に,近 時爆発的な拡が りを見せているイ ンターネ ッ トを利用するシステムの構築 を

加え,さ らに調査,研 究を重ねてい く予定であ る。
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2.新 聞記事分類 キー ワー ドの標準 モ デル構築 と

自動付 与 に関す る調査研究

㈱ エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リー





2.新 聞記事分類 キー ワー ドの標準 モデル構築 と

自動付与 に関す る調査研究

21概 要

2.1.1調 査研究の背景 と目的

新聞記事データベースに使われている 「分類 キーワー ド」(記 事の主題を集約的 に表わす分

類語)は,不 人気な検索キーである。データベースを構築する側か らいえば,① 人手でっける

ため,ど うして もば らっきが出 る②データベース編集の効率化を阻害す る③人員負担が過大に

なる,な どの理由があげ られる。ユーザ側か らいえば,① 記事にどんな分類キーワー ドがっい

ているか分か りに くい②新聞社 ごとに分類キーワー ド体系がバ ラバラである③分類表を開いて

探す より,通 常のキー ワー ド検索で十分だ,な どの不満が出ている。

しか し,分 類キー ワー ドは通常のキーワー ドでは検索できない記事を引き出せ る強みがあ り,

また,キ ーワー ド検索 と分類キーワー ドを組み合わせ ることによ って,検 索対象の記事を効率

的 に絞 り込 める,な どの効用 もある。代行検索 の 「プロ」や検索 の 「ベテラ ン」には分類キー

ワー ドを高 く評価す る人 も多 い。

われわれの 目的は,分 類キーワー ド作成の コス トパ フォーマ ンスを上げ,ユ ーザに もよ り利

用 しやす い分類キーワー ドを作 ることにある。 このためには,ま ず分類キーワー ド体系を,構

築側 にも検索側に も便利なように簡便な もの(100～200語 程度)に 作 り変え,か っ,ば らっき

の少ない分類キーワー ドの標準化(標 準モデルの構築)で あり,後 者 は分類キーワー ド自動付

与の可能性を探る問題である。

分類キー ワー ド自動付与の試み として,ま ず12個 のサ ンプル分類キーワー ドを選んで論理式

を作 り,実 際の新聞記事にあててみて,有 効な分類キー ワー ドを 自動的に抽出 して くるかど う

か,実 験 してみた。株式会社エ レク トロニ ック ・ライ ブラ リー(略 称EL=イ ーエル)は,

1994年 度(平 成6年 度)に,働 データベース振興セ ンターの委託事業 と して 「創出キーワー ド

の 自動付与に関す る調査研究」を行 い,テ キス ト文中に現れない重要キーワー ド(創 出キー ワ

ー ド)を ,自 動的 に付与す る方法論 を探 った。 この手法を発展的に援用 した。

2.1.2調 査研究の内容 と結果の概略

われわれの調査研究はまず,① 新聞記事データベースを提供す る側 と実際に利用 しているユ

ーザ側 へのア ンケー ト調査および ヒア リング調査②一般紙6社 とEL合 計7社 の分類表を検討

・統合化 して標準モデルを作成 した③標準モデルの中か ら実用性の高い 「分類キーワー ド」を
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選定 し,そ の自動付与の実験 を行な うという手順で進め られた。

① ア ンケー ト調査および ヒア リング調査

新聞記事データベースを提供する側 と利用す る側で,そ れぞれが分類 に対 してどのような

問題点を抱え,ど のよ うな意見を持 っているのか,そ の実態を把握 し標準モデル構築の足が

か りとす るために以下二っの調査を行 った。

〈新聞社 に対する分類ア ンケー ト調査 とヒア リング調査 〉

このアンケー ト調査では新聞記事データベースを持 っている新聞社34社 を対象に行われ,

68%の 回収率を得た。また一方では ヒア リング調査 とし,実 際 に新聞社 を3社 訪問 し,よ り

詳 しい現場の意見を聴き取 り,研 究の参考 に した。

<ELNETユ ーザに対するア ンケー ト調査>

EL社 の提供するELNETの ユーザで,利 用頻度が多い3091Dを 対象にアンケー ト調

査を行 った。回答率は62%だ った。 その半数 は分類をまった く使用 していないユーザだ った

が,キ ーワー ドだけで十分検索できることを主 な理由としている。が,な かには 「使用方法

がよ くわか らない」 「分類による検索 ツールが あることを知 らなか った」 というユーザ もい

た。

② 分類キーワー ドの 「標準モデル」作成

分類キーワー ドの 「標準モデル」作成 にあた っては,一 般紙6紙(朝 日新聞,読 売新聞,

産経新 聞,中 日新聞,北 海道新聞,河 北新報)にELを 加え,合 計7社 の分類表 を対象 とし

た(中 日新聞は 「'90ニ ュースシソーラス」による。96年 現在は分類を使 っていない)。

分類キーワー ド候補の選定には,7社 の分類表をマー ジして大分類 レベルか ら順次検討 し,

統合や移動 によって整理する,と い う方法を とった。また,試 案の段階で専門家か らの評価

を ヒア リングという形で受けた。その結果,7社 の分類項 目をすべて包括できる129項 目の

分類キーワー ドに絞 り込み,簡 便で実用的な 「標準モデル」 とした。

③ 分類 キーワー ドの自動付与実験

分類 キーワー ドの標準モデルの中か ら主要 の12項 目を選び,実 際の新聞記事を解析 し論理

式を作成 し,検 証 してみた。

新聞記事は1項 目ごとに200件,計2,400件 選んだ。奇数番号 の記事 は論理式 を作 るため

の解析用 に,偶 数番号の記事 は実際 に論理式を当てる検証用に使用 した。検証用 として用意

した1,124記 事に対 しては,自 動付与実験 とは別にELデ ータベースのイ ンデクサーを中心

とする実務メ ンバーら5人 がそれ ぞれ全記事の分類索引を行い,そ の過半数を もって"正 し

い分類付与"と した。 自動付与による結果の適否 は,人 手 による評価 と一致 した ものを"適

合付与"と 判定 した。 ここか ら 「再現率」(ヒ ッ トすべ き検索対象の総数に対 して自動付与

一10一



で ヒッ トした割合)な らびに 「適合率」(分 類 キーワー ドの 自動付与記事総数 に占める適合

記事の割合)を 算出 し,再 現率80%,適 合率70%の 同時達成を一応の合格 目標 と して 自動付

与実験の精度を検証 した。

その結果おおむね以下のような結果が得 られた。

(a)再 現率が80%を 超えた ものは1項 目であった。12項 目の平均 は63%だ った。

(b)適 合率が70%を 超えた ものは6項 目で,全 体 の平均では72%だ った。

(c)再 現率 と適合率の両方 とも目標を超えた ものは1項 目だった。

(d)自 動付与での結果が 目標を超えなか った11項 目を再度検討 し,論 理式の修正 を行 った

ところ,再 現率80%以 上が7項 目,適 合率70%以 上 も7項 目とな り,再 現率 と適合率の

両方が 目標を超えた ものは4項 目に増えた。全体 の平均では再現率82%,適 合率72%と

目標を クリア した。

(e)第1回 検証で 自動付与の再現率があま り良 くなか った原因 としては,デ ータの分析不

足や論理式記述の ミスや論理式作成者 と分類キーワー ド判定者 との意識 のずれなどがあ

げ られ る。 しか し,再 度の実験による結果の向上か ら判断 して,比 較的簡便 な変更 によ

って精度を高めることが可能であることが確認 された といえる。

2.2実 施 結 果

2.2.1ア ンケー ト調査 一

新聞社 とユーザ に対す るア ンケー ト調査は以下の要領で行 った。 まず新聞社の対象 は新聞記

事データベ ースを持 っている以下の新聞社34社 となった。

朝日新聞社 愛媛新聞社 河北新報社 北 日本新聞社 岐阜新聞社 京都新聞社

熊本日日新聞社 高知新聞社 神戸新聞社 佐賀新聞社 産業経済新聞社 静岡新聞社

上毛新聞社 中国新聞社 中日新聞社 西日本新聞社 日本経済新聞社 北海道新聞社

北國新聞社 毎日新聞社 南日本新聞社 読売新聞社(一 般紙五十音順)

化学工業新聞社 交通新聞社 住宅新報社 全国新聞情報農業脇連 鉄鋼新聞社

電気新聞社 日刊建設工業新聞社 日刊工業新聞社 日刊スポーツ新聞社 日刊木材新聞社

日本食糧新聞社 薬業時報社(専 門紙五十音順)

(このうち京都新聞社,中 日新聞社,北 海道新聞社の3社 はヒアリング調査 も行 った。)

質問内容 はできるだ け簡便 に し,分 類につ いての基本的な点のみに した。 また,回 答 は複数
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回答を可と した。

〈調査結果の分析 〉

回答は34社 中23社 で,全 体の68%だ った。その うち,70%が 新 聞記事データベ ース検索用の

分類を持 っており,30%は なか った。

分類を作 った理 由として,多 か った回答 は以下の通 り。

① 「特定記事をまとめて検索す るのに有効なため」

② 「検索の絞 り込みに有効な手段のため」

③ 「キーワー ドだけでは検索 しに くい記事 もあるため」

一方
,分 類を持 っていない理由 として多か ったのは,

① 「人的手間がかか りすぎる」57%

② 「検索上のメ リッ トがない」43%

だ った。

また,ELNETユ ーザに対 して行 ったア ンケー ト調査は,

一ザは,日 頃分類を使用 しているユーザと,

に,以 下3種 のユーザに限定 し,

①

② オ ンライ ンDB検 索で分類を利用 したユーザ

③ 検索 の利用回数が多いユーザ(最 低月10回 以上)

回答率は61.5%だ った。

記事分類を使用 した ことがあ るか という質問に対 しては

① 「全 くない」51%

② 「過去に1,2回 使用 したことがある」22%

③ 「ときどき使用 している」21%

④ よく使用 して いる6%

という結果 になった。

88%

50%

38%

次のような結果が出た。対象ユ

逆に使用 していないユーザの意見を比較するため

合計3091Dに 絞 り込んだ。

MOR(早 朝 クリッピングサー ビス)の 登録検索式に分類を使用 しているユーザ

分類を全 く使 ったことがないユーザ にその理 由を聞いてみたところ,

① 「キーワー ドでの検索だけで十分」51%・

② 「分類による検索機能があることを知 らなか った」31%

などが目立 った。

2.2.2分 類 キ ーワ ー ドの 「標準 モ デル」 作成

分類 キ ー ワー ドの 「標 準モ デル」 作 成 にあ た って は,
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新聞各社の分類表を素材 と して利用 した。その際 専門紙のデータベース分類はどち らか とい

えば狭い分野に限 られて いるために除 き,一 般紙6紙(朝 日新聞,読 売新聞,産 経新聞,中 日

新聞,北 海道新聞,河 北新報)にELを 加え,合 計7社 の分類表を対象 と した(中 日新 聞は

「'90ニ ュースシソーラス」による)。

分類キーワー ド候補の選定には,7社 の分類表をマー ジして大分類 レベルか ら順次検討 し,

統合や移動 によ って整理す る,と いう方法を とった。第1次 案の段階で専門家の評価を受 け,

い くっかのア ドバイスを取 り入 れなが ら,さ らに修正 した。

最終的には,7社 の分類項 目すべてを包括す る129項 目の分類キーワー ドに絞 り込んで標準

モデルと した。(表2-1)'

(1)大 分類 「総類」の排除

新聞記事データベースの多 くは,日 本新聞協会のr新 聞切抜 ・写真分類表』を参考 に して

いる。 この分類表 は十進分類法を採用 してい るため,デ ータベ ースの分類に も 「総類」 とい

う大分類項 目が残 っている。総類はいわば 「一般の一般」 として,他 のどの分類 にも入 らな

いものをまとめてあ る。他 の具体的な内容の大分類に帰属 しない項 目を,こ の 「総類」に入

れるため,「 何で も屋」の様相を帯びて しまう。表 と しての整合性は取れ るが,実 用性 に欠

ける。従来 「総類」 に入 っている項 目は,で きるだけ他の具体的な大分類に移動 させ,「 総

類」自体をな くした。

② 「国際」の取 り扱い

「国際」の分類はELを 除 く6社 が使 っていた。各社の 「国際」の使い方はまちまちで ,

主題であった り,国 名 ・地域名であった りしている。国内と国際での分類の使い分 けが難 し

い,と の議論 もあ ったが,こ こでは紙面によ く登場す る項 目に絞 り込んだ。

(3)「 産業」の細分化

データベースのユーザ は,現 状は ビジネス面の検索が多 いことを配慮 して,「 経済」か ら

「産業」を分離 させ,実 用 に耐え るよ うできるだけ細か く分割 した。

(4)記 事種別分類の一部使用

記事主題分類 としての分類キーワー ドとい うのが原則だが,実 用性,簡 便性を考えて,例

外的に記事種別(形 式)と しての 「計報」(死 亡記事)と 「人事」の項 目を作 り,あ えて表

の整合性を損ね るのを覚悟 しっっ,「 社会」の中に入れた。
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表2-1分 類 キ ーワ ー ドの標 準 モデ ル

【政 治】

政治一般

国会

選挙

政党

行政

地方自治

司法 ・裁判

財政

外交

安全保障

軍事

皇室

【経 済】

経済一般

経済 ・金融政策

経済協力

景気 ・物価

公正取引

知的所有権

産業 ・経済団体

企業経営

貿易

【産 業】

金融業

農林漁業

土木建設

食品工業

繊維工業

紙パルプ

資源 ・エネルギー

鉄鋼

非鉄金属

鉱業

化学工業

医薬品製造業

機械工業

精密機械

輸送用機器

自動車工業

電子 ・電機

諸工業

情報 ・通信

新聞 ・通信社

放送

出版 ・印刷

広告

不動産

運輸交通

卸 ・小売業

飲食業

レジャー産業

各種サー ビス業

【労 働】

労働一般

雇用

労働条件

労働組合

職業

【国 際】

国際一般

国際政治機構

国際経済機構

南北問題

国連

戦争 ・紛争

核兵器

軍事同盟

軍縮

【社 会】

社会一般

生活

家族

世代

性差

世相 ・風俗

環境保護

市民運動

社会保障 ・福祉

余暇

行事 ・イベ ン ト

言卜報

人事

【事件 ・事故】

事件 ・事故一般

凶悪犯

経済犯

公安事件

人質犯

コンピズクー犯罪

外国人犯罪

青少年犯罪

暴力団犯罪

麻薬 ・覚せい剤

交通事故

航空機事故

火災

海 ・水難事故

山岳事故

産業災害

自然災害
コンピズター事故

原子力事故

【科 学】

科学一般

医学 ・医療

生物

バイオテクノロジー

宇宙

地球

気象

原子力

理工学

【文 化】

文化一般

美術

音楽

映画

演劇

舞踊

演芸

伝統芸能

文学

文化財

文化施設

宗教

人文 ・社会科学

学校教育

社会教育

言論報道

【スポーツ】

スポーツ一般

総合競技

球技

陸上競技

水上競技

冬季競技

ギャンブル競技

武道 ・格闘技
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2.2.3分 類キーワー ド自動付与の実験と結果

分析 に使用 した新聞記事データは,㈱ ジー ・サーチ社を通 じ磁気テープで入手 した。対象の

新聞は朝 日,読 売,日 刊工業新 聞の3紙 とした。サ ンプル分類 キーワー ド12項 目の1項 目に

200記 事ずっ抽 出 した。

2,400件 の新聞記事データは,NTTデ ータ通信㈱ に依頼 して,日 本語解析 ソフ ト 「IND

EXER」 にかけて,単 位単語に切 り出 した うえ,キ ーワー ド候補 ごとに出現位置,段 落 名

詞分類の情報を付加 した。 このあと,さ らにEL社 内でELキ ー ワー ド辞書 と照合 して合致 し

たキーワー ドを抽出 した り,単 位単語を結合 して複合語を作成,ELキ ーワー ド種別 も追加 し

た。

記事の収集は各分類 キーワー ド別に行 ったので,2,400記 事全体の中には同一記事がダブっ

ていたり,「INDEXER」 の制約で1記 事の文字数が長大な ものは処理で きない こともあ

って一部 を処理対象か ら除いた。 このため対象記事は最終的に2,264記 事に落ち着 いた。

2,264記 事は,収 集時の通番によ り奇数記事を解析用 ファイル,偶 数記事を検証用 ファイル

と二つに分けた。解析用は論理式をたてるために記事を解析 し,式 を実行 して自己検証を繰 り

返 し,本 番に備えるための練習用 ファイルであ る。検証は本番テス ト用の ものである。解析用

ファイル は1,140記 事,検 証用 ファイルは1,124記 事 とな った。

論理式の具体例 は次のような ものである。

CD-ROM;段 落0-3

?ソ フ ト/CTGK+ソ フ トウエ ア+OS;段 落0-3

出版+販 売+発 売+開 発+価 格+画 像;段 落0-3

(S1十S2)*S3

ADD情 報通 信

第1行:第3段 落 までにrCD-ROM」

第2行:第3段 落 までに 「ソフ トウエア」rOS」 または語尾 に 「ソフ ト」を もつ統

制語の一般 キー ワー ド

第3行:第3段 落までに 「出版」 「販売」などの指定キーワー ド

第4行:第1行 あ るいは第2行 のいずれか と第3行 の論理積

第5行:第4行 の条件を満たす記事に分類キーワー ド 「情報 ・通信」を付与

自動付与の論理式 は,解 析用 ファイルで何度 もプ リテス トを繰 り返 し,精 度を高めた。 こう
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して作 られた論理式を,1,124記 事の検証用 ファイルにあて,分 類キーワー ドを自動付与 した。

自動付与された分類キーワー ドが,ヒ ッ トした記事にとって本 当に正 しい分類付与であるかは

人 による評価 と比較する方法で判定 した。

ELデ ータベース作業で実際に分類 を付与 しているイ ンデ クサー ら5人 それぞれが全記事 に

分類索引を行 った。人による分類づけは多少のば らっ きは生 じるので,3人 以上が同 じ分類 キ

ーワー ドを付与 した場合,そ の記事 は該当分類 にあたる"正 しい付与"と 判定 した。3人 以上

の評価が一致 した分類キーワー ドは713件 あ ったので,自 動付与の621件 と図のよ うに上下 に

重ね合わせた結果,"正 しい自動付与"は448件 となった。また機械が取 り損ねた 「漏れ」 は

265件,余 分 に取 った 「ノイズ」は173件 とな った。(図2-1)

十 畿

㎝
獄

＼ 「ノイズ」

図2-1第1回 検証実験の結果

これにより,448件 が全正解件数713件 中に占める割合を示す 「再現率」は63%,ま た全 自

動付与件数621件 中に占め る割合を示す 「適合率」は72%と なる。われわれが 目標に していた

再現率80%以 上,適 合率70%以 上に対 して,適 合率はクリア した ものの再現率は手が届かなか

った。

分類キーワー ド別 に実験結果をみ ると,再 現率 適合率 ともに目標を突破 したの は 「司法 ・

裁判」の1項 目で,適 合率のみ合格 点に達 したのは 「情報 ・通信」 「バイオテ クノロジー」

「気象」 「公正取引」 「社会保障 ・福祉」だ った。

再現率が低かった原因究明のため,目 標 に達 しなか った11項 目にっいて修正 した論理式を使

って,狙 い通 りの結果がえ られ るか どうかを実験 した。 その結果,「 表2-2」 で示 したよう

にかなりの改善がみ られ,再 現率は82%,適 合率72%で 目標 をク リア した。

再現率80%以 上が7項 目,適 合率70%以 上が7項 目,再 現率 と適合率の両方が 目標を超えた

ものは4項 目となった。再現率 は 「経済協力」,「 バイオテ クノロジー」は変わ らなか ったが,
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そのほかの9項 目で向上 した。適合率 は 「安全保障」,「 情報 ・通信」,「 気象」で下が った

が,そ のほかの8項 目は変わ らないか,向 上 した。

第2回 目の検証では,再 現率を高め ることを主眼と して論理式を修正 した もので,「 漏れ」

は第1回 目の265件 か ら115件 に大幅に減 った。(図2-2)

23調 査研究の評価と今後の展望

2.3.1言 平{面

分類キーワー ドの 「標準モデル」にっ いては,㈱ 朝 日新聞ニ ューメディア ・サー ビスに依頼

1996年2月15日 付朝刊を対象に,「 標準モデル」の使い勝手を評価 していただいた。実際 に対

象 としたのは,1面,2面,第1外 電面,第3経 済面,第1家 庭面,第1社 会面の計54記 事。

記事データベ ースの編集や代行検索に従事 している社員7人 が,標 準モデルの分類キー ワー ド

付与にあたった。産業分類が細分化され便利 になった半面,慣 れない と迷 う面 もあ るなどの指

摘 も受 けたが,全 般 にはぶれが少な く付与できる簡便な ものであるという評価を受 けた。

分類キーワー ド自動付与の実験にっいては,第1回 の検証ではやや再現率が悪か ったが,論

理式の簡単な修正で精度を高め られ ることが実証で きた。主題 に絡む重要 キーワー ドの選定な

ど辞書面でのメ ンテナ ンスと論理式の精度を高める作業を続 ければ,実 用化への展望 は開 ける

評価 した。

2.3.2展 望

分類キーワー ドの 「標準モデル」を作成するというのは,あ る意味では大変無謀 な試みであ

る。なにを もって 「標準」 とす るのか。新聞記事データベースを作成する新聞社 にはそれぞれ

事情があ り,独 自の分類表を持 っている。極端な言い方をすれば,分 類 は作成者の 目的 ・対象

次第ではどのよ うに も作 り得 る。なにが 「正 しく」 「標準 であ る」 とは,一 概 には言い切れな

いのである。あえて 「標準化」を提起 したのは,従 来の記事分類法が急速な時代の変化 にっい

ていけず,古 くな りっっあるのではないかとい う危惧 と,こ れか らますます盛んになるであろ

うオ ンライ ン検索 に向けて,分 類 キーワー ドで も横断検索で きる道を探 ってお きた いとい う願

いか らである。

分類キーワー ド自動付与の実験 は,デ ータベースを製作す る新聞社側に対す る要 員負担を軽

減 し,付 与 され る分類キーワー ドの均質化を狙 った ものであ る。

特 に今後の課題 として,検 索の全文検索方式(フ ルテキス ト・サーチ)の 問題があ る。われ

われのこれまでの議論 は,キ ーワー ド検索を前提 として いる。全文検索方式は,テ キ ス トか ら
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切 り出されたキーワー ドを必要 と しない。テキス ト中の文字列 との完全一致で検索す る新 しい

方式 である。キーワー ドの読みのチェックや保守 は必要 としない。 データベースを製作す る側

には大変経済的メ リッ トがある。

しか し,問 題がないわけではない。文字列の完全一致だけが検索の決め手にな っているため,

「東大」は 「東大阪」,「 東大寺」の中の 「東大」 と一致 し,「 東大阪」や 「東大寺」 まで検

索 して しま う。この雑音封 じにいまの ところ有効な手段が見つか っていない。検索技術の レベ

ルで いうと,キ ーワー ドのAND検 索で絞 り込むことや期間を限定 して雑音が 出るのを少な く

す る,な どが考え られ る。分類 も対象の絞 り込みには大変有効な手段だ。全文検索 との分類の

組み合わせ ば,魅 力あ る検討課題 といえよう。

表2-2論 理式修正前 ・修正後比較結果

〔修正前〕

項番 分 類KW M(人 手のみ) B(両 方) A(自 動のみ) 人手計 自動計 再現率 適合率

1 安 全 保 障 14 14 9 28 23 50.0 60.9

欝 欝

ミ、ペ フ託 フ.ミ

ビ ・ ピ 、 。,七

・繊:}騰'
1㌍ 紙 ξ:

三三淫 誉 ㌣

'
や 七

轡 詩 七
叉",二 ・さ七癒

3 経 済 協 力 22 59 27 81 86 72.8 68.6

4 公 正 取 引 19 42 13 61 55 68.9
㌧')ぺ'㍉

76.・4

5 情 報 ・ 通 信 39 63 10 102 73 61.8 講'…

6 レ ジ ャ ー 産 業 17 11 13 28 24 39.3 45.8

7 気 象 16 7 2 23 9

、

A

304 ,ご 　

8 バ イオ テ クノ ロジ ー 13 46 9 59 55 78.0ぶ

9 環 境 保 護 36 37 27 73 64 50.7 57.8

10 社会保障 ・福祉 49 27 11 76 38
聡し

355≡{

11 学 校 教 育 30 40 19 70 59 57.1 67.8

12 文 化 財 8 31 20 39 51 79.5 60.8

合 計 265 448 173 713 621

平 均 22.1 37.3 14.4 59.4 51.8 62.8 72.1
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〔修正後〕

項番 分 類KW M(人 手のみ) B(両 方) A(自 動のみ) 人手計 自動計 再現率 適合率

1 安 全 保 障 5 23 17 28 40
ぶ'
※ ㍍

,^'

57.5

2 経 済 協 力 22 59 8 81 67 72.8
・㌘ ⇔

3 公 正 取 引 13 48 12 61 60 78.7
乏煕9

4 情 報 ・ 通 信 15 87 40 102 127
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'1:7Ω

6 気 象 13 10 6 23 16 43.5 62.5

7 バイ オ テ ク ノロ ジー 13 46 9 59 55 78.0
,七

8 環 境 保 護 13 60 38 73 98iご謬 鷲 61.2

紗}ご'毒

:i鯉金轡 ㌧福態
ご.識 ,蒸 ≡ 隷 書

蓬i三
謬9

・湖2'

さ
…:g墨4 .

、、10 学 姪、熟 熟 8) '16熱
'c㌔',七

≧燕 て0≡ ・:纂 8&β

七㌔二'言

違91
;i登i!1

事 糀呈㌘鱗
.'ぎ

㍗
、6

"㌍
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、
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㍗七

崇 七諺
㌣39

'祭

酒 七

1㌔

・'"8嬰 β

壕ご
・07q2託

合 計 115 525 200 640 725

平 均 10.5 47.7 18.2 58.2 65.9 82.0 72.4

〔修正後再現率順〕

項番 分 類KW M(人 手のみ) B(両 方) A(自 動のみ) 人手計 自動計 再現率 適合率
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'ち
`七べ

、'帆 、徽 ・ 琴 一 ・

、,＼"' "

,澱 七就
ぺ七

〔 ㍉蜜1念 禄'

'ノ

wぷ＼㌔ パ
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'
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シ
:
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、
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7 安 全 保 障 5 23 17 28 40
《・'じ

∵'821 57.5

8 公 正 取 引 13 48 12 61 60 78.7

七 ㌶ 怠
・^^

七

'

9 バ イオ テ ク ノロ ジー 13 46 9 59 55 78.0
^・'i

10 経 済 協 力 22 59 8 81 67 72.8シ ㌔

11 気 象 13 10 6 23 16 43.5 62.5

合 計 115 525 200 640 725

平 均 10.5 47.7 18.2 58.2 65.9 82.0 72.4

※網 掛 けは再 現 率80%,適 合率70%以 上 一19一



漏 れ 適 合 ノイズ 再現率 適合率

第1回 265 448 173 63% 72%

第2回 115 525 200 82% 72%

第1回

ノイズ

173件

漏
2

|

適合

'〒

㌔

448件

漏れ
265件

再現率
63%

↓
82%

適合 率

72%

↓
72%

第2回

漏 れ

イズ115件

00件
s

言

一

ー イ

壽≡
「∨}

←_ご
≡

適

5525件

図2-2自 動付与実験結果の比較
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3.パ ソ コ ンを用 い た地 図 デー タ ベ ー スの基礎 構築

㈲ 朝 日デ ー タサ ー ビス





3.パ ソ コ ンを用 いた地 図 デ ー タベ ー スの基 礎 構 築

3.1概 要

3.1.1目 的

地図を用いて分析すればよ り有効 に利用す ることが可能 と考え られる災害時の危険区域 住

宅分布,道 路網,上 下水道網,高 齢者分布,土 地利用状況などのデータベースは大都市圏につ

いては整備されつっある。 その他の地域に関 していえば普及が遅れている。

この理由 として は,地 図を使 うシステムが ワークステー ションと呼ばれるコンピュータ,ま

たはそれ以上の高機能 コンピュータ上で構築されていて高価な システムであった ことと,地 図

データベースシステムに必要 な電子地図データが大都市圏 は整備 されて きているものの,そ れ

以外の地方の地図データは主要都市以外 はほとん ど整備 されていないことが原因と考え られ る。

そこで今委託課題では,地 図データベ ースが比較的安価に構築できるパーソナル コンピュー

タを用いて,地 図データベースの基礎 となる地図データを整備 し,地 域 における地図データベ

ース普及をはか り
,地 域におけるデータベース拡充の一助 とな ることを狙 いとした。

3.1.2実 施内容

本課題では,以 下の内容を実施 した。

(1)地 図データベースの技術研究

まず,地 図データベースの システム,及 び地図データの基本を専門家に ヒア リングを うけ

たり,資 料 を集め研究 した。

② 地図データベースに関す る調査

地図データベースのシステム及び地図データの現状がど うな っているのか,専 門家に ヒア

リングを受 け,把 握 した。

(3)基 本設計

本課題で作成す る地図データベースの基本的仕様の設計を行 った。

(4)詳 細設計

(3)の仕様に基づ きさらに詳細なデータの項 目,プ ロ トタイプの機能,画 面の設計を行 った。

(5)地 図データベースの基礎構築

(3)(4)の仕様に基づ き実際 に地図データベースの構築,プ ロ トタイプの作成を行 った。
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3.2実 施 結 果

3.2.1地 図 デ ータベ ー スの基本 仕様

作 成す る地 図 デー タベ ースの基 本 的仕 様 を以下 の よ うに決 定 した。

(1)使 用 ソフ トMapInfoforWindowsVer.3.0(三 井 造 船 シス テム技研 株 式会社)

(2)適 用 範 囲 佐賀 県

(3)精 度 元 とな る地 図の縮 尺 は2万5千 分 の1

(4)形 態 地 図デ ー タベ ース ソ フ トウ ェアMapInfoで 扱 え る形 態

(5)地 図 デ ータ項 目 表3-1に 示 す

(6)文 字 デ ータ項 目 表3-2に 示 す

表3-1地 図 デ ー タ項 目

区 分 項 目 内 容

線データ

道 路
高速道路,一 般国道,一 般県道,地 方道,農 道

(幅員3m以 上の道路)

鉄 道 JR,私 鉄

河 川 河川

点データ 県庁,市 町村役場,病 院,学 校,公 共施設,老 人用施設

面データ 行政界,県 界,湖,沼
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表3-2文 字 データ項 目

区 分 内 容

県
1.行 政 コ ー ド,2名 称,3.面 積,4.世 帯 数,5、 人 口,a男 子 人 口

7、女 子 人 口,865歳 以 上 人 口,9人 口 密 度

市 町 村
1.行 政 コー ド2名 称3面 積,4世 帯数,5人 口,6男 子人 口

τ女子 人 口,&65歳 以上 人 口,9,人 口密 度

道 路 1.道 路 区 分,2.道 路 区分名 称,3.道 路 名

役 所 1行 政 コー ド,2市 町村 役場 名称,3.TEL,4FAX,5所 在 地

鉄道 ・駅

1.区 分 コー ド,2区 分名 称,3.鉄 道 区分,4鉄 道 区分 名称,5名 称

6所 在地,7TEL,&FAX

河 川 1.区 分 コー ド,2区 分名 称,3名 称

公共施設 1.区 分 コー ド,2名 称,3.所 在 地,4TEL,5FAX

医療機関 1.区 分 コ ー ド,2名 称,a所 在 地,4TEL,5FAX,a備 考

老人施設 1.区 分 コ ー ド,2名 称,3.所 在 地,4TEL,5FAX,6備 考

学 校
1.区 分 コ ー ド,2区 分 名称,3学 校名称,4所 在地,5TEL

&FAX,7.備 考

農業統計 各市町村別の農業統計を入力

3.2.2地 図データベースシステムプロ トタイプの基本機能

作成する地図データベースシステムプロ トタイプの機能仕様を以下のように決定 した。

(1)佐 賀県の基本全体図を表示す る。その上 に道路のみ,河 川のみ,市 町村界 のみの地図デー

タを重ねて表示 し,画 面 に表示 されているイメージを印刷 もできる。

(2)佐 賀県の市町村の行政区界地図と基本的データを表示 し,印 刷 もで きる。

(3)佐 賀県の市町村の行政区界地 図と農業統計のデータを表示 し,印 刷 もできる。

(4)検 索,画 面の拡大縮小 などは使用 した地図データベース ソフ トMapInfoforWindowsVer.

3.0の 基本機能を使用す る。

例 として図2-1に 画面表示の一例を示す。
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マ ップ11 去IQ]印 全 休 表示ll終 了1【(財)デ ータオ ース振興 セ)e－

2.鉄 道

可

A.県 庁 ・市町村 役場

5.公 共施設 ρ

6.学 校

7.医 療施設
o

取 消

.

'

図3-1プ ロ トタイ プ表示 一例

3.2.3デ ータ作成

基本 となる地図データは建設省国土地理院(国 土地理院)発 行の数値地図を基盤 とし,不 足

データは同 じく国土地理院発行の2万5千 分の1地 形図をMaplnfoの デ ィジタイザ入力を用い

て行 った。

3.2.4プ ロ トタイ プ作 成上 の 問題 点

プ ロ トタイ プを作 成す る上 で 次 の よ うな問題 点 が発生 した。

(1)地 図デ ー タベ ー ス システ ムの機 能 へ の不 満

今回 は市販 の地 図 デ ータベ ー ス ソフ トMaplnfoを 使 用 した が,市 場 に現 れ始 め て間が な い

ためか,ユ ーザ イ ンタ ー フェ ース の面,処 理 ス ピー ドな どや や不 満 な点が あ った。

3.2.5地 図データ作成上の問題点

地図データを作成する上で次のよ うな問題点が発生 した。
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(1)地 図データ入力の方法

紙の地図か らデ ィジタイザ よるデータ入力 は非常に手間がかか り,今 までの文字データの

ようなスピー ドはとて も望めない。 これは入力の対象が図形であ り,文 字 データのようにキ

ーボー ドを使 うわけではな く
,カ ーソルを用いて図形をなぞ ってい くよ うに入力す ることが

原因であ り,地 図データを作成す る場合 において人件費によるコス ト高を招 くことになる。

3.3今 後 の 課 題

地方 における地図データベ ースの地図基礎データの構築を行 った。今後 さ らにデータベース

の充実を計 るためには次のような様々な課題が残 る。地図データベース作成上の課題 地図デ

ータベースシステムの課題 地図データの提供の課題 などである
。

(1)地 図データ入力方法の再検討

今回は紙の地図か らディジタイザによる入力を行 ったがその場合 に時間がかか りす ぎ,コ

ス ト高を招 きかね ない。紙の上の地図データをスキ ャナーで取 り込みデータの変換を行 う等,

他 の方法の研究が必要であろう。

② 地図データベース システムの機能の強化

今回,市 販の地図データベースソフ トウェアを使用 したが,ユ ーザイ ンターフェース,ス

ピー ド等の点でまだまだ不満が残 る点 も少な くない。地図のデータに関 して はそれぞれのソ

フ トウェア用に変換が可能なので使用する地図データベースソフ トウェアに対 しての調査 ,

研究が必要 となろう。

(3)地 図データの変換の充実

データベースは汎用性がなければ普及 しない。そのためにはデータを汎用的な形でつ くる

ことが望まれ る。 また,汎 用的で なくて も相互変換 プログラムが存在すればデータの有効利

用が可能であ る。そのための地図データベ ースソフ トウェアのデータ形式の研 究が必要であ

ろ う。

3.4ま と め

地図を使 ったデータベ ースシステムは今 までの文字だけのデータベースシステムとは違い,

データの地図上 の位置関係や分布の状態などを視覚的にとらえ ることがで き,今 までの紙の地

図の上で手書 きでや っていた ことをコンピュータ上で行 うことによ り繰 り返 しシ ミュレー トし

た り,検 索 した りした結果を地図の上に即座 に表示 した りとい った ことが簡単にで き,都 市計
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画や土地管理 とい った システムへ利用すれば非常 に魅力あるシステムであ ると我々は確信 して

いる。

しか し,地 図データベースシステムには,デ ータの整備状況の遅れなどまだまだ課題 も多い。

今後 も我々はその普及のために も地図データベースの研究開発 とその拡充 に努 めることが重要

であろう。
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4.景 観 シ ミ ュ レー シ ョン用 樹 木 の
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4.景 観 シ ミ ュ レー シ ョン用樹 木 の デ ー タ ベ ー ス構 築

4.1目 的

現在,生 活環境の充実,な かで も防災計画,暮 らしやす い都市,美 しい都市景観に対す る期待

が高まっている。

経済成長を推進す るなかで,生 活者個人と して は物質的欲求のみな らず,質 的な向上や潤いあ

る生活文化を求め る志向が強 くなる傾向にある。 このよ うな背景の もと,こ れか ら行 われ る環境

計画の策定作業に対 して,最 も効率的な方法を論ずるとともに,シ ステムとして運用で きるフ ァ

ク トデータベースの可能性 を探 った。

今回の委託課題では,景 観設計を行 う際に多 く用 いられ る3次 元CADを 操作す る者を対象 と

している。3次 元を前提 とす る理由は,景 観設計において完成 イメージを立体で捉え る必要か ら

である。また,従 来の図面 などでは表現できない奥行 き,立 体感を確認できることが可能 とな り,

CGに おけるコ ミュニケーシ ョンが,単 なる表現にとどま らず合意形成 と問題解決を支援す る手

段,す なわちデザイ ンツール として幅広 く活用 され る可能性 を示唆 しているか らである。

これ らの システムに効率的なファク トデータベースを連動 させ ることにより,今 までにない設

計手法を探 り,実 用に向けての詳細な利用形態を検証す る。

4.2実 施 内容

以下の方法によ りプ ロ トタイプ作成を通 じて本研究を実施 した。

(1)景 観 シ ミュレーシ ョンの現状把握

景観設計に対す る全般的な取 り組み,3次 元CADの 活用 はどのようになっているのか,ま

た現状でどのよ うな問題点があるのかを関係業界の専門家 よりヒア リングおよび説 明を受 け把

握 した。

(2)樹 木データベースのあ り方を討議

ファク トデータベース としてどのよ うなソフ トが供給で きるのか,ま た,そ の構成の望 ま し

い姿 はどのような ものか討議 した。

(3)樹 木データベース供給の完成イメージ作成

実用段階に表現 され る樹木の形態にっいて,実 際に生育 している樹木との対比 にっ いて検討

を踏まえ,樹 木 データプロ トタイプの完成イメージを作成 した。
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(4)シ ステム設計

(3)の完成イメー ジを個々か ら抜粋 し,シ ステムとして使用できる内容 に構築する。実際に操

作 して も違和感のない構成 とす る検討を行 った。

(5)実 地検証

完成 したプロ トタイプ システムを用いて景観 シミュレー ションを行 う。 ここでは,既 に計画

されている景観に対 して樹木データベースの効果を検証す る。

(6)今 後の計画

プロ トタイプを通 じて得 た課題 とシステム評価を参考 にこの研究 を今後 どのよ うに発展 させ

るか検討 した。

4.2.1プ ロ トタイプのコンセプ ト

データベース検索には,専 門の知識 と機器を必要 とす る。本委託課題では,専 門知識 を有 し

な くとも,簡 単にわか りやす い操作ができる環境設計を念頭 に設計を進めた。 また,本 プロ ト

タイプは景観 シ ミュレーシ ョン用 フ ァク トデータベースの幅広 いジャンルの中で,今 後都市部

な どで必要 とされ る景観要素である 「樹木」を題材に進めた。

基本 コンセプ トとして は,「 誰 もが簡単に操作できる」を実現す るためにはどのよ うな方法

を とればいいのか,ま た,ど のような考え方で進めればいいのか検討を重ねた。 ここで は,こ

の ような問題点を以下の3っ のテーマに絞 り研究を試みる。

(1)操 作性の向上(3次 元CADデ ータを可視化)

(2)検 索 されたデータを代理機能(エ ージェン ト)に よりCADア プ リケーションまで移行

させ る。

(3)パ ソコン操作を前提 とす る。

4.2.2デ ータの可視化による視認性の向上

本 プロ トタイプでは,内 容物(樹 木の形態)の 表示方法を最優先 に検討 した。従来 ファク ト

データベースは,構 成す る要素の 「量」を重視 している傾 向にある。そこでは検索名称 と内容

イ メージとの相違は問題 にあが らない。

一方,景 観 シ ミュレーシ ョン用 となると完成イメー ジを検索段 階か ら要求するためよ りリア

ルな表示が望まれ る。そこで本プロ トタイプで は,検 索画面を表示する段階で,樹 木を構成す

るデータの全形,デ ィテール,樹 木全形回転体などを同時に表示す ることがで きないかを検討

した。

その結果,視 認性の向上が認め られた。
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4.2.3代 理機能による操作の簡略化

この度のプロ トタイプにおいて,デ ータベ ース検索 ソフ トに代理機能(エ ージェン ト)を 付

加す ることで,今 まで以上の操作性の向上が計れるか研究を試みた。

最近 のパ ソコ ンの多 くは機種に依存 しないオペ レーティングシステム(OS)を 使用 してい

る。今回 はその代表であるWindowsを 使用 している状態でエー ジェン ト機能の可能性を検証 し

てみることとす る。

ここで示 す 「エ ージェ ン ト機能 」 とは,Windows上 で起動 している本 プ ロ トタイプを使用

して樹木を検索 している際に,目 的とす るフ ァイルを直接CADア プ リケー ションに受け渡す

機能の ことを指 している。 このエージェント機能を使用することで景観 シ ミュレーション作業

時に,そ の都度 ごとにCADア プ リケーションを起動す る手間を省 き本来の業務 に専念できる

ように した。

今回実施す る機能を受け取 るCADア プ リケー ションは,建 築設計で定評のあ るイ ンターグ

ラフ社のマイ クロステーションを使用 し実地検証 した。実際に操作 した結果,所 期の 目的は達

成す ることが できた。特に,登 録されているデータを視覚的に確認 した後CADに 移す操作は

今までにない効果がみ られた。また,同 時にい くっかの問題点 も発生 し今後 の研究を推進する

うえで貴重なデータを収集す ることができた。

4.3実 施 結 果

(1)樹 種,用 途,樹 齢による検索機能

本データベースを使用 したデータ検索をす る際 検索条件を設定す る手段 と して,簡 単な

操作で効率 よ く設定できる方法で検索できることを考慮,樹 木の分類及び選択の判断基準の

観点か ら樹種,用 途 樹齢の3項 目に分類,こ れ らの項 目を設定することで該 当樹木を検索

可能 とした。

② 樹木名入力 による検索機能

既 に目的 とする樹木がわか っている場合,こ の機能を利用す ることで素早 く検索で きるよ

うに した。

(3)樹 形形状 ファイルの保存形式選択機能

3次 元 コンピュータグラフィックスの世界において標準的なDXF形 式による保存機能だ

けでな くCADと 合わせて本データベ ースを利用す ることも考慮 アプ リケーシ ョンファイ

ル形式 も含め る。
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(4)シ ーケ ンシャル,ラ ンダム検索の切 り替え機能

樹種,用 途,樹 齢のみの設定で検索を行 うと該当樹木本数が多いため,通 常 はシーケ ンシ

ャルに閲覧す る設定にな っているが,検 索後の検索条件該 当樹木名の一覧を表示 させ ること

により,ラ ンダムに閲覧することも可能 とする切 り替え機能を加え る。

4.3.1基 本画面構成

検索画像を表示す るベ ース画像を元に,ボ タン,検 索結果の画像,動 画を配置。

検索結果画像 動画 ボ タン

ベ ー ス

図4-1基 本画面構成

(1)ボ タン

視認性 と操作性を考慮80×80の ピクセルのボタンに,25ポ イ ン トゴシック太文字で表記。

また,ボ タ ンをアイコ ンにすると,初 心者では操作時の混乱を招 くと判断 全てのボタンに

文字を表記。

(2)動 画

本データベース内で使用 されている動画 はCinepak圧 縮でCD-ROM上 での再生のため

毎秒266KBの 転送 レー トとしてある。再生時には全てメモ リー上 に読み込み,滑 らかに再

生するよ う考慮 した。

(3)検 索結果画像

検索後の樹木画像 は当初静止画像を使用 していたが,検 索後の表示処理高速化のため1fps

(フ レーム/秒)の 動画像を一時停止の状態で表示す ることにより,1枚 のグラフィックと

して表示 していたときに比べ,ト ータルで3割 程度の速度向上がみ られた。

(4)表 示文字

画面に現れる文字サイズは,ゴ シック体14ポ イ ン トで表現する。画面 に触れた感覚を出す

ために,触 れたボタンが瞬間に奥ヘスライ ドする表示が されている。

-30一



登録樹木の選定

修

正

↓

樹木の

形状データ作成

↓

レンダ リング

DXFデ ー タ

DGNデ ー タ

登

録

景観材料デ ータベース

図4-2登 録データ制作行程の概要と流れ
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画面名称

画面No

樹木名継続入力確認画面

001

鯉
羅

一̂
ぷ㌍

・雪

起

惑__1

響
_一一 、、議

漣i目.議淋

機能説明
樹木名を設定後,同 じ樹木名で検索を行う際の確認及び入力の変更。

検索条件の樹木名を 「未設定」に し,検 索を開始する。

薩 検索条件 の樹木名を継続 して適用 させ,検 索を開始する。

リターンキー入力はこち らのボタンに割 り振 られている。
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5.包 装機 械 デ ー タ ベ ー スの構築

5.1開 発 の 背 景 と 目的

5.1.1開 発の背景

包装機械工業は,食 品,薬 品,各 種工業製品などを消費単位の大 きさに包装す る機械 の製造

・販売を行 ってお り
,生 産され る包装機械の種類 はきわめて豊富であ る。包装機械のユーザ は

,食 品加工業か ら医薬品工業など多岐にわたっている。 これ らのユーザが必要な包装機械の導

入を行 う時に,各 種の包装機械 に関す る情報を効率よ く引き出すデータベースが必要 にな って

いる。

5.1.2開 発の 目的

包装機械 データベースの開発の目的 は,包 装機械のユーザが コンピュータを利用 して,包 装

機械に関す る各種の情報を 自由に検索 して,そ の希望す る情報を簡単に効率 よく引 き出せ るよ

うにす ることであ る。

これまで,1,000機i種 以上の包装機械の情報を掲載 したカタログ集 「日本包装機械便 覧」が

機械選定の参考資料 と して利用 されてきた。 しか しこれ は,紙 製であ り,A4判1,200ペ ージ,

厚さ5・m,重 量2.8kgと 大部 の ものであり,誰 もが簡単 に,的 確に 目的の機械を捜 し出す には

かなり面倒な作業を必要 と した。

コンピュータを利用 して各種の検索方法が可能になれば,目 的の機械を簡単に高速で検索 し

て,探 し出せ るようになる。包装工程の計画を行 うときに,こ のよ うな包装機械データベース

を利用すれば,各 種 の包装機械に関す る情報を効率よ く引 き出すのに役立つと期待され る。

5.2包 装機 械 デー タベ ー ス の検 討

ここでは,包 装機械データベースを作成す るにあたって,重 要な事項を検討す る。 まず,既 に

あ る紙製の 「日本包装機械便覧」の構成を検討 し,包 装機械 のデータ特性の把握,検 索方法の検

討,そ してデータベースの作成作業の検討を行 った。

5.2.1日 本包装機械便覧の構成

日本包装機械便覧は以下のよ うに包装機械および関連す る機器 ・材料 を分類 してい る。

(1)計 量機/計 数機
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(2)充 填機/び ん詰機械/か ん詰機械

(3)製 袋充填機

(4)容 器成形充填機

(5)ラ ベル貼機

(6)小 箱詰襟/製 箱機

(7)上 包機

(8)シ ール機

(9)収 縮包装機

(10)真 空包装機/ガ ス置換包装機

(11)バ ン ド掛け機/ひ も掛 け機

(12)ケ ース詰襟/封 函機/製 函機/そ の他の外装荷造機械

(13)包 装 プラン ト・システム

(1の 包装材料加工機械(製 袋機/ス リッタ一等)

(15)包 装関連機器

(16)コ ンポーネ ン ト

⑰ 食品機械

(18)包 装資材

以上の他 に,日 本包装機械工業会 の会員(正 会員,賛 助会員)の リス トがあり,こ れ も様 々

に利用 されている。

5.2.2包 装機械のデータ特性

包装機械のデータとして は,ひ とっの機械を記述す るための最低限の情報であ って,以 下の

よ うなものが上記の便覧には,機 械 の名称 機械の型番,機 械の分類名称,特 徴,仕 様などが

記述されている。 これ らは文字情報 であるが,こ の他 に機械の写真,必 要 に応 じて包装 された

品物の写真がっ き,具 体的にその機械 の特徴を伝え るものにな っている。

5.2.3要 求される検索の方法

この包装機械データベースを検索す るユーザは,一 般 に次のよ うな検索を したい と考えてい

る。以下 は,包 装機械の専門家か ら提出された検索の要望であ る。

(1)包 装対象か らの検索

② 包装形態か らの検索

(3)包 装機能か らの検索
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(4)包 装対象品の性状か らの検索

(5)情 報の文字列などか らの検索

5.2.4デ ータベース作成の作業手順

包装機械データベースを作成するにあた っては,包 装機械のデータのキーボー ドか らの入力,

写真の スキャナーによる入力,検 索 ソフ トの設計 と開発,出 来上が った包装機械データベ ース

のCD-ROM化 などの作業が必要 になる。 これ らにっいて検討を行 った。

5.3包 装機械デー タベー スの基本設計

ここでは,包 装機械データベースの基本設計を行 っている。

まず,包 装機械データベ ースの動作す るシステムの動作環境,デ ータ構造,プ ログラム構成な

どを検討 した。

5.3.1シ ステムの動作環境

本 システムが稼動す るための環境条件は,最 近普及 しは じめているWINDOWSパ ソコンを対象

にす るもの とした。

5.3.2デ ータ構造

包装機械のデータの形式 としては,既 存の便覧の記述をベ ースに した。 しか し,そ れぞれの

機械が どのような検索 に対応するかの情報 は,便 覧には記載 されていない。そ こで,ひ とつひ

とっの機械 にっいて,検 索に対応 した情報のデータ構造を設計す る必要があ る。

ここでは,っ ぎのよ うなデータの形式を考えて,包 装機械に詳 しい専門家により,デ ータシ

ー トに記入 して もい
,こ れを コンピュータに入力 した。

(1)整 理番号

(2)包 装機械の機種 ・型式名

(3)会 社名

(4)包 装対象品の分野

(5)包 装対象品の性状

(6)包 装資材(該 当するもののみ)

(7)包 装形態別 一袋詰め形態

(8)包 装形態別 一各種の容器詰め形態
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(9)包 装形態別 一カー トン詰め形態

(10)包 装形態別 一紙,贈 答用紙などによる上包み形態

(11)包 装形態別 一紙以外の上包み形態

(12)包 装形態別 一真空包装形態

(13)包 装形態別 一収縮(シ ュリンク)包 装形態

(14)包 装形態別 一結束,結 さっ形態

(15)包 装形態別 一ラベル貼 り

(16)包 装形態別 一外装 ・輸送包装形態

(17)包 装形態別 一上記以外の包装形態

(18)機 械の機能別一計量 ・計数機能

(19)機 械の機能別一充填 ・瓶詰 ・缶詰機能

(20)機 械の機能別 一製袋充填 ・ピロ一夕イプ ・袋詰め機能

(21)機 械の機能別 一容器成形充填 ・ブリスター ・PTP・ ス トリップ包装機能

(22)機 械の機能別一ラベル貼 り機能

(23)機 械の機能別一小箱詰め ・製箱機能

.(24)機 械の機能別一上包み機能

(25)機 械の機能別一収縮(シ ュ リンク)包 装機能

(26)機 械の機能別一シール(封 かん)機 能

(27)機 械の機能別一真空包装 ・ガス置換 ・ガスフラッシュ機能

(28)機 械の機能別 一バ ン ド掛 け ・ひも掛け

(29)機 械の機能別 一製 函 ・封函 ・ケース詰めその他の外装荷造機能

(30)機 械の機能別 一包装材料加工機能

(31)機 械の機能別一コンポーネ ン ト(機 器)

(32)機 械の機能別一包装関連機器

(33)機 械の機能別 一食品加工 ・製菓など

(34)機 械の機能別 一上記以外の機能

(35)卓 上型 ・簡易型の機械

(36)使 用可能な包装材料別 一紙 ・板紙

(37)使 用可能な包装材料別 一木 ・プラスチ ック ・セ ロファン

(38)使 用可能な包装材料別 一ラベル

(39)使 用可能な包装材料別 一金属製

(40)使 用可能な包装材料別 一ガラス製
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(41)使 用可能な包装材料別 一結束 ・封織材

(42)使 用可能な包装材料別 一ゴム ・コル ク類

(43)使 用可能な包装材料別 一包装副資材

(44)使 用可能な包装材料別 一上記以外の包装材料

またこのデータ入力 と並行 して1,607枚 の写真をスキ ャナーによって取 り込む作業を行 った。

この写真はそれぞれの機械が呼 び出されて きた ところで,文 字 と同時に画面に表示するように

計画 した。写真 は全ての機械 について機械その ものの写真が1枚 あ り,も のによっては包装 さ

れた品物の写真が1枚 追加され るようにな っている。

5.3.3開 発 したプ ログラム

開発するプログラムと しては,デ ータ入力用のプログラム と検索用のプログラムが ある。デ

ータ入力プログラムは準備段 階で使われるだけであるが
,将 来 はバ ージ ョン ・ア ップなどにも

使われ ると考え られ る。検索用のプログラムは,実 際にユーザによって動作 し,CD-ROM

に格納 して配布され るものであ る。

5.4包 装 機 械 デー タ ベ ー スの 内容

プログラムがスター トす るとまずメイ ンメニ ューが表示 され,そ こで 目的の作業を選択す る。

メインメニ ューか ら,そ れぞれのルーチ ンに分岐 してゆ くが,目 的の作業が終了すると必ず最初

の メイ ンメニ ューに戻 るように構成 されている。

5.4.1メ イ ンメ ニ ュー

システ ムを立 ち あげ る と,次 の よ うな メイ ンメニ ューが 表示 され る。
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'96日 本 包 装 機 械 便 覧

社団法人 日本包装機械工業会

…

ここで以下のようなコマ ン ドが利用で きる。

1)検 索

このボタンを クリックす ると,各 種の検索が行えるようになっている。検索の方法 は,包

装対象分野,包 装形態,機 械の機能,卓 上型 ・簡易型の機械,使 用す る包装材料,対 象品の

性状などがある。検索結果は該当する機械 とそれを製造 ・販売 している会社が表示され印刷

出力ができる。

2)正 会員一覧

3)賛 助会員一覧

4)包 装資材 コーナー,機 器 リース コーナー

5.4.2‡4ミ 索

メイ ンメニ ューで検索 の コマ ン ドボ タ ンを ク リックす る と,検 索 画面 に移 行 す る。検索 画面

は次の よ うにな って い る。
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検索の方式は以下のような特徴を持 っている。

1)各 種の条件 に同時に該当するもの(AND検 索)を 探 し出す。

2)一 度検索 した ら,該 当件数が表示 され るので,さ らにそ こか ら対象を絞 りこむために条件

を追加 して,再 度検索を行 うことが出来 る。

ここでの検索の方法は以下のような各種が用意 されている。

1)包 装 ・加工対象品の分野

ここでは,食 品,医 薬品,化 粧品,化 成品,一 般化学製品,工 業製品,そ の他の内のいず

れかか ら選択 して,検 索できる。

2)包 装形態

ここでは,袋 詰め,容 器詰め,カ ー トン詰め,上 包み,真 空包装,シ ュ リンク包装,結 束,

ラベル貼 り,外 装,そ の他の内のいずれかを指定 して検索で きる。

3)機 械の機能

ここでは,計 量 ・計数機能,充 填 ・瓶詰め ・缶詰め機能,製 袋充填機能,容 器成形充填機

能,ラ ベル貼 り機能,小 箱詰め ・製箱機能 上包み機能,シ ール機能,シ ュ リンク機能,真

空包装機能,バ ン ド掛け ・ひ も掛け機能,製 函機能,包 装材料加工機能,コ ンポーネ ン ト,
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食品加工 ・製菓,そ の他の うちか らひとっを指定 できるよ うになっている。

4)卓 上型 ・簡易型の機械

ここでは,卓 上型 ・簡易型の機械でその機能 としては3)で 指定す るの とほぼ同様の分類

に もとついて,機 械の検索を指定す ることができる。

5)使 用可能な包装材料名

ここで は,包 装材料 を指定す る。紙 ・板紙,木 ・プラスチ ック ・セ ロファン,ラ ベル,金

属,ガ ラス,結 束材 ・封織材,ゴ ム ・コル ク類,包 装副資材,そ の他の内の いずれかを指定

することが できる。

6)包 装 ・加工対象品の性状

ここでは,包 装 ・加工する対象物品の性状を,液 体,粘 体,粉 体,穎 粒,固 体,そ の他の

うちの何れかか ら選択する。

7)会 社名

ここでは会社名の一部を入力 して,該 当す る会社を探 し出す ことができる。

8)機 械型式(記 号)

ここでは機械の型式番号を入力 して,そ の機械の名称 と製造 している会社を探 し出す こと

がで きる。

9)特 定の用途 ・目的 ・対象品

ここでは,包 装対象品の文字を入力 して,そ の文字が機械の包装対象品欄 にあ るものを探

し出すよ うになってい る。

10)検 索開始

このコマ ン ドボタンを クリックす ると検索が開始 される。検索結果は検索件数 として画面

の左下に表示 され る。 これを見なが ら検索条件を絞 りこんでゆ くことができる。

11)一 覧表示

このコマ ン ドボタンを クリックす ると検索結果の該当す るものが リス ト表示 され る。

12)条 件初期化

この コマ ン ドボタンを クリックす ると検索条件を白紙に もど して最初か ら入力す ることが

で きる。

次には検索結果 として呼び出 された画面の例を示す。
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紙パ ック充填機FP-4000(容 器成形充填機)

大阪機工株式 会社

本 社 〒531大 阪市北区豊崎3丁 目21

番9号

tr舌(06)376-6611
ファクシ ミリ(06)375-0454

工 場 〒664兵 庫県伊丹市北伊丹8丁

説明文をクリックすると全画面に表示されます

鐡

●特 徴

1.ピ ス トン式定量充填 と,ワ ン タッ

チ式微量調 整機構の採用によ り高精

度の充填が可能です。

2.内 付 け方 式の口栓 と超音波溶着機
の採用 によ り,紙 断面 と液との接触

を防 ぐと共 に美 しいカー トンの仕上

りを期 しています。
3.CRＴ カラ ーデ ィスプ レイによ る

操作性の向上及び 自己診断機能の採

用により,素 早 い トラブルシューテ

ィングが で きます。

●仕 様
・能

4,000本/日寺
・充 填 量

500～1,800ml
・充填方式

ピス トン式定量充填
・カー トンシール

これは,該 当する機械の画面である。1,042の 項目が このよ うな画面 に納め られている。最

上部 にタイ トルとして,機 械の名称,型 番,機 械の分類名が表示 され る。左側上部には機械の

写真,そ の下には製造会社名,住 所,電 話番号 などが表示 される。右側 には,機 械の特徴,仕

様などが表示 される。

5.5結 論

「日本包装機械便覧」をベースに して,包 装機械のユーザが効率的に利用できる包装機械 デー

タベースの開発を行 った。

各種の検索に適 したデータ構造 を検討 し,デ ータ入力の方法 を設定 して,1,042種 の包装機械

に関するデータの入力を行 った。同時に1,607枚 の写真をスキャナーによ り入力 して,検 索結果

と同時に画面 に呼び出せ るよ うに した。WINDOWS上 で動作する検索プログラムを開発 して,検 索

機能 と速度を確認 した。

開発 した包装機械データベ ースを関係者 に試用をお願い して,表 示画面,検 索性能,使 い易 さ

などを評価 していただいた。 いまの ところ,大 きな問題点はな く,包 装機械関係者か らは非常 に

使 い易い という声を聞いている。
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5.5.1今 後の課題

今後の課題 としては,以 下の各項があげ られ る。

(1)検 索項 目の強化

(2)写 真および動画像の扱 い

(3)英 語版の開発

5.5.2ま とめ

包装機械の使用者が効率的に 目的 とす る包装機械を見つけ出せ るようにするため,包 装機械

データベースの開発を行 った。現状 の 「日本機械便覧」をベースにして,各 種の検索 に適 した

データ構造を検討 した。データ入力の方法を設定 して,1,042種 の包装機械 に関す るデータの

入力を行 った。同時に1,607枚 の写真をスキ ャナーによ り入力 して,検 索結果 と同時に画面 に

呼び出せ るよ うに した。検索方法 としては,広 範に普及 しつつあ るパ ソコンで動作 し,WINDOWS

上で使える検索プログラムを開発 して,検 索機能 と速度を確認 した。
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6.新 規事業創 出支援 のためのデー タベー ス構築 に

向けた基礎調査

㈱ 日本 イ ンテ リジ ェン ト トラ ス ト





6.新 規事業創 出支援 のための データベース

構築 に向けた基礎調査

6.1概 要

6.1.1目 白勺

我が国経済を取 り巻 く環境 は,昨 今の急激な円高とアジア各国の急成長,米 国製造業の 「復

活」 などによ り,ダ イナ ミックな国際的競争の時代に突入 している。 このような状況の下,我

が国の産業は既存産業の成熟化 と新規産業展開の遅れ,製 造業の海外展開の加速 と産業の空洞

化の懸念 本格的な リス トラクチャ リングの進展に伴 う雇用不安 など,大 きな曲が り角にある。

このよ うな現在の閉塞状況を克服 し,我 が国の産業の更なる発展を実現 してい くためには,

今後高い成長が期待 され る先端技術分野や地場資源を活用 した産業分野などにおいて新規事業

の創 出を促 し,海 外競争力の高 い高付加価値製品を核 に新 たな需要を創造す る独創的製品の開

発お よび新たな需要を喚起す るニ ュー ビジネスの創出を図る必要がある。政策的にも通産省が

「総合的新規事業支援施策」を平成7年 度の重点施策 として掲 げていることに代表 され るよう

に,そ の重要性が強 く認識 されっつ ある。

当調査研究テーマは,国 および地方で展開されっっある新規事業支援施策 の一環 として,ま

た起業家および新規事業展開を図 る中小起業の経営資源の高度化,技 術力の向上等の一助 とな

る,有 益に して有効 なデータベースの構築を目指す ものである。

6.1.2実 施概要

当調査研究では,以 下の内容を実施 した。

(1)提 案課題の必要性の検討 ～新規事業創出の必要性～

(内容)・ 新規事業創 出が求め られる背景 と,わ が国におけ る新規事業支援施策の動向

・情報面での支援施策の考え方

(概要)企 業に密着 した支援を行 ってい くには,各 地域 における支援機関の充実が不可欠で

ある。そこで全国各地でベ ンチ ャー財団が設立されるな ど,資 金支援面 については施

策が充実 しっっある。ただ し新規事業の創出を図 るためには,資 金面の支援措置だけ

では不十分であ り,様 々な障害を総合的に支援す ること,ま た更には成長段階 ごとに

長期的 に一貫 した施策によ り支援 してい くことが重要である。情報発信,情 報提供,

情報交流の促進 によ り,よ り多 くの今後の課題に対処 してい くことが可能である。

② 関連データベースのニーズ検討
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(内容)・ ア ンケー ト調査,ヒ ア リング調査の実施

(概要)当 該データベースのニーズ把握のため,ア ンケー ト調査を実施 した。対象 は起業家

層な らびに起業家予備群 であ る。 また,ア ンケー トでは拾えきれない項 目にっいては,

別途地方圏のベ ンチ ャー企業を対象に,個 別 ヒア リングによる意見収集を行 った。

ア ンケー トの結果か らは,商 用データベ ースのニーズ層 としてベ ンチャーに的を絞

ることは,情 報提供者にとって市場性の高いテーマであると認識 した。 また情報提供

手段につ いては,オ ンライ ンネ ッ トワー クによる全国規模での事業展開について十分

な可能性が見い出せた。 さらに情報内容 にっいては,ベ ンチ ャー企業に望まれて いる

最大の関心事が 「交流」であることが明 らか とな った。 ヒア リングにおいて も,ウ ェ

ッ トな情報を求め情報交換が行える交流環境の整備が強 く期待 されてい ることが分か

った。

(3)地 域におけるデータベース化への取 り組み

(内容)・ 地方公共団体における地域情報化の動向および事例調査

・関連機関のネ ッ トワー ク化 の検討

(概要)事 例調査か らは,全 国各地 において地域産業の活性化 もしくは中小企業の高度化を

主 目的と した,地 域独 自の様 々な情報提供サー ビスが実施 されていることが明 らかと

な った。 しか しこの様な貴重な情報収集,情 報提供サー ビスも,独 自の システム,独

自の ノウハウ,独 自の活動 において実施 されているため,い ずれの認知度 もあまり高

くな く,利 用状況 も良好 とはいい難い。 また今後の課題 も明 らか となった。

そ こで このような時期,関 連情報提供者がネ ットワー クを組み,一 つの窓口を設け

て情報発信を統合 ・強化す ることによ って,非 常 に効率的かつ利用者側にとって もメ

リッ トが多い事業展開が可能になると考えた。ただ しその構築 には幾つかのステップ

が必要 となる。

(4)新 たな情報 インフラの利用 と動向把握

(内容)・ イ ンターネ ットの拡大 とインターネ ッ トを利用 した先行事例の調査を実施

(概要)イ ンターネ ッ トの急激な拡大は,情 報提供者側にも今後の新たな事業展開の可能性

を提供す るものである。 また米国の事例では,バ ーチャルイ ンキュベーターと呼ばれ

る起業家支援事業がみ られ,非 常 に参考 とな った。

(5)当 該データベ ースに求め られ る姿

(内容)・ 当該データベース(DB)に 望 まれ る情報内容および今後の整備方針の検討

(概要)当 該DBの 情報内容には,単 に制度を知 るためのものだけで はな く,"人"と"実

績"と"評 価"の データを盛 り込みたい。 また画像情報を取 り入れ ることも是非必要
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である。 そ してネ ッ トワーク上に交流の場を設け,エ ンジェルやメ ンターと呼ばれ る

起業化促進のためにキーパーソンとなるような人を紹介できるシステムづ くりも期待

され る。

(6)事 業化の検討

(内容)・ 事業形態および システムにっいての検討

・事業採算性の検討

(概要)デ ータベ ース運用のためのイ ンターネ ッ トシステムにっいて,4っ の事業形態を想

定 した。 また採用す るデータベースシステムを検討 し,概 算費用 などを含む ビジネ ス

プラ ンを策定 した。結果 は,今 後の検討課題 は残 るものの,全 国関連機関 とのネ ッ ト

ワーク構築 によるデータベース構築費用の軽減や安定的な会員収入 を前提に,当 該デ

ータベース構築 ・運営 にっいて
,成 立可能性が認め られた。

6.2実 施 結 果

6.2.1ニ ーズ調査結果のまとめ

ア ンケー ト調査結果な らびに ヒア リング結果か ら得 られた視点 について,以 下に概括す る。

① 対象者につ いてみた場合

ベ ンチャー起業家に対す るア ンケー ト結果 によると,起 業家居の多 くは企業 に勤め るサラ

リーマ ン層である。但 し過去の絶対層は技術職が多か ったが,昨 今では事務職がニ ッチ分野

や新業態で起業家を目指す形態が増加 してお り,そ の数 は逆転 していると思われる。後者の

起業家層 は情報収集力に長けてお り,情 報存在場所にも敏感である。一方の技術職であるが,

起業時の相談件数は少な く,技 術力に集中す るあまりマーケテ ィング等周辺情報の重要性が

あまり認識されていない。今後わが国の リーディング産業 としての本当の意味でのベ ンチャ

ー企業を育 ててい くためには
,こ の層の発掘が重要であ ると思われるが,デ ータベース提供

者か らみた場合にはよ り公的支援が必要 となろう。ただ し情報機器の使用度 は高 く,ま た創

業後のイ ンターネ ッ トを用 いた事業展開などの割合 も高 く,新 たなネ ッ トワークを利用 して

の情報活用が期待され る。

一方
,既 存企業の新規事業展開に当たっての情報提供では,企 業の情報の収集先が多様化

して きてお り,今 後商用データベ ースや外部調査機関 ・コンサルタ ン トに対す る需要の伸び

が期待で きる。既存企業の新規事業展開の際に求められ る情報 は,既 に広範 な企業取引が存

在す るため企業情報の需要 は少 な く,業 界動向,マ ーケテ ィング情報,調 査研究情報などで

あ り,当 社の有するノウハ ウの活用が十分発揮 される可能性が高い。
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結論と して,商 用データベースのニーズ層 と してベ ンチ ャーに的を絞 ることは,情 報提供

者にとって市場性の高いテーマと思われ る。

② 情報提供手段 につ いてみた場合

ネ ットワークビジネスが注 目され る今 日,イ ンターネ ッ トは第二の産業革命 とまでいわれ

だ した。企業の情報 に対す る関心は日に日に高まってお り,特 に若い企業の多いベ ンチャー

企業のニーズ は強い。 また情報提供のメデ ィア として,ベ ンチャー企業ではパ ソコ ン通信よ

り機関誌 との声が若干多か ったが,起 業家予備群 には圧倒 的にパ ソコン通信が支持 された。

オ ンライン通信の利用 は地方のベ ンチ ャー企業にとって特 に有益であ り,利 用度 も先行 して

いる。 したが って全国規模での事業展開 も十分な可能性が見 い出せた。

③ 情報 内容 にっいてみた場合

ベンチャー企業に望 まれている最大の関心事は 「交流」である。 ヒア リングにおいて も,

ウェッ トな情報を求め情報交換が行える交流環境 の整備が強 く期待 されていることが分か っ

た。また,ア ンケー トにおいて望まれる情報内容 を尋ねた ところ,「 支援機関情報」,「 支

援施策情報」が上位を 占めた。 しか し一方で,資 金調達の手段を幾つか知 ったところで資金

を調達できるわけで もな く,実 際にはそれが活用可能か どうか,担 当者 と会 って会話を交わ

して初めてそこか ら始 まる。っ まり ドライな情報 は目的に達す るまでに辿 る"道 しるべ"で

しかない。ア ンケー トで,こ の二つの次 に 「専門家との相談室」が支持 されたのはこのため

であると思われる。

ドライ・な情報は多 ければ多 いほど不確実性 に対処可能 となるが,ウ ェットな情報 は少な く

て もそれ 自体に価値が生まれる。 したが って当該 テーマに望まれる本当の意味での情報内容

は,「 交流」を最終 目的とす る手段を見つけるための情報であり,人 と人 とのネ ッ トワーク

を形成す ることが第一であろ うと考え られ る。.

6.2.2当 該 データベースに求め られる姿

ニーズ調査や事例調査を踏 まえ,ま た当該調査の実施に当た って組織 した検討委員会の委員

の皆様か らいただいた様 々な意見をまとめ,当 該データベースに望まれる情報内容 についてま

とめた。

① 情報価値を高めること

新規事業創 出のために利用価値のある既存のデータベースもいくっか把握で きた。 しか し

その検索結果だけでは,判 断基準が明確 にされない点が指摘 され る。当該デー タベースには,

その制度を提供 している機関のデータベースとの連携を図 り,さ らには"人"と"実 績"と

"評価"の データを盛 り込みたいと考える。
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人 とは,そ の制度が実際に利用可能かどうか,ま たより詳 しく知 りたいと思 った ときに窓

口とな る人,ど の制度 を利用すべ きかの選択をア ドバ イス して くれる人などである。行政機

関の縦割 り組織の弊害は指摘 されているとお りであ り,目 的の窓 口に達するまで に時間 と費

用がかか って しまう問題点が指摘 され る。特に地方の企業が中央機関の制度を利用 しようと

した場合 には,問 題が生 じる可能性が高い。また実績 にっ いては,客 観的なデータとして盛

り込む ことが可能であろう。評価にっいて は,利 用実績のあ る企業の コメ ン トを収集 し,総

合的に評価 しな くてはならない難 しさはあ るが,情 報価値 としては重要であ る。 これ らの情

報を盛 り込む ことで,利 用者が必要な機関にたどり着 くまでの機会費用を大幅 に削減す るこ

とが可能である。

② 画像情報の導入

事例調査か らは,全 国各地において地域産業の活性化 もしくは中小企業の高度化を主 目的

とした,地 域独 自の様々な情報提供サービスが実施 されていることが明 らか とな った。 しか

しこの様 な貴重 な情報収集,情 報提供サー ビス も,テ キス トベースが主体であ ること,独 自

の システムであるため操作性が共通でないなど,利 用者側 の使い勝手の問題点が指摘 される。

例えば技術交流や受発注 目的の利用のケースを想定 した場合,絞 り込み作業には相 当の慣れ

が要求 されること,ま た判断材料 とす るためには膨大な情報量が必要 となり,上 記のデータ

ベースの情報内容だけでは不十分な点であ る。ある企業の人か ら,発 注が可能かどうか はそ

の工場をみれば大体分か るとの意見が聞かれた。画像情報が持つ情報量 はテキス トベースと

は比較にな らないほど膨大であり,当 該データベースには是非画像情報を取 り込みたいと考

える。

③ オ ンライン交流の場の提供 と人の情報の重視

ア ンケー トの結果か ら明らかにな った ことは,ネ ッ トワーク上 に交流の場を設けることが

強 く求 め られて いる点である。電子メール,電 子掲示板など顔の見えない相手同士の コ ミュ

ニケー ションもなかなか有効な ときがある。オ ンライ ン会議室で得 られる情報 は,相 談事の

回答 よ り同 じ問題を抱え る人同士が知 り合えるだけとい う指摘 もあるが,こ れ もまた,ネ ッ

トワークの構築面か ら考えると,将 来的 には異業種交流や人材のマ ッチ ング機能を果 た し,

新たな新規事業の萌芽を促進す るものと評価され る。交流ネ ッ トを構築 することで,リ アル

タイムにウェッ トな情報を盛 り込む ことが可能 となる。具体的な交流テーマとしては,「 人」

「技術」 「資金」などが利用面で期待 されよ う。

特 に人の面では,日 本に もベ ンチャーを個人的 に支援す るエ ンジェルと呼ばれる人達が増

えてきてお り,起 業家との交流の場を組織す るなど,様 々な支援活動を始めている。 またエ

ンジェルの他 に も,起 業化促進のためにキーパ ーソンとなるような人,例 えばメ ンターと呼
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ばれる相談者(多 くは大学の先生)を 紹介できる システムも期待 される。

6.2.3事 業化検討のまとめ

「新規事業創出支援のためのデータベース」運用のためのイ ンターネッ トシステムにつ いて,

以下のよ うな事業形態を想定 した。

(1)情 報提供型の事業

(2)プ ロバ イダ型の事業'

(3)シ ステム提供型の事業

(4)情 報提供型 とシステム提供型を組み合わせた事業

また,シ ステム構築に当たっては,以 下に示す システムを前提 とした。

(1)デ ータベース システム(約1,300万 円)

(2)イ ンターネ ッ トシステム(約3,200万 円)

(3)そ の他付随するソフ トウェア開発(約700万 円)

上記の初期投資額5,200万 円の他,運 営費,お よび事業の内容について以下に示す。なお,

当事業 は当社の付帯事業 とし,人 件費に係わ る会社負担 その他諸経費,事 務経費等については

ここでは見込 まない。

表6-1年 間運営費

1 人件費 1,920万 円

内訳 ① システム管理者1名50万 ×12

② デー タベ ー ス管 理者1名50万 ×12

③ 営 業1名30万 ×12

④ サ ポー ト要 員1名30万 ×12

2 回線使用料 804万 円

内訳 ① プ ロバ イ ダ 間専用 線(128Kbps)54万 ×12

②INS150013万 ×12

3 スペ ース コ ス ト(10坪)60万 ×12 720万 円

4 その他費用 2,160万 円

内訳 ①広告宣伝費100万 ×12

② デ ー タベ ース更新 費(外 注)60万 ×12

③ 雑 費20万 ×12

合 計 5,604万 円
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表6-2事 業 内容および料金体系

デー タベ ー ス会 員サ ー ビス
1 2万 円/月

会員にのみ詳細な情報をサー ビスす る

ダイヤルア ップ接続サ ービス

2 イ ンターネ ッ トに参加 していない個人向けの接続サー ビス 6万 円/年

(公衆回線 とISDN回 線)

専用線接続サー ビス
3 20万 円/月

専用線(64Kbps)に よる接続の企業向けサー ビス

レンタル サ ーバ サ ー ビス

4 当Webサ ーバ上に広告を中心 としたホームページ掲載サー ビ 5万 円/月

ス

ホー ムペ ー ジ制作 サ ー ビス

5 50万 円/件 ～
ユ ーザ(企 業)ホ ー ムペ ー ジの提 案,設 計,制 作 をサ ー ビス

6

サーバ構築サー ビス

専用線接続する場合に必要となるサーバの構築サー ビス

800万 円

/シ ステム～

初期投資については5年 間で償却することとし,運 営費にっいては年度毎に処理することを

前提 にビジネスプラ ンを立案 した。

結果は,今 後の検討課題 は残 るものの,全 国関連機関とのネ ットワーク構築によるデータベ

ース構築費用の軽減や安定的な会員収入を前提 に,当 該データベース構築 ・運営 について,成

立可能性が認め られた。

6.3今 後の展 開お よび予想 され る効果

本年度の基礎調査 と事業化の実証を踏 まえ,次 にはプロ トタイプの構築,事 業化へ と展開 して

いきたいと考えている。

今後予想され る効果にっ いては,当 データベースの構築を通 じ,起 業家層の底辺 を拡ば また

併せて創業間 もないベ ンチャー企業や中小企業に新規事業展開を図 るに必要 な"人 の情報"や 資

金面及びその他の支援情報を提供す ることで,わ が 国における新規事業創出の促進 を図 る。

支援機関側にはより有効な支援措置の照会や,被 支援者の発掘 に積極的に利用 して もらいたい。

また,地 方 自治体をは じめ全国各地の関連支援機関 に対 して積極的な提案活動を行 うことで,支

援施策の一環 としてデータベースを利用 した支援事業への取 り組みが促進され ると期待 される。
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7.高 効 率化 先進 材料 フ ァク トデ ー タベ ー ス の

パ ッケ ー ジ化

側)次世代金属 ・複合材料研究開発協会





7.高 効 率 化 先 進 材料 フ ァク トデ ー タベ ー スのパ ッケ ー ジ化

7、1概 要

最近,コ ンピュータの使 い易さに対する要求が非常 に高 くなってきてお り,コ ンピュータ同士

の相互依存 による迅速で効率的な対応処理が求め られる。 このためのデータベース(DB)を 利

用す る補完技術 として,大 容量電子媒体(CD-R等)に 大量データの保管整理 し利用す ることが模

索 されている。 ここでは先端産業(航 空,宇 宙,エ ネルギー等)に 必要な有機 金属及びセラ ミ

ックス等の先進複合材料 に関す る論文集や ファク トデータを,そ の検索 ソフ トやアプ リケー ショ

ンソフ トおよび利用マニ ュアル と共にマルチメデ ィア化 し,CD-Rに ワンパ ッケージ化 して利

用す る技術の開発を行 った。

7.1.1目 的

1)当 協会が管理する先進複合材料関連研究情報をよ り使い易いデータベース(DB)へ と進

展 させ,当 該業界 におけるその利用普及を図る。

2)特 にファク トDBを 利用す る場合,構 造が輻接 しているので,GUIお よびヘル プシステ

ムを充実 し,当 該DBを 扱い易 くする。

3)こ れ らのコ ンテ ンツをHTMLに より記述 し,CD-Rに パ ッケー ジ化 し,利 用環境の拡

大を図ると共 にイ ンターネ ッ トWWWサ ーバでの情報発信が出来るよ うにす る。

7.1.2実 施経緯

当該事業 は,当 協会 内の主任研究員の下 に専任研究員1名 を置 き,委 員会形式の審議機 関

(平成7年 度ACMDB委 員会)を 設けた体制で実施 した。委員には当該テーマが関与す る材

料DB関 連 の大学 および国立研究機関研究者,ソ フ トシステム大学研究者等4人 にお願 い した。

システム仕様設定のための事前検証作業 は専門技術者 に依頼 し,仕 様設定後,プ ログラムの

作成,デ ータ入 力 と変換作業等の一部は外注作業 とした。

ROM化 パ ッケージ実施前後に,当 該ACMDB委 員会委員によるDB動 作の評価を願 った。

7.2実 施 結 果 の概 要

当該DBデ ータと して,当 協会が所有する先進複合材料既存データ4,171件 を市販RDBソ フ

トにデータ変換移植入力 した他,先 進材料開発 に係わ る最新論文50件 の情報データを新規入力 し

た。
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また,上 記 デ ー タを利用 す るアプ リケ ー シ ョンと して,索 引 メニ ュー,DBア クセ スプ ロ グラ

ム,SQL検 索,統 計解 析/単 位 変換,ヘ ル プ システ ム等 の プ ロ グラムを 開発 して付 加 した。

更 に,こ れ らのデ ータ とア プ リケ ー シ ョンをCD-Rヘ パ ッケ ー ジ化 す る前 にWWWブ ラ ウザ

を利 用 して運用 状 況を評 価 ・確認 した。

7.2.1シ ステ ム構成 とフ ァイルの 作成

図1に 今回 制作 したRIMCOFDBの 全体 構 成 を示 す。 また,

ペ ー ジ,図3にDB選 択 メニ ュ ーを示す 。

図2に このDBの ホー ム

ユ ーザ

↓

WelcometoRIMCOFDATABASE

英語環境

日本語環境

(1)協 会紹介の要覧

(2)協 会賛助会員への通信誌

(3)協 会 主 催 の シンポジウム資 料

No.47号

H7年 度

H8年 度

超耐環境性先進材料

シンポジウム予稿集

以上は英語環境も同じ　 ∴
笥
H8年 度

(5)超 耐環境性先進材料プ ロジェク ト報告書資料

(6)フ ァ ク トデ ー タ ベ ー ス

先進複合材料DB FRP・DB 言式馬実親‡各類

SQL,イ ンターフェース

FRM・DB

追加App

PRODACOMDB

超耐環境性先進材料DB

(7)協 会 よ り

図1RlMCOFデ ー タ ベ ース全体 構成(注:□ 部 は今 回試 行 部)
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働 ワ 次世κ三会属 ・復元今林抑研究屍斑 協会

デ ー タ ベ ー ス 内 容 メ ニ ュー

(1)協 会紹介の墓覧

(2)協会賛助会員への通信誌
(3)協会主催のシンポジュウム資料

平成七年度 第六回超耐環境性先進材料 シンポジュム予稿集

(4)協会の受託事業報告書資料
(5)超 耐環境性先進材料プロジェク ト報告書資料

(6)フ ァク トデータベース
先進複合材料DBプ ラスチック基FRP・DB

金属基FRM・DB

超耐環境性先進材料DB

(7)協 会より
図3DBメ ニ ュ ー
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7.2.2プ ログラムの作成

(1)httpを 用いたデータの送受信 とデータベースの駆動ア クセスプログラム

クライアン ト側のwebブ ラウザか らhttpに 基づいて ドキュメ ン トの要求がwebサ ーバに送

られると,サ ーバ側か らデータベースの検索のための初期設定 に必要なHTMLド キ ュメ ン トが

送信 される。データベースへのアクセスは,は じめにこの設定用のページによ り表示や単位

などの設定を行 い,デ ータベースアクセスのペー ジよりhttpdを 介 してVisua1Basicで 作成

された実行 ファイルを起動 して,デ ータベースへのア クセスが行われる。検索や設定の結果

も種々の実行 ファイルの出力がhttpdを 介 して,ク ライア ン トに送信 される。

㎜ ブラウザよ りhttpdへ 接続す ると,ま ず一連の作業手順などを含んだホームペー ジが表

示 され る。 このページより,概 要説明,表 示項 目の設定,表 示単位の設定,デ ータベーステ

ーブルの リレーションの表示,一 般検索,SQL検 索のペ ージに移動する。 このとき,サ ー

バ側には検索条件のフ ァイルが作成され る。

SQL検 索のペー ジでは,SQL『 によ り記述 された検索条件をそのまま実行フ ァイルの入

力 として,単 位設定 ファイルを読み込み検索結果を表示す る。 また,絞 り込み検索のため一

つ前の入力条件はその ままSQLの 入力フィール ドに表示 され るため,こ れを編集す ること

により柔軟に絞 り込み検索を行 うことがで きる。

データベースアクセスのアプ リケーションは,VisualBasicに より作成されている。一般

検索 もSQL検 索 も同様に,検 索条件 ファイルを基 にACCESSを 用 いて検索が行 われ,検 索結

果 はVisualBasicで 作成 された実行 プログラムによりHTML形 式でクライア ン トに送信 され る。

(2)統 計解析/単 位変換プログラム

構造材料を用いて機械構造物 を設計す る場合,最 も重要 な点は設計 における材料強度の許

容値の設定である。 これが低いと構造 は少 しの過荷重で破損 し,高 す ぎると破損 しない代わ

りに過剰設計とな り,航 空機や宇宙構造あ るいは 自動車などでは重量増加が極めて大 きな影

響を及ぼす。 このため,材 料強度の許容値の決定 は通常,材 料試験で得 られた多 くのデータ

を基に統計解析を行 って決定 される。

許容応力の基準 としてA値,B値,お よびS値 が以下のように決め られている。

A値:母 集団の99%の 値が95%の 信頼水準で入 る値

B値:母 集団の90%の 値が95%の 信頼水準で入 る値

S値:規 格や仕様書で定め られた最低試験値

ここではこうした材料許容値を求め るために,次 の統計解析を行 う。

1)基 礎統計量(平 均値,標 準偏差,変 動係数)の 算出

2)2母 数 ワイブル分布への当てはめを行い,形 状係数 αおよび尺度母数 βを求める。 これ
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らの母数 の推 定 は線 形法 に よ る。

3)正 規分 布N(μ,σ2)へ の 当て はめ を行 う。

4)各 分 布 の適 合度 検定 を行 う。

5)A,B基 準値 の算 出

6)ワ イ ブル確率 スケ ール を用 いて デー タの プ ロ ッ トを 行 う。

7)正 規確 率 スケ ールを用 いて デー タの プ ロ ッ トを行 う。

こ こで は この ため の プ ログラ ムをVisualBasicを 用 いて開発 す る。 この と き,入 力 デ ータ

と して強度 特性 に関す るサ ブフ ァイルが 必要 で あ り,webの ブ ラ ウザか ら統 計解 析 に必要 な

強度 特性 値 を指定 で き るよ うにす る。 これ によ り検 索 され た デー タ におけ る指定 強度 値 のサ

ブ フ ァイルが 生成 され,統 計 解析 の起 動 を指定 す ると,そ の フ ァイルを基 に上 で 述べ た統計

解 析 を実 施 し,結 果 を ブ ラウザ に戻す 。結 果 は数値 のみ で な く,2種 類の統 計 解析 にか か わ

る グラ フ もgifフ ァイル と して クライア ン ト側 に送信 され,ユ ーザ に とって利用 価 値 は極 め

て 高 い。

(3)デ ータ変 換 プ ログ ラム

す で に完成 して い る複合 材 料特 性 デ ータベ ー ス(PRODACOM:PROpertyDAtabseof

COmpositeMaterials)はdBASEIIIPIusを 用 いて開発 されたPC用 の デ一 夕ベ ー・・:スであ る。 デ

ー タ と検索 お よ び出力 の プ ログ ラム はす で に フ ロ ッピーデ ィス クにて 日本規 格協 会 か ら市 販

されて い る。 しか しなが ら,こ の デー タベ ー スを用 い るには別途dBASEコ ンパ チ ブルの デ ー

タベ ース ソ フ トを購 入す る必 要が あ り,こ れ が欠点 とな って,こ れ まで広 く利 用 され て こな

か った。 今 回開発 す るweb上 の デー タベ ー ス は クライ ア ン ト側 に は ブラ ウザ以 外 何 も必 要 な

く,こ う した欠 点 が取 り除か れ た。

今回 の 開発 で はデ ー タベ ース にACCESSを 用 いて い る。 その理 由 は,dBASEが 標準 的 なデ ー

タベ ー ス問 合せ 言語 で あ るSQLを サ ポー トして いな いか らで あ る。SQLが 利 用 で きな い場 合

に はユ ーザ の期 待す る検 索 をすべ て 当該 デ ー タベ ー スのマ クロ言語 で プ ログ ラム化 しな けれ

ばwebの クラ イア ン ト側 か ら利 用 す るこ とはで きな い。 そ こで,デ ー タベ ース フ ァイル は,

これ まで にdBASEで 作 成 され たデ ー タベ ー ス フ ァイルをACCESSに ア タ ッチ した。

SQLを 用 いな いGUIho方 式の 一般 検索 で は全 ての テ ーブル の リ レー シ ョンを持 ったテ ー ブ

ル を検索 す るが,全 て の テー ブル(15個 の テ ー ブル)の リ レー シ ョ ンをSQLに て記 述す る

とSQL文 が 複 雑 にな り,Visua1Basicで もエ ラーが生 じる。 そ こで,15個 の テー ブルを2

っ の大 きな テ ー ブル に わけ,そ の2っ の テ ー ブル に リレー シ ョンを持 たせ た もの に対 して検

索 を行 う。 この2っ の テ ー ブル はdBASEの15の テ ー ブルをACCESSで ア タ ッチ し,ACCESS上 で

新 た な2っ の テ ーブル を作成 し,そ れ をdBASE形 式で エ クス ポー トし,そ れ を ア タ ッチ して
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用いる。なお,SQLを 用いた検索では直接dBASEの15の テーブルをアタ ッチ して用 いる。 こ

のため,17の テーブルを用 いている。

これら一連の作業を行 うためのデータ変換プログラムを作成 した。

(4)GUIを 基本 とす るクライアン トイ ンターフェースプ ログラム

クライアン ト側ではで きる限 りマニュアルフ リーですべての作業が行え るよ うに,GUI

を用いてユーザの負担を軽減 した。GUI部 分 は,表 示項 目の設定,検 索条件の設定,お よ

び単位の変換である。

表示項目の設定ペー ジでは,デ ータベースフ ァイルの全てのテーブルの全てのフィール ド

が表示 され る。各テーブル,各 フィール ドには,チ ェックボ ックスがつけられ,そ のチェッ

クボックスをクライア ン トか らマウスでチェックし,ペ ー ジの最後の表示設定ボタンを押す

ことにより,表 示項 目の設定が行われる。

検索条件の設定 は6条 件のANDを3組 設定できるように した。 これで も多すぎると思わ

れ るが,最 大限考慮 して決定 した。3組 にした理 由は,本 データベースが基本的に素材,試

験 および特性値 の3組 か ら構成されてい るためである。

データベースファイルの検索結果の表示を行 うとき単位変換を行 うものにっ いては単位の

設定が行えるように した。単位 ごとに変換対象 となるフィール ドが表示 され,一 つ の変換対

象に対 して表示 される一つの単位を選ぶ ことがで きる。

なお,こ うしたGUI方 式の検索 とは別にSQL式 をそのまま記述す る検索 も可能なように

した。 これは,ユ ーザの多様な選好 に応え ることを目的 としている。

⑤ ヘルプシステム

PCのWindows環 境で はヘルプシステムが構築可能である。ヘルプ システムはヘルプ コンパ

イラ,ホ ットスポ ッ トエディタ,お よびマルチプル リゾ リュー ションビッ トマ ップコンパイ

ラなどのツールを用いて構築する。 しか しなが ら,こ のヘルプ システムは同一マ シンで動作

するアプ リケー ションに有効であ り,webシ ステムでは有効ではない。このため,こ こでの

データベースではCD-Rに よるスタ ン ドアロンシステムイ ンターネ ッ トを用いたwebシ ステム

では別のヘルプシステムを考えなければな らない。

スタ ンドアロンシステムでは検索用 のアプ リケーシ ョンにWindowsの ヘルプシステムを直

接組み込む。 この場合にはヘルプ情報を構造化 し,イ ンデ ックスをっけ,リ ンク情報を持た

せてハイパーテキス トとし,そ の文書をヘルプコンパイラで コンパイルすることによってヘ

ルプシステムが完成す る。一方,webシ ステムではWindowsの ヘルプシステムは利用で きな

いため,HTMLド キ ュメ ン トにヘルプ情報への リンクを組み込む ことによってヘルプシステム

が実現す る。
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しか しなが ら,こ うした2種 類のヘルプシステムを実現す ることは労力の点か らも,ヘ ル

プ情報の一貫性の維持 とい う点か らも問題が多い。幸い,webの ブラウザは本来的にハイパ

ーテキス トとなっているため
,ス タ ン ドアロンシステムで もHTMLド キュメ ン ト上でヘルプシ

ステムを考え,同 一の方法 とした。

ユーザは操作上必要な情報 をマウスのク リックによって容易に取 り出す ことができるよう

に設計 した。

7.2.3CD-Rの 試作

CD-Rへ の書 き込みは,ISO9660フ ォーマ ッ トで行 うので,書 き込み対象データを一度ハ

ー ドデ ィスクに書 き込み可能データ(ト ラックイメー ジ)と して展開 している
。普通 この段階

で高速化 シ ミュレー ションを行い,最 適なファイル配置をす るための トラックイメージ修正を

行 うが,こ こではHDD記 録 ソー ト順にDiscatonce方 式で直ちに書 き込んだ。 この方式 はデ

ィスクの最内周か ら外周 に向か ってデータを一気 に書 き込む方式であり,大 量生産方式 と似て

いる。

また書 き込みエ ラー等を避 けるため,頻 繁に割 り込みがかか るソフ トを起動 しないように し

た。生ディスク(書 き込み用の ブランクディスク)に は故意 に低価格品を採用 し,当 該書 き込

み技術の難易度把握 を試みた。

上記要領での試作 テス ト結果で はファイル呼び出し速度等の実用上問題点は見あた らなかっ

た。

次頁図4に 今回テス トに用 いた装置全体図と仕様概略を示す。
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17"0.25㎜ ノンインクーレス

CPUPentium100MHz

システムRAM32MB

内 蔵HDD850MB

ドライバーEZ-SCSIPro

記 録/再 生X1,X2

記 憶 容 量74分 用650MB

63分 用540MB

インターフェースSCSI-2

シークタイムPD165ms

CD195ms

転 送 速 度

PD518-1,141KB/S

CD標 準150KB/S

4倍 速600KB/S

インターフェースSCSI-2

3.5"230/128MB

MOモ ード230MB

HDモ ード217MB

平 均 シークタイム27ms

インターフェースSCSI-2

記 憶 容 量850MB

平 均 シークタイム11ms

転 送 速 度10ms

インターフェースSCSI/パ ラレル

解 像 度400DPI

出 力 解 像 度800-50DPI

図4テ ス ト装置全体図と仕様
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7.2.4CD-Rで のDB運 用評価

1)特 定の指定材料データに対 してはその詳細資料を抽出できた。 また,デ ータ値範囲指定の

データ群 も抽出 した。いずれ もイ ンターネ ッ トのサーバでのマークア ップ記述言語によるイ

ンターフェースを通 じてRDBを 制御 し実行 した。

2)統 計処理や分布の検定等の統計処理判定の付加 ソフ トによ り,異 常値の判定がで きる。

3)実 験 ファク トデータに必要な図面 ・写真及び主要特性値結果 グラフ等の検索や表示が可能

となった。

4)紙 媒体主体マニュアルでな くオ ンライ ン方式 とし,こ れによ りDBの 利便性 と効果対 コス

トが向上 した。

5)デ ータ様式は国際機関等の規格 ・基準類 の提案に沿い,単 位系の変 更によるデータ換算表

示がで きた。

6)こ のROMで イ ンターネ ットの研究情報発信ニーズへの対応が容易 となった。

7)こ のパ ッケージ化 したオールインワン材料DBの 成果は,今 後の全ての複合材料分野での

DB構 築手法 に適用できるので,DBの 活用 ・普及に大 き く貢献す る。

7.3今 後 の課 題

Z3.1論 文資 料 等 のHTMLの 記 述過 程

HTMLの 記 述 は下 記 の手順 で行 った。

1)使 い慣 れ た ワー プ ロ(一 太郎)で 記述 ・保管 した。

2)ま た,テ キ ス ト形 式(XX)(.TXT)で も保 管す る。

3)ワ ー プ ロまた はエ デ ィタ ーの検索 置換 機 能で 参考文献 番号 を検 索 し,HTML言 語 に置 換記入

す る。 また,同 様 に してFig.,Table,Photo,等 の リンク関連HTMLを 検 索 置換 記入,FONTの

SIZEの 検 索 置換 記入 をす る。

4)netscape1.1版 で表 示 テス トし,不 都 合箇所 はtxtフ ァイルで訂 正 し再 テ ス トす る。

5)画 像 入 力 を スキ ャナ ーで取 込gif保 存す る。

6)netscapeで 組 み合 わせ テ ス トした。

7)HTMLエ デ ィ ターでtxt文 を呼 び込 みHTML文 に置換(xxx.htm)保 存 した。

上記過程での課題 ・問題点およびノウハ ウを3種 類に分離 し把握 した。
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7.3.2CD-R化 に つい て

計画 当初一 番 懸念 され たCD-R化 にっ いて慎重 に作 業 した結果 で あ ろ うか,特 に大 きな問題 と

な ることはなか った。

今 後,今 回テ ス トしたDiscatonce書 き込み方 式 だ けで な くTrackatonce(マ ルチ セ ッシ

ョン)で フ ォーマ ッ トの 組 み合 わせ で書 き込 み を行 う ことを考慮 す る ことが必 要 で あ る。 ここ

でセ ッシ ョンとは一 回 の書 き込 み操作 で書か れ る部分 を い うが,マ ル チセ ッシ ョンとは複 数 回

の追 加書 き込 みを行 う技術 を い う。

7.3.3イ ンタラクティブ㎜ サーバの運用とRDBMS

PCのWindows環 境を利用 して 酬 によるデータベースのサーバに関 しては基本的に必要な性

能を発揮させるプログラムを開発す ることができた。

(1)本 システムの利点

1)ク ライア ン ト側にwebブ ラウザ以外,何 の ソフ トウエア も必要ない。

2)デ ータベースの更新や改良などのメ ンテナ ンスはサーバ側で随時可能である。 これはデ

ータベースその ものをCD-Rな どで リリースす る場合 に比べてユ ーザへのバー ジョンアップ

などのメ ンテナ ンスをす る必要がな く,ま た,ユ ーザ にとって も損失が少な く,極 めて利

点が多い。

3)GUIを 多 く用 い,し か も統計解析結果の図まで提供で きることによ り,極 めてユーザ

フレン ドリである。

(2)今 後の検討事項

まず第一に,本 システムではユーザ管理を行 っていない。 この ため,デ ータベースサーバ

側で生 じる状態 すなわちサーバ側に生成される検索条件 ファイル と統計解析用の強度 ファ

イルにはユーザのIDが ない。 したが って,あ るユーザが本 システムを利用 している間に別

のユーザが本 システムをアクセスした場合に問題が生 じる。 これを解析す る必要が ある。

次に,ACCESSの 動作速度は若干遅い。 これ はACCESSが かなり重 いソフ トウエアで あるため

であるが,こ れによってユーザ側の待ち時間が長 く,特 に リモー トで用いている場合 にはサ

ーバの状態がわか らず
,不 安要因 とな る。 このため,高 速のデータベースを用 いるか,あ る

いは動作中に何 らかの状態表示を行 う必要があ る。 しか しなが ら,ACCESS動 作中の情報提供

は容易でない。

最後 に,本 システムで主要な動作を制御 しているプログラムはVisualBasicVer3.0(こ れ

は日本語版 はない)で 開発 された。 これはデータベースとの リンクがで きる始めてのヴァー

ジョンであ り,こ れを用 いることによってwebデ ータベースが可能 になった。 しか しなが ら,
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これ はACCESSVer.1.1に しか対 応 してお らず,今 回 の開 発 に お いて もACCESSVer.2.0と の 関

係 に問題 が生 じた。 最 近Ver.4.0か 日本語版 で発売 され,こ れ を用 い る こ とに よ りこ う した

問題 は 回避 され る と考 え られ る。
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8.阪 神 ・淡 路 大震 災 の情 報 デ ジタル ・ア ー カイ ブ

神 戸 マル チ メ デ ィア ・イ ンター ネ ッ ト協 議 会





8.阪 神 ・淡 路 大 震 災 の情 報 デ ジタル ・アー カイ ブ

&1概 要

8.11目 的

平成7年1月17日 午前5時46分 に阪神 ・淡路地域を襲 った阪神 ・淡路大震災 は最大震度7の

大規模な地震で,神 戸を中心 と した地域 に潰滅的な打撃を与え,関 東大震災以来の未曾有の被

害を市民生活及び文化 に与えるとともに都市の繁栄を奪 っていった。

その姿 は50年 前の終戦後の神戸を彷彿 させ る状況であ り,戦 後,市 民 ・企業 ・行政が一体 と

な って築 いてきたまちが一瞬に して焼失 してい くさまをわれわれは映画を見るように目の当た

りに目撃 し,ま た永年住み慣れた住居および培 って きた文化を失 った。

さ らに被災者 ・行政 ともに正確な情報が把握できず に不足 したことおよび情報が伝達 されな

いこと等が事態の収拾を遅れ させていた ことは明 らかである。

千人近い死者を出すな ど大きな被害を受 けた神戸市長 田区および須磨区 と山を越えた地 区に

ある神戸市外国語大学 との間で は地下鉄,電 話等の交通 ・情報手段が不通にな り一切の情報の

入手 ・伝達が不可能であ ったが,神 戸市外国語大学に設置 されたイ ンターネ ッ トを通 じて被災

状況の発信,世 界か らの問い合わせ,援 助 ・ボランティアの申 し出等の情報の交流は行われい

た。

そのよ うな背景か らライフライ ンとともに今後の都市の防災面の情報イ ンフラ網の整備の見

直 しが認識され,新 たな情報伝達手段 と してのイ ンターネ ッ トを中心 としたコンピュータ ・ネ

ッ トワークの活用が今後の市民生活,都 市づ くりの基盤 として欠かせないものであることが一

般 にも認識 されるに至 ったと思 われ る。

イ ンターネ ッ トの普及,啓 蒙お よび神戸の防災 ・復興の側面か ら情報インフラ網の構築を促

進す る目的で設立された神戸マルチメディア ・イ ンターネ ッ ト協議会(委 員長 北村新三 神

戸大学工学部教授 設立:平 成7年3月)で は,こ のよ うな コンピュータの処理能力を活用 し

て震災の記録のデータベ ース化を図 るため,㈱ データベース振興セ ンターの委託を受けて阪神

・淡路大震災の情報デ ジタル ・アーカイ ブの構築を行 った。

震災の発生当時か ら被災地の被災状況等 にっいて神戸市の広報課及び他の部局等で収集 した

膨大かっ貴重な写真 ・映像の記録 は散逸す るおそれが強いため,早 急にその防止を図るととも

に,20世 紀最後の悲劇である阪神 ・淡路大震災の ビジュアルな記録を,デ ジタル化す ることに

よ りコンピュータにデータベースとして保存 し,災 害発生時の対応等の基礎的データベースと

して活用で きるよ う構築を図った ものである。
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デジタル化 して保存す るメリッ トは,容 易に,か っ恒久的に保存が可能であり,ま たコ ンピ

ュータ上でそれ らの資料の加工が容易 にかつ多様 にで きること,さ らにインデ ックスの付与に

よ り目的別の検索が可能になる点な どがあることは周知の ことであろう。

このような大地震 は事前に予想 された ものでないため,ま た映像および記録写真等について

も当然データベースの作成を目的と して収集 されているわけではない。

そのため,デ ータベース作成本来の 目的にそ ぐわない資料 も含まれているが,震 災の被災状

況 ・復 旧等にあわせて記録されてい った事実の記録であり,今 後 とも引き続 き整備を続 けてい

くことが可能 とな るように作成に努 めた。

このような経験を経た結果,災 害 に対応 してい くために,震 災発生等か ら蓄積 された映像 ・

写真記録を散逸す ることなく,す べての映像 ・写真記録を保存 してい くことに務あ,さ らに今

後の研究 ・調査等に生かせ るよ う分類を行 い,ま ちづ くり,救 援活動の構築の一助 になること

を 目的に作成 したが,デ ータベース としてはすべての面で充実 してい るとはいえない点 もあ り,

今後 も引き続 き一層の拡充にっとめてい くことが必要 と思われる。

《兵 庫 県 南 部 地 震 に よ る 被 災 状 況》

(1)概 要

① 発 生 日時

② 震 源 地

③ 震源の深さ

④ 規 模

⑤ 津 波

⑥ 各地の震度

(2)神 戸市の被災概要

① 避 難 者 数

② 火災発生件数

③ 焼損述べ面積

(神戸市災害対策本部調査より)

平成7年1月17日(火)

兵庫 県淡 路 島 北 緯34.6。

14km

マ グニ チ ュー ド7.2

な し

震度6神 戸,洲 本

震度5彦 根,京 都,豊 岡

震度4福 井,敦 賀,岐 阜,

高野 山,和 歌 山,姫 路,

多度 津,高 知,福 山,

(注 震 度4以 上 の み記 載)

午前5時46分

東経135.0。

四 日市,津,上 野,奈 良,舞 鶴 大 阪,

徳 島,鳥 取,境,津 山,岡 山,高 松,

呉

236,899人

(586避i難 所,1月24日 最 多)

175件(1月17日 ～27日)

約82ヘ ク タ ー ル
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④ 宅 地 の被 害 墾壁の損壊等 約3,000件

8.1.2実 施 内容

データベースの構築にあたっては,神 戸市市長室広報相談部広報課(以 下神戸市広報課 とい

う),神 戸市長田区役所 まちづ くり推進課(以 下神戸市長田区 とい う)お よび京都大学防災研

究所,神 戸大学工学部,神 戸市外国語大学の協力を得て,神 戸 マルチメデ ィア ・イ ンターネ ッ

ト協議会内に阪神 ・淡路大震災情報デジタル ・アーカイブ研究会を設置 し,情 報 デジタル ・ア

ーカイブにつき討議を重ねたが
,全 てのデータの把握が困難であ り,基 本的なの点 も含めて試

行錯誤の繰 り返 しであ った。

(1)入 力データの資料

当初は,入 力データとして神戸市広報課が大地震発生時か ら収集 していた映像記録および

記録写真を対象 と していた。

入力対象の資料の量は,当 初の予定では神戸市広報課の写真資料が約1万 枚,映 像資料が

家庭用 ビデオで約2～3時 間余の テープで あ ったが,そ の後神戸市長 田区の写真資料 が

約7,000枚,最 終的には実施結果の項で触れ るが さらに増加 した。

神戸市広報課の写真資料は,震 災発生か ら被災地の現況のあ りのままの姿を とらえてい っ

た ものであ り記録写真 として神戸市が市全体の記録 として蓄積 してい くものであ った。

また神戸市長田区の写真資料は震災当初か ら復興ボランティアとして協力 していた京都大

学防災研究所の指導 ・助言 の もと,地 図に対応 した倒壊家屋 および家屋の状況を撮影 した資

料であり,火 災等 による家屋の倒壊 とい う被災規模の大 きかった長田区の特性をあ らわ して

いる。

② 入力方法

① 写真資料

神戸市広報課 および神戸市長 田区で収録 された写真資料 はその保存形態が異 なるためそ

れぞれにあわせて処理を行い,そ の処理状況を見なが ら最終段階でアーカイブとしての整

合性の確保 および互換性 にっいての検討を行 うことに した。

神戸市広報課の資料 はネガフィルムで保存 されており,神 戸市長田区の資料 は紙焼 きで

保存 されてい るこめ,ス キ ャナ入力の方法が異なり,機 種について もそれぞれ使用機種が

異なる。 また記憶媒体 にっ いて も前者はPD650MBを 使用 したが,後 者 はMO230

MBを 記憶媒体 と して利用 した。

なお,プ ロ トタイプとしてこれ らのPD,MOに 格納 されたデータベースの うちか ら,

実施結果の項で も触れるがCD-ROMに 収めていきプロ トタイプを作成 した。
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② 映像資料

当初の入力の予定では大地震発生直後か ら2日 間(1月17日 ～18日)の 映像記録のデー

タ入力(約2～3時 間程度)を 予定 していたが,事 実経過 として震災後の8月 末 までの映

像記録を入力 した。

その結果,す べての映像の収録 時間は60時 間超 にわた り,ス キャナ入力にあたり動画を

採用 して入力 しているため膨大な入力時間および記憶容量が必要 となっている。

映像資料 につ いては,撮 影段階か ら整理が充分 にされてお り,写 真資料のよ うに整理の

側面での煩雑さは解消 されていたが,技 術的にはその膨大な量の多さとともにかな りの処

理時間を要 した。

No. 映像記録入力データ(当 初30分)

11須 磨高倉台よ り東側を望む

12堀 池町,戸 政町,妙 法寺川公園

13山 陽板宿駅,戎 町の火災状況

14長 田御屋敷通,西 代通

15JR新 長 田駅前,若 松町

16大 正筋商店街,久 保,駒 栄,大 橋町の火災

17若 松町,JR線 高架上

18神 楽町,細 田町,水 笠通,川 西通

19山 陽西代駅付近,大 道通,長 田区役所

110一 番町付近の火災

月日 地区 開始 終了

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

磨

磨

磨

田

田

田

田

田

田

田

須

須

須

長

長

長

長

長

長

長

0:00:000:01:03

0:01:030:05:10

0:05:100:08:55

0:08:550:10:50

0:10:500:13:50

0:13:500:17:30

0:17:300:21:10

0:21:100:23:10

0:23:100:27:10

0:27:100:29:50

③ インデ ックスの付与 について

神戸市広報課において収録 した写真等にっ き,部 外者を含む複数の撮影者に依頼 してい

ることおよび定点観測等の手法を利用 していないため,大 部分の写真資料が大地震の影響

を受けて未整理な状況であ り,そ の後 も日々資料数が増加 し整理 に手間取 るとい った状況

が連 日続 いた。

イ ンデ ックスの付与 については日本図書 目録の手法 によるが,日 本 においてはいわゆ る

マルチメデ ィア関連の資料 に対す る標準的な目録規則が未だ十分 に整理 されてお らず,さ

らに今回のイ ンデ ックスの付与 は資料の外形式にとどま らず被写体および将来の二次使用

への対応を考慮 して写真資料の撮影者のデータを も付加 した。

④ イ ンデ ックスとしてのキーワー ド

キー ワー ドとして今回の大地震のアーカイブでは,通 常考え られ るキーワー ドとしての
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時間軸を優先す るとともに,GISに 基づ く地域軸および被写体 としての対象(人,物),

写真 ・映像の撮影者等をキーワー ドと して検討 し,可 能な限 りのキーワー ドによる分類 に

努めたが,現 実 に使用 に耐え うるものかどうかにっいては今後の課題 となり,ま たそれ ら

の意見 に対応 して改善 に努めてい くことがアーカイブとしての価値を高めるとともに本来

の防災の見地等か らも要請 されるもの と考えている。

キーワー ドの選定については,い ろいろ討議を行 ったが,そ の点 にっいては,今 後の課

題の項で触れてい く。

8.2実 施結 果

8.2.1プ ロ トタイプの作成の指針

(1)入 力データの見直 し及 びデータの重要性 について

研究会の意見 として時間的な制約があるとい う背景の もとで入力資料については量的には満

たされて いるが,資 料 の質的側面にっいて は現状で良いのか との意見が提示された。

すなわち,神 戸市広報課の写真資料はどち らかといえば報道写真のイメー ジであ り,一 方,

神戸市長田区の写真資料は倒壊家屋 に偏 りすぎているが,阪 神 ・淡路大震災 はさまざまな方面

に被害や影響を もた らしてお り,ア ーカイブとしては多 くの側面か らの写真資料の整備が必要

であるとの見解が研究会の席上提起 された。

この指摘は,ア ーカイブ構築の根幹 にかかわる問題であるが,す で に事業 として入力作業を

進めていたため,入 力データの資料 としてとりあえず神戸市広報課お よび神戸市長田区の写真

・映像資料 について はすべての入力作業を継続 して行 い
,上 記の提案について は徐々に付加 し

てい くことで対応す ることとされた。

本事業の目指す アーカイブは,デ ータ入力にっいて作成側 として(研 究会)の 意図を反映せ

ずに,入 力 されたデータをそれぞれの利用者の観点か ら必要である写真 ・映像資料が多量の資

料の中か ら選択可能 なように構築 してい くことが肝要であ り,そ こには写真の質 として常に高

水準な ものは必要 ではな く,逆 に一般 に広報 されていない資料,あ るいは数量的な点が価値を

有す るのではないか と検討を重ねて,デ ータの重要性をそこに位置づけて構築 した。

② プ ロ トタイ プ作成 とデータ

写真資料および映像資料の膨大な量か ら,入 力にきわめて時間がかか り,最 終的にプロ トタ

イプと して選択す る対象および構成の決定に も時間が十分さけなか った。

また本事業が阪神 ・淡路大震災を対象に した ものであるため,写 真資料 について も研究会が

プロ トタイプ作成に必要 とする資料が常にあるわけではなか った。
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被災者サイ ドに立脚すれば,被 災を受けた 自宅,あ るいは被災を受けた本人 ・家族の写真を

撮影 されるのはいかに報道のため,記 録等のため といわれて も心情的には納得できない面があ

るのは仕方な く,研 究会 として も今回の写真資料およびデータベース等の取 り扱いについては

細心の心配 りが必要 と思われ る。

被災者の救済等の参考にな ると考 え られるのは,本 来な らば被災者の避難所 における生活の

日々の暮 らしをカメラで追跡 した資料等であろ うが,震 災の発生 当時,避 難所でそのような趣

旨でカメラ撮影等を行 うことは被災者の心情を慮 ると好 ま しいものとはいえないことは明白で

あ り,ア ーカイブとして不満な点 も残 るが このような背景を考慮す ると研究会 としては許 され

ると考えている。

また神戸市の各部局では,大 地震の発生後 は,当 然復旧業務が最優先の職務であ り,本 事業

の対象である写真等の記録 の収集 は二次的な業務であ り,さ らにすべての被災現場等における

撮影等は時間的には,人 員的には余裕がなか ったと思われる。

8.2.2プ ロ トタイプの作成

それぞれの写真資料は,記 憶媒体 としてPD,MOの 形式で格納 され,そ れぞれか らプロ ト

タイプと して必要な資料の引出 しを行 った。

① 写真資料について

プロ トタイプと してCD-ROMに 格納する際の考え方 は,被 災地神戸のなかで神戸を象

徴す る地域を中心に地図情報にプロッ トし,震 災前,震 災直後,そ の後の経過の記録を先 に述

べ たイ ンデ ックスで検索可能 となるよ うに作成 した。

なお,対 象地点 は神戸三宮を中心 とするオ フィス街(5ポ イン ト)を 中心におき,ポ ー トア

イラン ド,六 甲アイラン ド,東 灘区の酒造業,灘 区のJR六 甲道駅周辺,長 田区のJR鷹 取駅

周辺,市 営地下鉄の駅舎,長 田区の民家等を取 り上げた。

今後,利 用 に際 して評価を受けなが ら改善に努めてい くが,平 成8年1月17日 か ら一部の写

真資料について,そ れぞれ単体の資料 として神戸市のポームペー ジの素材 としてインターネ ッ

トで発信を行 った。

平成8年 度か らは,神 戸市のポームベージを利用 して,よ り多 くの関係者のア クセスに こた

えることが可能なように編集を行 ってい くことによ りアーカイブ構築の目的の一部が達成 され

る もの と考えている。

② 映像資料 につ いて

映像資料 にっ いては,先 に記載 した映像記録のとお り当初か らかな り詳 しく整理されてお

り,資 料の整理については,比 較的容易であ ったが,入 力の取扱いにつ いては技術的に労力を
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費や した。

また量的にきわめて多 いためCD-ROMへ 入力する対象の選別に苦労を要 し,ま たCD-

ROMの 容量の制約か ら動画 と してどの程度の分量を入力す るかのバランスの点の検討 もあ っ

た。

プロ トタイプとしては撮影地点か ら動画で数十秒 ごとに入力を行い,そ の撮影地点のサーチ

は神戸の傭敵図か ら選択可能 な形式にな っている。

写真記録のプロ トタイプと異な り,イ ンデ ックスはGISに 基づ く検索手法 となっているが,

先に述べたよ うにCD-ROMに は容量の関係か ら限 られた情報のみの入力を行 っている。

8.3今 後 の課題 と展望

8.3.1デ ータベース作成上の問題点

(1)デ ータ収集および使用 について

今回の事業の構築 にあた っては当初か ら神戸市の所有する資料を収集 ・使用 したのであ る

が,い まだそれぞれの部局には貴重な資料が存在 しているの は明 らかであり,ま た本来の 目

的である散逸の防止が十分に達成 されてるとはいいがたい。

さらに事業の進捗にあわせて,民 間を含むその他 の団体等か らデータ提供の申 し出が数多

く寄せ られたが,申 し出には応え られずに貴重 な写真 ・映像記録が漏れている点 は研究会 と

しては心残 りなところを感 じている。

これ らの点にっいては,当 該データの使用にっ き①著作権,② 肖像権,③ 所有権等の法的

な問題が未だ明確 にされていない点を研究会 としては危惧 した面 もあり,こ れは今後,デ ー

タの入力を拡大す る際に検討することになるであろ う。

このよ うな人類に とって未曾有の阪神 ・淡路大震災のデータベース化の趣 旨か ら,法 的問

題 もク リアされ るとの思い もあ り各権者に対 して交渉の余地はあると考え られたが,現 実 に

は交渉す るにっ き時間的ゆ とりがなか ったことか ら取 り組む ことができなか った。

また,神 戸市(広 報課,長 田区,交 通局)の 記録写真等 といえども被災者の心情を配慮 し

てデータと して採択す るかを検討す ることも考え られたが,研 究会 としてはアーカイブの趣

旨か ら撮影された記録にっ いてはすべて入力処理を行 った。

今後の技術革新に伴い このような ビジュアルな資料 を直ちにコンピュータに入力 され,か っ

容易にインターネ ッ ト等で情報が流通 してい く時代になり,情 報を提供す る側の倫理観に委

ね られる場合が多 くな るが,そ のような良識 に依存するので はな く,客 観的かっ合理的な規

範の制定が望まれる。
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(2)デ ータ数量 について

本研究会では,入 力データにっ いての考え方 としては,① すべてのデータの入力を研究会

として判断を加えることな く入力を行 う,あ るいは,② データの選別を行 ったのち入力を行

うとの考え方があ ったが,後 者 にっいては選別の判断基準を研究会でどう定めるのが妥当か

との問題が解決 されず研究会での判断をさけて前者①の手法 により入力を行 った。

しか し,現 実的に処理を行 ってい くと資料 としては膨大 な量とな り,業 務 的にはかな りの

労力を費や し,ま た個別の資料を確認す ると首をひねるよ うな資料 も存在 した。

しか し,研 究会では利用者 にその価値を判断 して もらうことがアーカイブの姿勢であると

のスタンスに立脚 し,デ ータ量の確保をコ ンセ プ トとしていたため割愛す ることな く入力作

業 に重点をお き処理を行 ったが,そ れ故 より広範なデータの入力に取 り組みたか った と考え

ている。

最終的に,入 力データのイ ンデ ックス付けを処理 した後,ソ ー ト・分類を行 う予定であ っ

たが,各PDご とに入力されていたため,こ の度 の事業で は行えなか った。

なお,今 後,追 加データの取扱 いと併せて,格 納方法にっき検討を してい くことが必要で

あると研究会では考えている。

(3)検 索 におけるイ ンデ ックスの付与作業 につ いて

データの入力 にほとん どの時間と労力を費や した結果,イ ンデ ックスの付与が,現 実には

パラ レルに進むことな く,大 幅に作業工程が遅滞 してい った。

イ ンデ ックスの うち,時 系列のキーワー ドはデータ入力に併せて入力が可能であったが,

地区(行 政 区),被 写体の名称(建 物,人 等)お よび事項別イ ンデ ックス等 については,そ

れぞれの資料に対する調査が並行処理で行えなか ったため,同 時入力が不可能であった。

また,イ ンデ ックスの具体的な項 目も,大 地震 という特殊な事例か ら,専 門用語等が使用

され,専 門家向きの用語がよいのか,一 般向けの用語がよいのかの決定にかな りの時を費や

しなが ら検討を行 ったが容易 に結論 には至 らなか った。

例えば,ポ ー トアイラン ド等の人工島で見受 け られた 「液状化現象」は,テ レビ等の画像

で見 ると理解できるが用語 として一般的に認知 されているのか,ま た支援 イベ ン ト液状化現

象 とい う用語を使用す ることは適格かなどがあげられよう。

さらに,被 災者の立場を考慮 して制約を受ける用語 もある,被 災者,避 難者,避 難 所等は

報道等で一般的に用語 として使用 されているが,事 実上そ うであって も使 いに くいのではな

いかなどと研究会では取 り上げ られていた。

時系列および地域的な用語 と して は,日 付,行 政区を使用す る等,比 較的制約を受 けるこ

とな く定 まってい ったのであるが,と くに現象面,事 項面の用語でいろいろ研究会が過度に
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神経質になったのか決定 までに時を要 した。

このよ うな討議の結果,イ ンデ ックスとして時系列の用語 として 日付,地 区を特定す る用

語 として行政区の名称およびポー トアイラン ド等の一般的 に認知されている名称を使用す る

とともに,建 物の名称について も一般的 に認知 されていると推測され る名称を基準にイ ンデ

ックスの付与を行 った。

現象面,事 項別の用語 としては,同 じように一般的な用語を使用 してで きるだけ利用者の

便を考慮 したが,さ らにフ リータームにっいて もあわせて付与 して検索項 目を拡大す る形式

を とりっいれた。

8.3.2今 後のデータベースの利用 ・提供について

最終的に,阪 神 ・淡路大震災の情報デジタル ・アーカイブとして,神 戸市広報課及 び神戸市

長田区,神 戸市交通局の写真記録 として入力データは数量的には,統 計で約2万5千 を超え,

また映像 ビデオとして も総量で約60時 間を こえた入力データとなっている。

ただ し,こ れが全ての資料でないこと,ま たインデ ックス等の付与 にっいて十分に機能す る

段階まで至 っていない点等 にっ き今後引き続 き検討を加えてい くことが必要である。

(1)入 力データの拡充および改善について

今後 は,こ のアーカイブの入力データとして新たなデータの入力を引 き続 き行 い,充 実を

図っていることが必要であ り,ま た検索にっいて技術的によ り改善を行わなければな らない

し,ま た地理情報 とのマ ッチングを一層すすめていかなければな らない。

今回の,委 託事業ではデータのデ ジタル入力に重点を置いたが,ア ーカイブの本来の 目的

であ る,資 料散逸の防止,今 後の防災およびまちづ くり,安 全な市民生活を考慮す るとデー

タ数および使用方法等 にっ き,よ り改善が図 られなければ 目的の達成 には機能 しない部分 も

あると思われ る。

今後 は一層のデータ資料の入力を図 り,検 索機能を充実す るとともに,ま ちづ くり,住 宅

建設,震 災等の発生時の対応等 にっ き今回のアーカイブの各分野の専門家の方々に活用 して

頂 くことが本事業の将来的な価値であろ う。

② データベースの利用 と提供 について

神戸マルチメディア ・インターネ ッ ト協議会 として は施設等を所有 しているわけで はな く,

あ くまで もソフ ト作成の組織であるため,構 築 されたデータベース等は基礎的な もの と して

しか るべ き公共的性格を有す る機関へ付与 してい くことを検討 している。

なお,そ の際の条件 と して は引き続 きデータベースの拡充 ・改善を行い,ま た多 くの人 に

資料の閲覧および参照がで きるように扱 うことを依頼 したい。
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また,(1)で のべたようにその他の資料の提供 ・入力にっいて各機関に働 きか け,長 期 的な

視野での構築を考えい くことが,被 災地神戸と しての責務で あると研究会では考えている。

一72一



9.Mosaicの 利 用 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス

検 索 シ ス テ ム の 構 築

日本電子開発㈱





9Mosaicの 利 用 によ る

マル チメ デ ィアデー タベ ー ス検 索 シス テム の構 築

9.1概 要

9.1.1目 的

イ ンターネ ッ トの急速な発展に伴い,既 存のデータベ ース システムや各種のマルチメディア

情報を付加価値 として,イ ンターネ ッ ト上に情報発信す ることを望む企業や団体等が増加 して

きている。

イ ンターネ ッ トは,高 度 な情報提供サービスの創造 とい う点で新 ビジネスの機会を増大 し,

マルチメディア市場 を拡大 してい く方向にあり,社 会をよ り豊 かな ものにす るために,利 用者

ニーズを満たす新 ビジネスを具体化で きる環境整備を行 うことによって,ニ ーズ と共に成長 し

ている可能性を秘 めている。

今後 も多 くの企業や団体,教 育機関等がイ ンターネ ッ トへの情報発信,イ ンターネ ッ トを有

効活用 したニュー ビジネスへの参画が加速化 して くると予想 され る。 しか し,既 存のデータベ

ースシステムやこれか らデータベースシステムを構築 し
,イ ンターネ ッ ト環境で これ らのデー

タベースを有効活用す るための手段が未整備なのが現状であ る。

今回の委託課題であ るrMosaicの 利用によるマルチメデ ィアデータベース検索 システムの構

築」 は,デ ータベースシステムとマルチメディア情報 とを リンクし,短 期間に低 コス トでイ ン

ターネ ッ ト上 に情報発信す るためのシステム構築手段を確立す ることに主眼をおき,イ ンター

ネ ッ トとデータベース との融合を押 し進める技術をよ り発展 させ ることを目的 としている。

9.1.2実 施 内容

マ ルチ メ デ ィアデ ー タベ ー ス構 築 システム は,WWW(WorldWideWeb)サ ーバ とデ ー タベ

ースエ ンジ ンとを リンク し
,異 な るデー タベ ース(普 及 度 の 高 いORACLE,informixを 対

象 と した)に 格 納 され て い る情 報 を扱 うこ とが可能 な ミ ドル ウ ェアを開発 す る こ とに よ り,こ

の ミ ドル ウ ェアを核 と して,音 声,画 像 等の マル チメデ ィア情 報 を デ ータベ ー ス化 し,利 用 者

に デー タベ ー スの違 い を意識 させ る ことな くイ ンターネ ッ トか らの容 易 な検 索が 可能 な シス テ

ムで あ る。

今 回 は,こ の よ うな トータル 的 システ ムの実現 に向けて 開 発 を実 施 した。 図9-1に システ

ムイ メー ジを示 し,以 下 に本 システ ムの特徴 を示 す。

(1)WWW技 術 を使 用 した情報 発信 システ ムを活用 す る こ とで 「利用 者 を限定 しない 開放 的 な
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検 索環境 」 を実現 で き る。

(2)WWWブ ラ ウザ をGUI(GraphicalUserInterface)に 使用 す るこ とに よ り 「マ ル チ メ

デ ィア に よるユ ーザイ ンター フ ェー ス」を実 現 で き る と共 に,「 使用 マ シ ンを 限定 しな いオ

ープ ンシステム環境 」 を実現 す る ことが で きる。

(3)集 合光 磁気 デ ィス ク装 置制 御機 能 等 「マ ルチ メデ ィア情 報 の統 合管 理」 が実 現 で き る。
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図9-1シ ステム イ メー ジ図
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9.2実 施結 果

9.2.1マ ルチ メデ ィア デー タベ ース検索 シ ステム の構 築

イ ンター ネ ッ トに接続 され た プ ラ ッ トフ ォー ム上 に,音 声,静 止 画,動 画,ハ イパ ーテ キス

ト等 のマル チメデ ィア情 報の デ ータベ ースを構築 しイ ンタ ーネ ッ トの情 報 検索 システ ムで あ る

WWWと リン クす る ミ ドル ウ ェアの開 発 を行 った。 開発 した ミ ドル ウ ェアは,図9-2の 機 能

構 成図 に示 す よ うにrHTML生 成 機能 」,rSQL生 成機 能」,「マル チ メデ ィア情報 管理 機能 」

か ら構成 され る。 な お,マ ル チメ デ ィア情報 の 参 照 には,イ ンターネ ッ トで急速 に普 及 して い

るMosaicやNetscapeNavigator等 のWWWブ ラ ウザを,WWWサ ーバ はCERN『httpd

(HyperTextTransferProt6colDaemon)3.0を 使 用 した。 また,デ ータベ ー スエ ンジ ンは,

ORACLEお よびinformixを 対 象 と し,ミ ドル ウェア とWWWサ ーバ とのイ ンター フ ェー ス

は,CGI(CommonGatewayInterface)を 使 用 して システ ムの構築 を行 った。 この ミ ドル ウ

ェア は,同 一 ユ ーザで,複 数 の デ ータベ ースエ ンジ ンを使用 して シス テム構 築 を行 うこ とは少

な い と考 え られた ため,ORACLE用,informix用 の二 つの ミ ドル ウ ェアに分 けて 開発 を行

った。

今 回開 発 した ミ ドル ウェア は,WWWク ライ ア ン トか らWWWサ ーバ に ア クセ スが あ る と検

索条件 を設 定す るため の画面情 報(HTML)を 自動生 成 し(rHTML生 成 機能 」)ク ラ イ

ア ン トに送 信す る。 利用 者 は,検 索 条 件 を設 定 しサーバ に対 し検 索 の リクエ ス トを送信 す ると,

サ ーバ は この リクエス トを ミ ドル ウ ェアに通 知 す る。 ミ ドル ウ ェアは,こ の リクエ ス トを解 析

してSQL文 を生 成 し(「SQL生 成 機 能 」)デ ー タベ ー スの 検索 を行 い検 索 結 果 画面 情 報

(HTML)を 編 集 し(「HTML生 成機 能 」),サ ーバ経 由で 検索結 果 を クライ ア ン トに返

却 す る。 また,検 索結 果 と リンクす るマ ルチ メ デ ィア情 報が あれ ば,該 当す る情報 を クライ ア

.ン トに返 却 す る。(「 マ ル チメデ ィア情 報 管理 機 能 」)な お,「 マ ルチ メデ ィア情 報 管理機 能 」

は,ミ ドル ウェア と して の機能 以外 にデ ー タベ ー ス登録 機能(各 種 マル チ メデ ィア情報 を デ ー

タベ ース と リンク)を 有 す る。

以上 の よ うに,マ ル チ メデ ィア情 報 の デ ー タベ ー ス化 と ミ ドル ウ ェア の開発 によ り,ト ー タ

ル的 なマ ルチ メデ ィア デー タベ ース検 索 システ ムを構築 す るこ とが で きた。

<注>CERN… …欧州 素粒 子物理 学 研 究所(EuropeanLaboratoryforParticlePhysics)

一76一



{エ ルチメディア
iア ータベース{参照

L.、

・検索条件設定画面

・該当リス ト画面

・マルチメテ"イア〔

㎜ 「クライアン ト

Mosaic,

NetscapeNavigator等

のWWWブ ラウザ

TCP/IP(TransmissionControlProtocol/InternetProtocol)

サーバ(輌 κ賜 テ」労力

WWWサ ーバ

httpd3.0

O
S

U
N
I
X ミ

ド

ル

ウ

エ

ア

ー
i
▼

▲
i
▼

▲

…

!
～
～
▼

informix用

ORACLE用be
藻薦灘 ㌶繧簿藻i{

動画

テ◆一口タへ"一 スエンシ◆ン ← 一 →1テ"一 ータへ"一 ス1

ORACLEori

認i繊 鱒 難1

ormix

、

音声

etc

集合光磁気デ ィスク

'

←

▲
〉,」一

`

、
`

、
t

データベースの登録/変 更

'→

－GUI

(日襯otif)

き震 ξの部分を開発

惣
欝

図9-2マ ルチメデ ィアデータベース検索システム機能構成図
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9.2.2HTML生 成機能の開発

(1)機 能概要

HTMLは,フ ァイルにWWW用 の リンク(関 連付け)を 指定す るための,ハ イパーテキ

ス ト形式を記述す る言語であ り,タ グ付 けまたはマー クアップ方式で記述 され る。ハイパー

テキス トとは,情 報ア クセスの単位 となるオ ブジェク ト間の参照関係をア ンカーで結んで作

られる情報表現形態である。

なお,WWWブ ラウザ は,タ グ以外の部分を画面表示す る。タグの部分は,「 表示の方法」

を指示す るとい うことで,例 えば画面上 にタイ トルを表示す る場合 は,<TITLE>と

〈/TITLE>の 問に記述 された文字が表示 される。

今回開発 したマルチメデ ィアデータベース検索 システムにおいて 「HTML生 成機能」の

対象と したページ(画 面)は,「 検索条件設定画面」 と 「該当 リス ト画面」の二画面であ る。

この二画面を表示す るために必要なHTMLを,で きるだけ汎用的に自動生成す るメカニズ

ムを検討 し当機能の開発を行 った。なお,HTMLは 表操作等の拡張機能が容易 に扱え る,

HTMLレ ベル3.0を 使用 した。

rHTML生 成機能」の実現にあた り,各 種管理 フ ァイルを使用 して,画 面上で流動的に

変更される可能性がある情報(ボ タン表示の際のイメージや表示項 目当)を 管理 し,こ の情

報をHTMLで 埋め込む方式でHTMLの 自動生成を実現す る。

なお,各 種管理 ファイルは,以 下 に示す3フ ァイルであ りエデ ィタにて容易に変更す るこ

とが可能である。

① 動作環境情報 フ ァイル

画面 に表示す る背景等のイメージが格納 されているファイルのフ ァイル名,デ ィレク

トリ名や本 システムが動作するために必要な情報を管理す るファイルである。

③ テーブル情報 ファイル

データベースの項目と日本語名に関す る情報を管理するファイルであり,デ ータベー

ス項 目が変更された場合で も柔軟に対応で きるように考慮 している。

③ 初期値情報フ ァイル

各プルダウンメニ ューに表示する項 目の初期値を管理す るファイルであ り,表 示項 目

の初期値が変更 されて も柔軟 に対応で きるよ う.に工夫 している。

図9-3に テ ープ情 報 フ ァイルの フ ァイ ル フ ォーマ ッ トと,ど の よ うにHTMLを 生 成す

るか を例 で示す 。
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〈テーフンレ儲 『ファイル レコー ドフォーマット〉

テーブル名 日本語名 (先頭 レコー ド)

一

〈 例>

mmdbtl

O
O

1

デー タベース項 目名 日本語名

`…→0:画 面には表示しない0以 外:画 面に表示する際の行数

1

1

4

(2レ コー ド目以降)

マルチメデ ィア情報

mmdb_path,

mmdb_cabinet

㎜db_date
、'

mmdbno

mmdb二title

mmdbcomment

格納場所

キャビネット

蜘}

登録番号
題名
備考

▼ ▼

VALUE=:"㎜db _date"〉 登録 日

図9-3テ ーブル情報ファイル使用例

〈OPTION>タ グ は,画 面 に表 示 さ れ る メ ニ ュ ー 項 目 を<SELECT>と

</SELECT>タ グの間 に定 義す るタ グで,レ コー ドフ ォーマ ッ トに示 す画面 表 示情 報

"0"(画 面 に表示 しな い項 目)以 外 の全項 目をメ
ニ ュー対 象 項 目等 と してHTMLの 生 成

に使 用 す る。

HTML生 成例 で 示す …

〈OPTIONVALUE="mmdb _date>登 録 日

…の"登 録 日"(レ コー ドフ ォー マ ッ トに示す 日本語 名)が 画面 上 に表 示 され
,VALU

E="mmdb _date"が メ ニ ュー よ り当該項 目を選択 した場 合 に,後 述 す るrSQL

生成 機 能」 に渡 され,SQL文 自動 生成 の際 の情報 と して使用 され る。 な おmmdbda

te等 の情報 はデ ータベ ー ス項 目名 と一致 してい る。
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(2)「 検 索条 件設 定 画面 」用HTML自 動生 成処 理 の流 れ

図9-4に 「検索 条 件設定 画面 」用HTML生 成処理 の流れ を示 し,図9-5にHTML

生 成例 を示 す。

WWVEクライアント サーバ◆

柵

ブラウザ

⑨

ア論 ス囎 情報

画灘 腰 髄

熔欝耀

動作環境情報
ファイル

テーブル情報
ファイル

i初期値轡

図9-4「 検索条件設定画面」用HTML生 成時の処理の流れ

① ホームページよ り「検索条件設定画面」が選択 されると,WWWブ ラウザよ りhttpd

に対 しURL(UniformResourceLocator)で 「検索条件設定画面」用のHTMLを 生成

す る 「HTML生 成機能」(プ ロセス)を 起動す る要求が出される。

②httpdよ りrHTML生 成機能」(プ ロセス)が 起動 される。

③ 起動 したrHTML生 成機能」は,動 作環境情報 ファイルより本機能が動作 するのに必

要な情報や,画 面の表示色等の情報を読み込 む。

④ 画面に表示す るデータベース項 目をテーブル情報ファイルより読み込む。

⑤ 初期値情報 ファイルよりプル ダウンメニ ューの初期値に関す る情報を読み込む。

⑥ ③ ～⑤の取得 した情報を基に,「 検索条件設計画面」用HTMLを 自動生成する。

⑦ 「HTML生 成機能」より標準出力でhttpdに 生成 したHTMLを 通知する。

⑧httpdよ りWWWブ ラウザに 「検索条件設定画面」用HTMLを 通知す る。

⑨WWWブ ラウザによ り 「検索条件設定画面」が表示 され る。
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〈HTML生 成 イ メ ー ジ 〉

〈HTML>

〈HEAD><TITLE>
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、{購:iilii羅1㌣加 三幾 廼
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図9-5「 検索条件設定画面」のHTML生 成例
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9.2.3SQL生 成機能の開発

(1)機 能概要

画面 より設定 された検索条件をhttpd経 由で受け取 り解析 し,SQL文 を自動生成 し

てデータベースの検索を行い,デ ータベ ース検索結果をWWWブ ラウザに返却するまでの一

連の処理を実現す るのがrSQL生 成機能」である。

なお,デ ータベースエ ンジンは,ORACLEお よびinformixを 対象 としているため,デ

ータベースエ ンジンに合わせたSQL文 を生成す る。

(2)SQL生 成例

図9-6にSQL文 を 自動生成 した場合の例を示す。

一 生ー一一 「検索条件設定画面」の条件設定項目
'
'<検索条件設定例

結合条件 デづへ㌧ス項目 ←ワトド 比較条件 結合条件

(

ファイル種別]P9

登録 番号100

登録番号200

題名 文書
題名 社

である 一一

より大 きい 一一

よ り小 さい 一一

を含 む 一一

で始ま る)

かつ

かつ

かつ

または

霊翻 轍 の峯
イメう望 頴 で線 号が 竺
100塗り黍 き、℃200ーよき1:£

1嫌 う票 を合繊 蕊

,鰻.,・ 、き鰭 煮 蕪:i

<ORACLEの 揚接ト

ー①

SELEerTO-CHAR(卿 凪/㎜ 杣DD),㎜B.T砒E㎜M㎜B㎜ ㎜ 蜘E・

画面表示項目

:、‡;
麹 官 つ

② 馨 り失き姪,巳

繊_一 書羅 懇難 ・・
ヌ㊦,れ 津 罵ひ 、

一三 多4一 経L .三ζ・Aラ 挙 貿 ☆e6.

〕

テーブル名

'j
㎎'ぴD

②

㎜BＬNO>'100'AND

③

MHDBＬUO〈'200'AND

④

(㎜B』TLELIme'%文 翻'OR

⑤

MMDB_TITLELIKE'社%')

図9-6SQL生 成 例
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9.2.4マ ル チメ デ ィア情報管 理機 能 の 開発

「マル チ メデ ィア情報管 理機 能 」 は,マ ルチ メデ ィア情報 の デ ー タベ ー ス登録 機 能 と ミ ドル

ウ ェアの機 能 と して,大 容量 の 資源 を必 要 とす るマルチ メデ ィア情 報 が 格納 され た集合光 磁気

デ ィス ク装 置 の制御 を行 う。 この よ うに,デ ー タベー ス とマ ル チ メデ ィ ア情 報 とを リンク しマ

ル チ メデ ィア情 報 の統合 管理 を行 う機 能で あ る。

以 降 に,今 回構築 したデ ー タベ ー スの構 造等 を 「マル チ メデ ィ ア情報 管 理機 能 」の解説 を行

う。

(1)デ ー タベ ース構 造

今回構 築 したデ ー タベ ー スの構 造 は,ORACLE,Informix共 に キ ャ ビネ ッ ト,フ ォル

ダー,ド キ ュメ ン トとい う階層構造 とな って お り,各 種 マル チ メ デ ィア情 報(実 体:フ ァイ

ル)と リンクす る。

(2)デ ー タベ ース項 目

今回 構築 したマ ルチ メデ ィ アデ ー タベ ースの データベ ース項 目を 表9-1に 示す 。

な お,ORACLE,informix共 に 同 じ構 造 であ る。

表9-1デ ータベ ース項 目一覧

デ ー タベ ー ス項 目 意 味 検索キー項 目

格 納 場 所

乏羅 郵 酬 鶴 鴉 鄭靴客
一

キ ャ ビ ネ ッ ト名
羅 琵 編 轄 嘱するキャビネット名称(日

一

フ ォ ル ダ ー 名 マルチメデ ィア情報が属す るフォルダー名称(日 本
語名)を 格納 する。

一

ドキ ュ メ ン ト名
藷薯%翻 芋茎7情報のドキ・メント名称(躰

一

フ ァ イ ル 種 別

霧糠 駕雛ξ鞠雛8醸
用する。

〈ファイル種別の例>

aif:膿 謬 ㍊nte「changeFileFo「mat)

皿P9:腰 綱 摺 転Pictu「eExpe「tsG「oup)

等

○

登 録 日 当該情報 を登録 した際の登録 日を格納す る。 ○

登 録 番 号 当該情報 を一意に識別す るための登録番号を格納 す
る。

○

題 名
謙 箏禦 どのような情報なのかを示ず 題名"を

○

備 考 登録時に任意 に入力 された備考を格納す る。 ○

(3)デ ータベース登録/変 更機能

今回構築 した システムでは,マ ルチメディア情報の取 り込み部分 とは連動 していないため,

スキ ャナー等で取 り込んだマルチメディア情報 ファイルが存在 していることを前提に各種マ
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ル チメデ ィア情 報 フ ァイ ル とデー タベ ース とを リ ンク しなが ら登録 を行 う方 法 で実現 して い

る。 なお,デ ー タベ ースの登 録/変 更 操作 は,サ ーバ マ シ ン(UNIXワ ー クステ ー シ ョン)

の ディス プ レイで実 施す る。

(4)デ ータベ ー ス化 したマ ルチ メ デ ィア情 報 につ いて

今回デ ー タベ ー ス化 したマ ルチ メデ ィア情 報 は,イ ンターネ ッ トで取 り込ん だ静 止画,動

画,音 声 や,イ メー ジス キ ャナ,35mmフ ィルム スキ ャナ,フ ラ ッ トベ ッ トスキ ャナ等 の機器

を利用 して読 み込 んだ情 報,市 販 のCD-ROM等 を利用 してサ ーバ に フ ァイル化 した。

以下 に デ ータベ ー ス化 の対 象 と した マル チメ デ ィア情報 を示 す。 な お,情 報量 につ いて は,

WWWブ ラ ウザ を使 用 した検 索 シス テ ムを構 築す る ことが 主眼 で あ ったた め,各 々数件程 度

の情報で あ る。

(a)AIFF(AudioInterchangeFileFomat)形 式 の音 声情 報

(b)GIF(GraphicsInterchangeFormat)形 式 の イメ ー ジ情 報

(c)JPEG(JointPhotographicExpertsGroup)形 式 のイ メ ー ジ情 報

(d)TIFF(TaggedImageFileFormat)形 式の イ メ ー ジ情 報

(e)MPEG(MovingPictureExpertsGroup)形 式 の音声 無 しの動 画情 報

(f)QuickTime動 画情 報

(9)テ キ ス ト情 報

等

(5)集 合 光磁 気 デ ィ ス ク上 の マル チ メデ ィア情 報管 理

集合光 磁 気 デ ィス ク上 の マル チ メデ ィア情 報 を どの よ うな メ カニズ ム で取得 し,WWWク

ライア ン ト返 却 して表示 す るか を,図9-7に 示 し解 説す る。

(a)「 マル チ メデ ィア情 報管 理機 能 」の起 動

httpdよ り本機 能が 起動 され る場 合,光 磁気 デ ィス ク媒体 の ボ リューム名 とデ ータ

フ ァイ ル名 を環境 変数 で受 け取 る。

(b)光 磁気 デ ィス ク媒体 の マ ウ ン ト

「マ ルチ メ デ ィア情 報管 理機 能 」 は,環 境変 数 で受 け取 った 当該 マ ルチ メデ ィア情 報 の

ボ リュー ム名 の光 磁気 デ ィス ク媒体 をマ ウ ン トす る。

(c)WWWブ ラ ウザヘ マル チ メデ ィア情 報 ダ ウ ンロー ド

光 磁気 デ ィス ク媒体 の マ ウ ン トに成 功 した 「マル チ メデ ィア情 報 管理 機能 」 は,htt

pdに 対 し,当 該 マル チメデ ィア情 報 の デ ー タフ ァイル名 を標準 出力 にてhttpdに 通

知す る。

通 知 を受 け たhttpdは,マ ル チ メデ ィア情 報 フ ァイルを読 み込 み,WWWブ ラウザ
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にダウンロー ドし,WWWブ ラウザは各種マルチメディア情報を表示す るための外部 ビュ

ーアを起動 して
,当 該マルチメディア情報をWWWク ライア ン ト画面に表示す る。

(d)光 磁気デ ィスク媒体のア ンマウン ト

処理の完了 したマルチメディア情報が格納 された光磁気デ ィスク媒体をア ンマ ウン トし

処理を終了す る。

㎜ クライアント サーバ◆

㎜

プラウデ

J

1

httpd ←

▲
寧 駕rム&デ 勃 イ略)
▼

灘鷺羅 環 ヨ
該当ファイルマウン ト

該当テ㌧タファイル名通知

…→i集 合光磁気デ ィスク

一…→1集 合光磁気デ ィスク

図9-7集 合光磁気デ ィスク上の情報取得時のデータフロー
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9.2.5予 想 される効果

今回開発 した 「マルチメデ ィアデータベース検索 システム」の核 となるミ ドルウェアは,イ

ンターネ ッ トの利用者にデータベースの情報を提供す るに当た り,サ ービスの対象 となるマ シ

ンを限定 しないため,サ ーバに蓄積 された情報資源を多 くの利用者に提供す ることが可能にな

る。 この ミドルウェアが普及 した場合 に予想される効果を以下に示す。

(1)イ ンターネ ッ トへの情報公開促進

今回開発 した ミドル ウェアを核 と したシステムを構築すれば,各 研究所等の既存のデータ

ベースをイ ンターネ ッ トか ら容易 に検索することが可能になり,情 報公開の飛躍的な促進が

期待できる。

(2)マ ルチメディア情報の流通の加速

音声,画 像等のマルチメディア情報を容易 にデータベ ース化できることで,各 サーバには

豊富なマルチメディア情報を蓄積す ることがで きる。 この情報をインターネ ットか ら容易 に

アクセスす ることが可能 となり,マ ルチメディア情報の流通の加速が期待で きる。

(3)既 存のデータベースの有効利用

既存のデータベースには,様 々な分野の様々な種類の情報が蓄積 されている。 このような

情報を今回開発 した ミ ドル ウェアを活用 し,イ ンターネ ッ トか ら容易に検索 して参照す るこ

とが可能になれば,既 存のデータベースの有効利用が可能 となる。

(4)企 業内での知的生産性の向上

インタLネ ッ トの技術を活用 した社内LANで のOA化 等,イ ントラネ ッ トの概念に も今

回開発 した ミ ドルウェアを活用す ることがで きるため,企 業内での知的生産性の向上に役立

てることが可能であ る。

9.2.6マ ルチメデ ィアデータベース検索 システムの問題点

マルチメディアデータベース検索 システムは,多 くの利用者のニーズに応え るにはユーザイ

ンターフェースとい う点で不十分な面があるため,ユ ーザイ ンターフェースをよ り充実 させ,

どのような利用者に対 して も容易にデータベースの管理が行え,情 報を引 き出す ことが可能な

システムへ と展開させてい く必要がある。また,ネ ッ トワーク負荷の問題等,十 分に評価でき

なか った課題について も今後,評 価を行い改善 させてい く必要がある。
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9.3今 後 の課 題

9.3.1機 能の拡張

(1)マ ルチメディアデータベース管理機能の充実

WWWク ライア ン トか らイ ンタラクテ ィブにイメージスキ ャナ等で情報を取 り込み,連 動

してデータベースに登録で きるような機能が必要である。また,デ ータベースの登録/更 新

操作につ いて も,WWWク ライアン トか ら行え るようになれば,シ ステム運用上の操作性を

向上させ ることがで きる。

(2)検 索機能の充実

階層検索機能を提供す ることで知識のないエ ン ドユーザで も容易 に情報を参照す ることが

で きようにす る必要がある。 また,集 合光磁気ディスク媒体に格納 された使用頻度 の高い情

報の磁気ディス クへの動的再配置機能の実現 によりレスポ ンスの向上を図る等の工夫を行 う

必要がある。

(3)HTML生 成機能,SQL生 成機能の充実

HTMLの 自動生成やSQLの 自動生成等で使用 している各種管理 ファイルは,エ ディタ

での登録,変 更 となるため,知 識のないエ ン ドユーザには操作で きない。エ ン ドユーザで も

容易にメンテナ ンスがで きるよ うなマンマ シンインターフェースを確立す る必要がある。今

後,GUIベ ースの対話型操作でHTMLフ ォームとCGIプ ログラムを同時に作成で きる

よ うなオーサ リングツールと して確立させる予定である。

(4)市 販パ ッケージソフ トとの連動

市販の英文翻訳 ソフ トや和文英訳 ソフ ト,イ メージ情報をスキ ュナ等で読み込 ませデータ

ベ ースに自動登録させ るための文字認識 ソフ ト等を本 システムに読み込み,連 動 させること

により,利 用範囲を拡大 させる。

9.3.2APlの 提供

様 々なニ ーズを持つ利用者 に対応で きるように,今 回開発 した ミドル ウェアを部品化 して

APIを 整備 し,ラ イ ブラ リとして提供する予定である。

9.3.3マ ルチ プ ラ ッ トフ ォー ム化

今回開 発 した シス テ ムのサ ーバ マ シ ンは,処 理 能 力を考慮 してUNIXワ ー クステ ー シ ョン

を対 象 と したが,今 後,需 要 の広 が りを みせて い るWindowsNTサ ーバ対 応等 も検 討 中で あ る。
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9.3.4将 来の 展望

VRML(VirtualRealityModelingLanguage)の 出現 に よ り立 体 画像 も扱 え るよ うにな っ

た。 今後,ユ ーザイ ンタ ー フ ェー スを 仮想 空 間で実 現 しよ う とす る シス テ ムの利用範 囲が 広が

る と予想 され る。 また,JAVA言 語 や リアルオ ーデ ィオ 機能 な どを 使用 したイ ンタ ーネ ッ ト

上 で展 開 され るニ ュー ビジネ スの可 能性 も無 限で あ る。 この よ うな最 新技 術 を順次取 り入 れ て

よ り良 い システムへ と展 開 で き る ことを願 って いる。
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10.大 規模 デー タベー スにおける構造化情報抽 出

方式 の調査
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10.大 規模 データベー スにおける

構造化情報抽 出方式 の調査

10.1問 題 と 目 的

イ ンターネ ッ トや高性能なデータベース処理機の普及に伴い,ユ ーザが利用可能な情報資源 は

大幅に拡大 している。 また,デ ータベースの利用 目的 も多様化 し,画 像 データを中心 としたマル

チメディアデータ処理に対する要請 も高 まって きている。

このよ うな情報資源の拡大 は以下の3っ の観点で捉え られ る。

・量的拡大

・範囲の拡大

・表現方式の拡大

本報告ではこれ らの大規模化の各要因に対応する技術と して,そ れぞれ以下の技術を とりあげ

た。

1.KDD(デ ータベ ースか らの知識発見)を 用 いてデータ群が ら情報構造を抽出する。

2.分 散人工知能技術を用いて,ネ ッ トワーク上の複数の情報 ソースか ら構造化情報を抽出す

る。

3.マ ルチメディアデータにおける意味的な並列性に焦点をあてたマルチモダリティデータ処

理。

10.2情 報検索 システムの現状

これ までの情報検索 システムで,最 も基本 とな るのはテキス ト処理 に関す る技術である。 しか

し,フ ラッ トテキス トの検索で良 く用い られるフリーターム検索 は,検 索 されるデータ量の増大

につれてパ フォーマ ンスが非線形的に低下す るといわれている。 さ らに検索精度 に関する問題 も

指摘 されてお り,他 の検索処理 と組み合わせた方式が開発されて いる。

近年,こ のようなフラ ッ トテキス トと並んでハイパーテキス ト処理 に関心が集まっている。ハ

イパ ーテキス トはテキス トのある部分 と他の部分,あ るいは他のテキス トを リンクと呼ばれるポ

インターで結合 したテキス トである。ユーザはテキス トを シーケ ンシャルに読むだけではな く,

リンクを辿 って非線形的なアクセスを行 う。ハイパーテキス トはあるい概念間の関係を"埋 め込

んだ"テ キス トといえる。

文献データベース利用の観点か らみれば,そ のデータはそれ らが持つ コンテ ンツによって管理
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されるべ きであろ う。インデックスや シソーラスのような意味的構造化情報は,知 識量が少ない

ユーザ による検索を支援する強力な情報であ り,同 時に文献を管理する有力な情報である。

構造化情報の作成やそれ らに基づいた ドキ ュメ ン トの構造化 は,各 ドキュメ ン トをデータベー

スに登録す る際 専門家によって処理 され る。現在,こ の作業の大半 は人力に頼 ってお り大規模

化 に対応 していない。また,通 常の情報管理ツールの大半が この問題を ブレー クスルーするよ う

な有力な技術を提供 していない。

10.3大 規模 化 の克 服

大規模化 した情報の利用や管理の円滑化そ して容易化を図 るためには,い かに各 ドキュメ ン ト

の意味構造や文書構造を抽出するかが問題 となる。 このよ うな構造化情報抽出プロセスの 自動化

を図 るために知識工学的手法を応用 した システムの研究開発はこれまで にも多数行われてきた。

それ らの システムでは,"深 い"構 造化すなわち精緻 な意味解析を行 うことに焦点があて られて

いる。情報は本質的には状況依存性を持つ ものであ り,各 状況 に対応可能な意味処理は非常 に困

難である。

近年,こ のアプローチとは異なったアプローチを とるシステムの研究開発が行 われている。 こ

のアプローチは意味処理の精緻さよりも,処 理速度や処理量の大 きさを優先 した システムである。

これにより意味処理の正確性 は低下す るが,こ れは検索→確認 のサイクルを早 くす ることによっ

てカバ ー可能であ る。

このアプローチによるシステムは,ゼ ロか らの構造化を行 うのではな く文書の持つ構造を積極

的に利用 して自己組織化を行 う,意 味構造の抽 出よりも情報縮約を優先す る,な どを特徴 として

いる。本報告では このアプ ローチに立 った,以 下のよ うな システムをその例 と して紹介 している。

1.自 己組織化型情報ベース 〔1〕 における帰納的推理機能 〔3,4〕 。 この システムにおけ

る帰納的推理では,シ ソーラスを背景知識 として用いている。

2.Webに 対するイ ンデ ックス,要 約,そ して リンク作成を自動的に行 うシステム。

3.イ ンターネ ット上の情報の収集,抽 出,構 成,検 索,キ ャッシュなどを行 うツールである。

10.4KDDに よる 構造 化情 報 発 見

デー タベ ースか らの知識 発見(KDD:KnowledgeDiscoveryinDatabases)の 大 量 のデ ー タ

群が らの 知識 発見 を行 う手 法や理 論 で あ る。KDDは エ キスパ ー トシステ ム,知 的 デ ータベ ー ス,

知識 獲得,機 械 学 習,事 例 ベ ース推 論 統計 学 な どの 分野 と関連 が あ り,伝 統 的 な機 械学 習 の研
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o

究の成果を継承 しなが ら新たな理論展開を模索 して いる。

10.4.1GLS発 見方 法 論

GLS発 見方 法論 〔8〕 はKDDの 特 性 や問題 な どを考 慮 して 開発 され た方 法論 で あ り,大

須 賀 らによ る一 般 問題 解 決モ デ ルをKDDへ 応用 した もの で あ る。GLSの 核 はデ ー タベ ー ス

か らの グ ローバ ル な学 習 ス キー マ(GlobalLearningScheme)で あ り,図1の よ うに表 され る。

Phase-1:
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図1:GlobalLearningScheme

GLSに おける知識発見 はプ リプロセス,知 識抽出,知 識 の精緻化/管 理とい う3フ ェーズか

ら構成されて いる。

1.プ リプロセスは知識抽 出の準備 フェーズである。 このフェーズの主要なタス クはユーザ

との対話によってユーザ要求を収集 し,使 用 したい学習方法(知 識指 向統計推論法や分割

に基づ く帰納法など),デ ータベース名 と属性名のなどを確定 し,デ ータを収集 と整理な

どを行 う。

2.知 識抽出の フェーズではプ リプロセスフェーズの結果を基 に知識抽出を行 う。

3.知 識の精緻化/管 理 フェーズでは前 フェーズで発見 された初期概念や仮説をルール とし

て表現 して知識ベースに追加 し,さ らに精緻化や管理を行 う。すなわち,デ ータベ ースか

ら初期概念や仮説 を発見 し,そ れを知識ベ ース管理 システムによって管理す ると共にメタ

推論 と多重世界の機能を用いた知識の精錬手法 と組み合わせて,そ れを精緻化す る。

GLSの 三つの学習フェーズによって,知 識ベースとデータベースとを統合 した環境で多面

的データ分析および多段階学習や概念抽象化などを行 う知識発見が可能になる。また,GLS

での発見/学 習 プロセ スはユ ーザの要求によるKDDだ けではな く,動 的な発見プロセスの組
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o

織化や発見 プロセスの制御 と性能改善 なども含んでいる。知識ベースを用いて処理が行われた

GLSシ ステムでは,す べての知識が多重世界のメカニズムによ ってマルチ レベルに分け られ

て管理 され る。

10.4.2テ キス トデータベースの構造化 プロセス

GLS発 見方法論 に基づいて考え ると,テ キス トデータベースか らの構造 化の情報を抽 出す

るためのプロセスは以下の3っ の学習フェーズに分け られる。

1.プ リプロセス

この フェーズでの重要な処理 はユーザ との対話に基づいてユーザの要求を収集 し,使 用

する構造化情報抽出法を確定 し,テ キス トデータの収集 と整理などを行 う。

2.構 造抽出

構造抽出フェーズで はプ リプロセスフェーズの処理に基づ いて構造 抽出を行 う。た とえ

ば,こ のフェーズでは統計および確率的な手法,一 階帰納学習,ニ ューラルネ ッ ト技術,

遺伝的アルゴ リズムな ど方法を利用 し,概 念や概念 クラスタを生成す る。

3.管 理/精 緻化

前 フェーズで抽出 した初期概念や仮説 を適当な表現形式 に変換 して知識ベースに追加 し

て精緻化や管理を行 う。すなわち,テ キス トデータベ ースか ら初期概念や仮説を発見 し,

それを知識ベース管理 システムで管理す ると共にメタ推論 と多重世界の機能を用いた知識

の精錬手法 と組み合わせて,そ れを精緻化する。 また,テ キス トデータベース上の変化や

新 しいデータを収集 した時,こ れに対応 して精緻化や管理を行 う。

10.5エ ー ジ ェ ン ト技 術 の応 用

WWWロ ボ ッ トはWeb上 の ドキュメ ン トを再帰的に検索す ることによってWeb上 のハイパーテキ

ス トを 自動的に トラバースす るソフ トウェアであ る。WWWロ ボ ッ トはサ ーチエ ンジンと密接な

関連がある。サーチエ ンジンとは,自 ノー ド内のデータベースに蓄積 されたデータ使用 して検索

を行 うプログラムであ り,WWWロ ボ ッ トが収集 したHTMLド キ ュメ ン トのデータベースを用

いて検索を行 うシステムである。WWWロ ボ ッ トでは,あ るテーマ とそのテーマに関連す るリソ

ースのア ドレスが主な処理対象 とな る。

WWWロ ボッ トの問題点は自律性が不足 して いることである。ネ ッ トワーク上の環境 は頻繁に

変化 してお り,静 的な情報だけで行動す ることには限界がある。 トラ ンスポータブル ・エー ジェ

ッ トはこのよ うな特徴を もつネ ッ トワーク上での 自律性を実現す るために提案 された 〔2〕 。 ト
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ラ ンスポ 一 夕ブル ・エ ー ジェ ン トはヘ テ ロな ネ ッ トワー ク上 を ナ ビゲー トす る ソフ トウ ェアモ ジ

ュール で あ り,ネ ッ トワー ク上 の任 意 のサ イ トヘ マイ グ レー トで きる ソフ トウ ェアで あ る。 この

タイ プのエ ー ジ ェ ン トは その実 行 を任意 の点 で一 時停止 し,他 の サイ トへ 移 動 した後 に実 行 を再

開 で きる。

トラ ンス ポー タ ブル ・エ ー ジェ ン トは フ ァイル,デ 三 夕べ ー ス,ネ ッ トワー ク トラ フィ ッ クそ

して他 の エ ー ジ ェ ン トの 状態 の検 知 を行 う仮想 セ ンサ ー,そ して,マ イ グ レー シ ョンによ って 異

な った物理 的位 置 に移動 す る仮想 エ フ ェクターのネ ッ トワー クか ら構 成 され てい る。 トラ ンスポ

ー タブル ・エ ー ジ ェ ン トは以 下の よ うな点 で ネ ッ トワー ク上 での処 理 に適 して い る
。

・エ ー ジェ ン トは全 て の デー タを要 求 され たサイ トに送 らず
,小 さなエ ー ジェ ン トを デ ータ ソ

ース に送 るの でネ ッ トワー ク トラ フィ ックを減 らせ る
。

・デ ー タをサ イ トか ら移動 させ る必要 が ないの でデ ー タイ ンテ グ リテ ィを向上 で き る。

ネ ッ トワー ク上 で情 報 検索 や リソー ス情 報 を作成 す るた めに は トラ ンスポー トエー ジェ ン ト機

構 は有効 な機構 で あ ろ う。 ここまで の議論 か ら,ネ ッ トワー ク上 のエ ー ジェ ン トが協 調分 散処 理

を行 うた めに は,以 下 の機 構 が必 要 で ある。

・共 通知識

・ナ ビゲ ー シ ョン情 報

これ らの要 求 を統合 す る機 構 と して,自 己組 織 型情 報 カタ ログ(図2参 照)が 提 案 され て い る。

自己組織化 、
エージェ ン ト'

タスク

スケ ジュー ラ

ユーザ∈

エー ジェ ン ト

セマ ンティ ック

ディレク トリー

訪 《クロ セマ ンテ ィック

セグメ ン ト

セマ ンテ ィック

デ ィレク トリー

口
く

ぺ
く

_∠ 　 's

Sこ茅 〆

デ

図2:情 報 カタ ログ

情 報 カ タ ログ はネ ッ トワー ク ワイ ドの シソー ラス機構 であ り,ま た リソー スマ ップで あ る。 情

報 カ タ ログが シソー ラスで あ る ことによ り,各 エ ー ジェ ン ト間 で構 造化 され た知 識 を共通 知識 と

して使え る。 この システ ムの特 徴 は次 の各点 で あ る。
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・ネ ッ トワー ク上 の リソー スを探 査 す る場 合 ,一 定の 知識 体系 に基 づ いて ネ ッ トワー ク上 の ト

ラバ ー スが可 能 にな り,タ ス クプ ラ ンニ ング管 理が 容易 に な る。

・課 題の分 担 ,並 列探 査,エ ー ジェ ン トの ラ ンデ ブー点の 指定 な どが容 易 にな る。

10.6マ ル チモ ダ リテ ィデ ー タ処 理

現在製品化 されているマルチメデ ィア管理 ツールは各 ドキ ュメン トが内包す る意味処理 とい う

点ではこれまでのツールよ りも前進がある。 しか し,こ れ らのツールにおける意味情報 とは,異

な ったメディアをその生成 時の同期関係,各 メディアを提示す る時の同時関係などメディア管理

に関連す るものである。

一方,い くっかのWebサ イ トで非 テキス トデ ータ主体の情報提供が行われて いる。 このよ う

なサイ トでは,蓄 積 されている各データには,そ れぞれデータ リソースを代表するイ ンデ ックス

が付 け られ,そ のイ ンデ ックスによって分類 されている。 これ らのサイ トにおける検索は,テ キ

ス トベースによる検索が主体 となっている。 このような検索方式に加え,さ らにイメージの内容

を表すアイコンを検索の補助手段 と して用いているサイ トもある。 この方式の問題点 として以下

の各点が挙げ られよ う。

・イ ンデ ックスが表す内容か らその コンテ ンツを特定 しづ らい。

・専門知識が必要 となる。

・複数の話題を同一 リソースを持つ場合その内容を特定 しづ らい。

・データ更新のタイムラグが大 きい。

検索や検索支援技術そ してデータソースの 自動イ ンデ ックス作成技術の成熟度 は低い。その一

方で既存のパター ン認識技術や知識処理技術で,こ れ らの課題を ブレークスルーす る技術 に関す

る明確な展望が得 られていない。 この問題の根源 は非テキス ト情報を表象するデータと,意 味を

表象す るシンボルとのセマ ンティ ックギャップを解消す る技術が未熟であることである 〔6〕 。

10.7マ ル チ モ ダ リテ ィデー タの 構 造 化

たとえば,動 画像は静止画像 とは違 って一定のス トー リーを持 っている。 このス トー リーはさ

らにいくつかのサブス トー リーに分割 でき,さ らにこのサブス トー リー もいくつかの構成要素に

分割できる 〔7〕 。 これはテキス トで表現された情報 には文書→段落→文→単語 といった階層が

存在するのと似ている。非言語的データにおいて も適切な単位 に分節化す ることが,よ り深い処

理を行 うための出発点 となる。
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この方式のポイン トは,状 況依存性を無視すれば情報の根源的意味は一つであるが,表 象形態

すなわちモダ リテ ィが異なったデータ集合 としてマルチメディアを位置付 け られる点である。つ

まり,マ ルチメディアとはモダ リティが並行 したデータ集合 といえ る。

このよ うなモダ リティの並行性を生か した処理を行 うためには,そ れ と適合 した情報 ソースを

見つけることと並んで,各 モダ リティ間の レベル合わせが必要 となる。 これは,各 モダ リティ内

の他段階処理 とモダ リテ ィ間の同期化が必要であることも意味 している 〔5〕 。モダ リテ ィの特

殊性 を考慮 した多段階処理 と,か っ意味的な等価 なモダ リテ ィ間の同期処理のモデル化のために

もGLSの スキームが適用で きる。

ロ

ユーザ→[三 三コ

1イ ンデ ・クス1

シンボル

<≒ 一一 ー 一一同期化一 一→>

1
ぐ一一一一一一ー一周期化一一 レ

↓ ↑処理

1特 徴 特徴1
1

処理2

↑

計
図3:多 段階モダ リティ処理

1.プ リプロセス

このフェーズでの重要な処理はユーザ との対話に基づいてユーザの要求を収集 し,使 用 し

たい構造化情報抽 出法を確定 し,テ キス トデータの収集 と整理等を行 う。

2.構 造抽出

構造 抽出フェーズではプ リプロセス フェーズの処理に基づいて構造抽 出を行 う。 この フェ

ーズではエ ッジ検出,プ リミティブの処理,統 計的,お よび確率的 な手法,ニ ューロネ ッ ト

技術な どの方法を利用 しクラスタを生成する。

3.管 理/精 緻化

前 フェーズで抽出 した基本的 プ リミティブやプ リミティブ間の類似性 と知識ベース中の知

識 とを照合 し,さ らに大きな図形単位への合成などを行 う。 この画像上のプ リミテ ィブ合成

過程は,そ のプ リミティブに対応す る概念の合成 となる。ゆえに,あ るプ リミティブ同士の

矛盾性の チェックを,そ れに対応す る概念の組合せにおける矛盾のチ ェックとできる。
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この三つの フェーズ処理によ って,モ ダ リティ間の並行性を生か した多面的データ分析,多 段

階の概念抽象化そ して意味情報の抽出が可能になる。 さらに,ユ ーザの要求による構造化だけで

な く,動 的な発見 プロセスの組織化,発 見プロセスの制御 と性能改善なども行 う。 このプロセス

か ら,マ ルチモダ リティデータ処理に関するメタ知識 も抽出できよ う。
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11.モ ー パ イ ル デ ー タベ ー ス シス テム に関 す る

調 査 研 究

㈱ イ フ ・ア ドバ タ イ ジ ン グ





11.モ ーパ イ ル デ ー タベ ー ス システム に関す る調査 研 究

11.1概 要

11.1.1目 白勺

情報通信技術の進展によって,今 日,情 報通信ネ ッ トワークの活用が急速 に拡大 しっっ あ

るが,そ の多 くは有線による位置固定の コンピュータ間に結合するものである。確かに,無

線LANの 利用 も多 くの場で見 られるよ うにはなったが,そ れで もコンピュータおよび関連

機器 は,通 常,設 置場所が固定 されている。

こうした中で,最 近,無 線等を利用 した移動型の情報通信 システムが大 きな脚光を浴びて

お り,特 にパーソナル ・ハ ンディホ ン ・システム(PHS)等 の進展によって急速 に普及 し

よ うと している。

膨大 な情報を効率的に活用 しなければな らないユ ーザにとって,移 動型 ステー ションを通

じて必要な場所か ら,必 要な特 に即座に様々なデータベースにアクセスできれば,さ らにサ

ーバ内のデータの更新 もできれば
,ユ ーザの利便性が飛躍的に向上す る。 しか し,こ うした

場合,位 置が固定 されない移動型のシステム間での通信処理(モ ーパイル コンピューテ ィン

グ)が 重要 となる。 また移動型ステー ションは小型 ・軽量であるだ けに,サ ーバ とクライア

ン ト間の通信量および通信時間の軽減が必要 とされる。

このため,固 定位置のデータベースサーバを移動型ステーシ ョンの クライアン トが利用す

る問題 について様 々な側面か ら考察す る。 さらに,こ うしたシステムを利用 した有効 データ

ベ ースサー ビスにつ いて検討を行 うとともに,併 せて既存の大規模ネ ッ トワーク,た とえば

イ ンターネ ッ ト等の融和性にっいて も考察する。

以上の調査 ・研究によって,わ が国のデータベース振興に資す ることを 目的 としている。

11.1.2実 施内容

本調査 ・研究における主な実施内容 は,以 下の項 目に示す通 りである。

1)移 動型検索方式

移動型ステー ションを通 じて,デ ータベースサーバ内のデータを検索す る方式について

検討す る。 ステーシ ョンとサーバ間の通信量を減少す るためにサーバ内のデータをステー

シ ョン内にキ ャッシングす ることによ り,通 信量を減少す る方式を検討する。

2)移 動型 トラ ンザ クション管理方式

次に,複 数のデータベースサーバ内のデータを更新す る方式を検討す る。特 に,利 用者
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が移動 しなが らサーバを利用す るときに,サ ーバ内のデータの一致性を保っための同期方

式を検討す る。

3)デ ータの配置方式

移動型ステーシ ョンか ら,デ ータベースサーバを利用す るために,デ ータを複数のサー

バにどのように配置するかについて検討する。

4)移 動型ステーシ ョンによるデータベ ースサー ビス。

移動型ステーシ ョンを利用 した有効なデータベ ースサー ビスにつ いて検討を行 う。

11.2実 施 成 果 の 要 旨

11.2.1シ ステム モデ ル

現在 の デー タベ ース シス テム は,DBMS機 能 の うち利用 者 イ ンタ ー フ ェー スの部 分 を ク

ライ ア ン トに,デ ータベ ー スに対 す る基 本 操作 部分 を サ ーバ に機能分 散 させ る形 態 を とって

い る。 こ う した デ ータベ ー ス システ ム は,通 常,複 数 の クライ ア ン トとサ ーバがLAN等 の

通信 ネ ッ トワー クに よ って相互 接 続 され てい る。

一方 ,こ れ まで の通信 ネ ッ トワ ー クは,有 線 ネ ッ トワー クで あ りクラ イア ン トもサ ーバ も

ネ ッ トワー ク上 の 固定 の位 置 に接 続 され て いた。 これ に対 して,現 在,携 帯 電話,自 動 車 電

話,PHS等 の 無線 を用 いたモ ーパ イル通 信 技術 が進 展 し普及 しっっ あ る。 また,コ ンピュ

ー タ もきわめて 小型 で高 性能 化が 進 みっ っ あ る。 したが って ,こ う した超 小型 コ ン ピュー タ

を携帯 型 ステ ー シ ョ ンと した移動 型 クライ ア ン トとサ ーバ,つ ま りモーパ イ ル クラ イア ン ト

とサ ーバ に関す る システム モデ ル にっ いて提 案 を行 った。

11.2.2検 索方式

まず クライア ン トとサーバが移動 している場合,ク ライア ン トか ら特定のサーバに通信を

行 う方法にっいて検討を行 った。 モーパイルデータベースシステムでは,同 様のデータを保

有す る複数のサーバが存在するため,最 も有効なサーバを特定 し利用す る必要があ る。 した

が って,デ ータベ ース内のデータをオ ブジェク トとして,オ ブジェク トがデータベースサー

バ内に分散されて いる場合の通信方法 にっいて,伝 送速度,伝 送品質の変化等を加味 しっっ

検討 した。その上で,ク ライア ン トがオブジェク トをベースとしてサーバにおけるデータを

効率的に検索す る手順 について提案を行 った。
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11.2.3ト ランザクシ ョン管理方式

モーパイルデータベースシステムでは,各 ユーザが所有す る移動型 ステーションが長時間

の通信 を行 うための十分 な容量のバ ッテ リを持てない。 このため移動型ステー ションはサー

バとの通信を最小限に止 める必要がある。また,た とえ移動型ステーシ ョン内の クライア ン

トがサーバ との通信状態 を切断 されても,サ ーバ内のデータを利用 したプログラムを継続 さ

せる必要がある。 また,利 用者 も移動 しなが らサーバを利用す る場合 に,サ ーバ内にデータ

の一致性を保たねばな らない。 こうした視点 にたって,複 数のデータベースサーバ内のデー

タを更新す る方式,つ まり トラザ クション管理方式 にっいて研究を行 った。

11.2.4デ ータの配置方法

複数のデータベースサーバか ら構成される分散データベースシステムの 目的の一つは,利

用者に対 し分散 されてい るデータがそれぞれ独立 した形を とっていることを示す ことにある。

この場合,利 用者か ら見える分散データベースシステムのデータベースは,テ ーブルの集合

と言える。 したが って,こ こでは移動型ステーションか らデータベースサーバを利用す るた

め,デ ータを複数のサーバにどのように配置するかにっいての検討を行 った。

11.2.5モ ーパイルステーシ ョンによるデータベースシステム

これまでのデータベ ース システムは,固 定的な コンピュータ内に構成 され,デ ータベース

管理者の下で集中的 に管理 されて きた。 こうした統合的データベースシステムは,情 報提供

型大規模データベースシステムとして今後 も必要とされよ う。 しか し,一 方ではコンピュー

タの小型化,高 機能化に伴 いこれ らを携帯型端末としたデータベースの検索 はもとよ り,こ

れ ら自身が個人的デー タベースを保有する移動型分散データベースシステムが急速に進展 し

ていくものと考え られ る。 さらに,今 日のイ ンターネ ッ ト等のネ ッ トワークの急速 な進展 に

ともない,多 くの個人が保有す るデータベースを有機的 に相互接続す るような超分散データ

ベースシステムが構成 されていることになろう。 ここで はこうした場合の各データベースシ

ステムの関連付け,デ ータベースの検索,構 成 され るモーパ イルデータベースシステム等の

問題点等につ いて考察 した。
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12.情 報 収 集 ロボ ッ トに よ るlnternetで のWWW所 在 検 索

デー タベー スの構 築

12.1概 要

近年,イ ンターネ ッ ト(lnternet)と いう世界的規模のネ ッ トワークが広 く知 られるよ うにな

った。イ ンターネ ッ トは全世界 の少 くとも81か 国以上,200万 台以上の コンピュータが接続 され

ているo,2)。 今では学術研究分野で主 に使われて きたが,最 近 は科学技術分野だけではな く,

人文科学を始め とする大学教育全般を始め,小 ・中 ・高等学校を も巻 き込んだ普及 ・展開が され

て きている。更に,企 業 ・団体の参加の増加社数 は群を抜 いてお り,こ れか らの通信情報伝達手

段 として,大 きな期待が持たれているっ

特に最近注 目を浴びているのは,WWW(WorldWideWeb)と 呼ばれ る,マ ルチメデ ィア対応

の情報蓄積 ・検索 システムである。 これは,イ ンターネ ッ トに接続 されているホス トマシン(多

くはUINXが 利用 されている)上 に,HTMLと 呼ばれ るSGMLベ ースの言語で記述 されて

いるデータを,PCを 始めとす る多 くのクライア ン トシステムか ら呼び出 して見 ることがで きる

ものである。HTMLで は,リ ンクと呼ばれる仕掛 けによって,世 界中どこのホス トにあるデー

タ も直接参照することができ,こ れが新 しいデータベースの基本構造 として認識 され始 めている。

WWWで は,膨 大 な量のデータに直接 アクセスで きるメ リッ トがあ るが,一 方,求 める情報を

捜 し当て ることがなかなか難 しいといわれている。 このような状況か ら,希 望す る情報を素早 く

捜 し当て る手立てを講 じる必要がある。

本報告は,上 記のよ うな要求に答え,イ ンターネ ット上のWWWサ ーバ(HTMLに よる情報

を蓄積 し提供す るホス トマ シン)を 自動的 にソフ トウェアによるロボ ッ トを使 って網羅的に探索

し,URL(UniformResourceLocator)と 呼ばれ るWWWの 所在情報 と,そ の中に含 まれ る情

報を抽出 ・整理 して検索用のキーワー ド情報を作 り出すための基礎調査を行い,な らびにその結

果を利用 したWWWペ ージ検索用データベ ースのプロ トタイプを構築す るものであ る。

12.1.1目 白勺

WWWペ ー ジを探 索 す る既存 の ロボ ッ ト(ソ フ トウ ェア)は,学 術分 野 で は既 に い くっ かの

試 行が 行 われ て い る6・T・3)。 まず これ らの調 査 ・分析を 行 い,利 用 で きる技 術 や システ ムの確

認 と調 査 を行 う。

既存 の ロボ ッ トで ラ イセ ンス関係 の問 題が 無 く,ベ ース と して 使 え そ うな ものが あ れば改 良

試 作 を行 い,日 本語 で の運 用動 作 につ いて確認 す ると ともに,今 後 の拡 張 にっ いて も評 価す る。
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特に日本語 による世界中の主要WWWペ ー ジの探索情報を作成す ることを最終 目標 とし,そ の

ための基礎データを収集することを 目的 とす る。

ロボ ッ トによって収集 したHTMLデ ータの評価 ・分析を行い,今 回の実行結果をWWWブ

ラウザか ら検索できるように して見 る。 このプロ トタイプデータによる情報検索サー ビスを試

行 してみる。 これ は将来,有 料サー ビスへの移行 を検証する ものであ る。

12.1.2実 施 内 容

12.1.2.1ロ ボ ッ トのベ ー スシ ステム

現 在 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で ロ ボ ッ トと称 さ れ て い る シス テ ム は か な り多 数 に の ぼ る。

MartijnKoster氏 のrListofRobots」 とい うWWWの ペ ー ジ3'`)に は世 界 中 の ロボ ッ ト関

係 の システ ムの一 覧表 が あ る。 また,NTTの 「SearchEnginesinJapan」 ペ ー ジ「J)には,

日本の検 索 シス テムや リンクペ ー ジの情 報 が あ る。 これ らの 内,ロ ボ ッ トと して 認識 で き る

ものを表1に ま とめた 。

日本 で研究 され て い る,WWWペ ー ジを検 索す る既 存 の ロ ボ ッ ト(ソ フ トウェア)で は,

早 稲 田大 学の 千里 眼な どが知 られて い るが,今 回 はア メ リカの コロ ラ ド大 学 で開発 ・公開 さ

れてい るハ ーベ ス ト(Harvest)8・9・Io)に 注 目 した。Harvestの 最 新版 はV1.4で あ るが,

論 文8)に もあ る よ う に,さ ま ざ ま な基 本 的 な機 能 を 実 現 して い る。 今 回 は このHarvestを

ベ ース システ ム と して採 用す る こと とす る。

12.1.2.2日 本語 情報 に対 応 する ため の拡 張

HarvestはWWW上 で提 供 され て い る情 報 を収集 し,そ れ をデ ー タベ ース化 す るた めの,

ソフ トウェア ロボ ッ トで あ る。Harvestは 欧米 語 と くに英 語 で書 かれ た ものの みを対 象 と し

てい る。 このた め,日 本 国内で 提供 され て いる情報 を収 集 し,デ ー タベ ース化 す るため に,

日本語 を扱 え るよ うに拡張 を行 った。

Harvestで は,収 集 した各ペ ー ジか ら,デ ー タベ ース に収録 した い文書構 造 のみ を抽 出 し,

その特定 の文 書構造 に含 まれ るテ キ ス トか ら,デ ー タベ ース を作 る ことが可 能 で あ る9)。 た

とえば,個 々のHTML文 書 中 に含 まれ る,〈H1>,〈H2>...〈H6>の ヘ ッダ ー情 報 と,〈TITLE>

をデ ータベ ー スに収 録 し,そ の 他 は収録 しな い とい うよ うな指定 が で きる。 これ らの情報 の

抽 出 には,SGMLの バ ーサを 使 って お り,ま ず は,こ れ の 日本 語 化 を行 った。
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表1:lnternetRobot－ 覧 表

シス テ ム名 作者または管理者 記述言語

JumpStation

RBSESpider

webCrawler

TheNorthStarRobot

W4(theWorldWideWebWanderer)

6shsearch

ThePythonRobot

htmLanalyzer-0.02

MOMspider

HTMLgobble

WWWW-theWORLDWIDEWEBWORM

W3M2

websnarf

TheWbbfbotRobot
L

Lycos

ASpider(AssociativeSpider)

SG-Scout

EITLinkverifierRobot

NHSEWebForager

webLinker

Emacs-w3SeaTchEngine

Arac㎞ophilia

MacWWWWo㎝

chur1'

tarspider

ThePeregrinator

Checkbot

webwalk

Harvest

Katipo

InfbSeekRobotLO

GetURL

OpenT>xtCoq)orationRobot

TheTkWWWRobot

A聡1W3Robot

CS-HKUSTWWWIndexServer

SpryWizardRobot

weblayers

webCopy

Scooter

Aretha

webwatch

ArchitextSpider

HI(HTMLIndex)Search

explorer

Sendgan

Fumelweb

TheJubiiIndexingRobot

Jobot

DeWeb(c)Katalogβndex

vvebCore/Roots

RobotFrancoroute

Duppies

IncyWincy

IBM.Planetwide

Nomad

UCSDCrawl

webfbtcher

libertech-rover

HTDig

BlackWidow

Pioneer

ODIN

TITAN

RCAAU

Jona血onFletcher<j・fletche@stirling・ac・u1～>

David.Eichmann<eichmann@rbsejsc.nasa.gov>

Br豆anPinkerton<bp@webcrawlercom>

FredBar亘e<ba㎡e@uncedu>

MatthewGray<mkgray@mit.edu>

PaulDeBra<debra@win.tue.nl>

GuidovanRossum<Guido.van.Rossum@cwi.nl>

JamesEPitkow<pitkow@aries.colorado.edu>

RoyT.Fielding<6elding@ics.uci.edu>

AndreasLey<1ey@rz.uni-karlsmhe.de>

OliverMcBryan<mcblyan@piper.cs.colorado.edu>

ChristopheTronche〈tronche@)1ri」 ヤ>

CharlieStross<charles@f㎞a.com>

LeeMcLoughlin〈L.McLoughlin@doc.ic.ac.uk>

DLMichaelL.Mauldin<fUzzy@cmu.edu>

FredJohansen〈 廿ed@nvg.uniしno>

PeterB㏄bee<ptbb@ai皿iしedu,b㏄bee@parc.xerox.com>

JimMcGuire<mcguire@eiしCOM>

RobertOlson .〈olson@mcs.anLgov>』

JamesCasey〈jcasey@maths.tcd.ie>

WiniamM.Peπy<wmpeπy@spry.com>

VinceT㌔luskie<taluskie@utpapa.ph.utexas.edu>

SebastienLemieux<1emieuse@EREUMontrea1.CA>

JustinYUnke<yunke@)umich.edu>

OlafSchreck〈chakl@fU-berlin.de>

JimR孟chardson<jim@maths.su.oz.au>

HansdeGTaaff<jj.degraaf砲twLtudelft・nl>

RichTbstaτdiatHP

hardy@bruno.cs.colorado.edu'

MichaelNewbely<MichaeLNewbely@vuw.ac.nz>

SteveKirsch<stk@infbs㏄k.com>

JamesBurton<James@Snark.apana.org.au>

TimBray〈tbray@opentexLcom>

Sco"Spetka<scot@cs.sunyit.edu>

LaulentDemailly<dl@hplyot.obspm.fr>

BudiYUwono<yuwono-b@cs.usthk>

SPIy〈infb@SPIy.com>

LoicDachary<loic@afp.com>

VictorParada<vparada@inf.utfsm.cl>

LouisMonier<monier@pa.dec.com>

DaveWeinerdavew@welLcom>

JosephJanos<janos@specter・com>

ArchitextSoftware<spide@atexしcom>.

RazzakulHaiderChowdhury<a94385@cs.ait.ac.th>

PaulBoud(e<pd.bourke@auckland.ac.nz>

TAMURAKent<kent@muraoka.infb.waseda.ac.jp>

DavidEagIes<eaglesd@pc.com.au>

JakobFaarvang<jakob@jubiLdk>

AdamJack<勾ack@colp.micrognosis.com>

MarcMielke〈dewebmasIer@orbit.de>

CarlosBaquero<wc@di.uminho.pt>

Marc-AntoineParent<maparent@crim.ca>

LaπyBurke<1burke@aktiv.com>

SimonStobart<simon.stobar@sunderland.ac.uk>

EdCostello<epc@www.ibm.com>

RichardSonnen<sonnen@cs,colostaしedu>

AdamTnghman<atnghma@mib.org>

ontvpittsburgh,Lp.<webmaster@ontv.com>

AnilPeles-da-Silva〈adasilva@libertech.com>

AndrewScherpbier〈andrew@sdsu.edu>

KevinHoogheem<㎞ooghee@marys.smumedu>

MicahA.Williams<micah@sequent.uncf釦.edu>

原 田 昌 紀 〈harada@graco.c.u-tokyo.acＬp>

titan-admin@isserv.tas.nttjp

in{bco肝w3-search@kuamp.kyoto-u.ac・jp

Perl4,C,C++

C,Oracle,WAIS

C

－

一
.

C
-

-

Per14

-

-

Perl4,Perl5,C++

一
一

(緬tememolym(》del)

CGIscdpt

「 -

HTML,CGIscript

Perl5
-

Lisp

-

HyperCard
-

一

－

Per15

C

C,Perl4,Per15

C

Py也on

ARexx

-
・

Tbkπk

Td

C

-

Per15

Perl40r5

C

Macs

C++

Perl5andC

Perl5

C++

C

C,C++

VisualBasic4.0
.

Perl4

Perl4

Perl5

Perl5,Sqlplus
-

C++

Perl5

Perl4

Per14

C++

C+÷

C++

C,C++

C

－

二

一
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表2:開 発実行環境

Machine IBMRiscSystem6000model43P-133

OS AD(RiscSystemVersion4.1.4

Memory 64MB

HDD total9.4GB(includingintemallGBHDD)

また,開 発 ・テス ト実 行環 境 と して,表2の よ うな環境 を用 意 した。 この ため,AIX環

境 で再 コ ンパ イルす る際 に必要 にな った,AIX固 有 の ローカル な修正 も行 った。 修正 箇所

の主 な部分 を下 記 に列 挙す る。

・SGMLバ ーサ であ る"sg皿ls"を 日本 語 化 した。

・xfreeO関 数 内で 呼 び出 して い るfreeシ ステ ム コールが 正 しく動 作 して いな い ことを対

処 した。

・実行 時 の仮 想記 憶容 量 を1 .3GBと した。

12.1.2.3得 られ るデ ータの フ ォーマ ッ ト

日本 語化 され たHarvestに よ り収 集 され たHTMLデ ータ は,表3に よ るHTMLの タグ

か らHarvestで 採用 され て いるデ ー タ記 述 方式 で あ るSu㎜aryObjectInterchangeFormat

(SOIF)の フィール ドに変換 され る。 具体 的 に は,表4の よ うな フ ォーマ ッ トで検索 デ

ー タが得 られ る ことにな る。

デ ー タ は,@FILE{..}の 形 式 を して い る。 この デ ー タをDBMS化 して検 索 に

利用 す る こ とに な る。形 式 は単純 なので,さ まざ まなDBMSやGUIに 対 応す る ことが で

きる。
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表3 HTMLタ グ とSOlFフ ィー ル ドの対 応表

HTMLの タグ タグの意味 SOIFフ ィー ル ド

url-referencesAHREF リン ク先

ADDRESS ア ドレス/著作権表示 address

B ボール ド体 keywords

EM 強調(イ タリ ック体) keywords

H1 ヘ ッダ行(レ ベル1) headings

H2 ヘ ッダ行(レ ベル2) headings

H3 ヘ ッダ行(レ ベル3) headings

H4 ヘ ッダ行(レ ベル4) headings

H5 ヘ ッダ行(レ ベル5) headings

H6 ヘ ッダ行(レ ベル6) headings

1 イタ リ ック体 keywords

META:CONTENT メタ情報 $NAME

STRONG 強調(イ タ リ ック体) keywords

TrrLE タイ トル title

Tr タ イプ ラ イター 体 keywords

表4:SOlFデ ータ フ ォー マ ッ トの 雛型

OF工LE{http://harvest.cs.co!orado.edu/harvest/user-manual/node99.html

update-time{9}:793962520

Time-t二 〇-Live{7}:・9676800

Last-MOdification-Time{1}:O

Refresh-Rate{7}:2419200

Gatherer-Name{57}:Net二warked工nformationDiscOveryandRetrieval

Gatherer-Host{21}:bruno.cs.colorado.edu

Gatherer-Version{3}:1.O

Update-Time{9}:781478043

Type{4}:HTML

File-Size{4}:2551

MD5{32}:c2fa35fd44a47634f3908665'2e879170

author{42}:DarrenHardy

WedFeb1513:27:56MST1995

keywords{68}:aboutdocumentdrakosharvesthtmlindexlatexmanual

nikOsthisuser

url-references{274}:user-manual.html

node98.html

node3.htm1

Partial-Text{601}: Aboutthisdocument

Title{84}:工RTFRese'archGrouponResourceD土scovery

工RTFResearchGrouponResourceDiscovery

Keywords{121}:advancedagencybowmandanzigdarrenhardyharvestmanbermic

michaelpeterproblemsproゴectsresearchschwartzヒalkudi

}

一105一



12.1.24デ ー タベ ー スの 日本 語化

抽 出 されたSOIFフ ォーマ ッ ト情報 を,デ ー タベ ー ス化 す る際 に,日 本語 によ る検索 が

出来 るよ うに しなけれ ば な らな い。Harvestで は,glimpse,waisな ど,様 々 なindexingメ カ

ニ ズムを サ ポー トして い る9)。 日本 語で検 索 で きる よ うにす るため に ,実 験 段 階 で はMWA

ISi]・12)を 利 用 した が,最 終 的 には任 意 のWWWサ ーバ(httpd)で も検索 処 理が で きるよ

うに,評 価 試験 用 の検 索 システ ムを作 成 した。

12.1.2.5WWW検 索用 イ ンターフ ェー ス

WWWの ブラ ウザ を利 用 して検 索す るための イ ンター フ ェースを 作成 した。検 索 システ ム

の概要 を図1に 示す 。 また,検 索 を行 う際 の ブ ラ ウザ に よ るGUIの 例 を図2に 示す 。

SOIF

file

検索キー語[=コ

西

CGt・81N

検索実行
プログラム

検 索 結 果 表 示

1.URL:http;〃www.xxx._

・内 容 の 一 部 を 表 示 す る

2.URL:httpゾ/www.xxx_.
・内 容 の 一 部 を 表 示 す る

3.URL:httpV!www.xxx_.
・内 容 の 一 部 を表 示 す る

4.URL:http:〃www.xxx_

・内 容 の 一 部 を表 示 す る

図1:検 索 イ ンタ ー フ ェース概要
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図2:WWWブ ラ ウザに よる検索 イ ンタ ー フ ェー ス

12.2検 討 結 果

12.2.1ロ ボ ッ トによるデ ータの収集

まず,ロ ボ ッ トを どのURL地 点か ら走 らせ るかを検討す る必要が ある。学術研究用の

URLを 効率的にた どるために,あ らか じめ下準備 として,早 稲田大学の村岡研で収集 した

URLデ ータを利用 した。

データの収集は,学 術系のWebサ ーバが集中 しているつ くば市地域を対象 として行 った。

表5にWWW上 の情報 を収集 した機関名 と ドメイン名の一覧表を示す。

ロボ ッ トによる検索 は,長 時間に渡 って大量 の トラフィ ックを発生 させ るので,実 際に実

行 す る際には十分 に注意 しなければな らない。今回 は,PowerPC+AIXの ハー ドウェ

ア環境を用意 し,1.5Mbpsの 高速回線を利用することで,毎 秒1回 の割合で検索要求を出 し

たが,よ り低速の回線で は過大な負荷 となるので注意すべ きであろ う。試行で収集 したデー

タのサイズを表6に 示す。

各サーバ の探索方法 には,表3の ような方法がある。それぞれに特徴があ るが,今 回のよ
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うな探索では幅優先の探索が適 している。幅優先 とす ることによ って,指 定 した複数 のスタ

ー トポイ ン トか ら
,均 等 に深さを徐 々に深 くして検索するので,各 スター トポイ ン トか ら満

遍な く情報を取得す ることがで きる。

幅優先 深 さ優先

幅 優先 探 索

深さ優先探索

各スター トポイ ントか ら同 じ深さで徐 々に降 りて くる

最初のスター トポイン トを見終わ ってか ら徐 々に他を検索す る

図3:各 サーバの探索方法
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表5:機 関名 と ドメイ ン名の対応一覧表

1機 関名}ド メイン名1

'

国立研究所および政府関連機関

通産省工業技術院 aist.90加

科学技術庁防災科学技術研究所 bosai.gojp

建設省国土地理院 gs1-mc・90JP

文部省 高エネル ギー研究所 kekjp

気象庁気象研究所 mn寸magojp

宇宙開発事業団 nasda.gojp

環境庁国立環境研究所 nles・90JP

科学技術庁無機材質研究所 mnm・90JP

科学技術庁金属材質技術研究所 nrim.gojp

建設省土木研究所 pwri.gojp
科学技術庁研究交流センター statci.gojp

農林水産省農業生物資源研究所 abLaffrc.gojp

農林水産省農林水産技術会議事務局 cc.affrc.gojp

農林水産省果樹試験場 fruiLaffrc.gojp

農林水産省森林総合研究所 jircas.affrc.gojp
農林水産省国際農林水産業研究センター jircas.affrc.gojp
農林水産省農業研究センター narc.affrc.gojp

農林水産省食品総合研究所 nfri.af獄c.gojp

農林水産省農業環境技術研究所 niaes.affrc.gojp

農林水産省家畜衛生試験場 niah.affrc.gojp

農林水産省蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 nises.affrc.gojp

農林水産省農業工学研究所 nkkaf廿c.gojp

教 機関

東京家政学院筑波短期大学 kasei.ac担

筑波大学 tsukuba.acjp

筑波技術短期大学 tsukuba-tech.acjp

図書館情報大学 ulis.ac拒

っ くば市立桜南小学校 ounan-es.tsukuba.ibaraki,jp

非営利機関

新情報処理開発機構 「wcp・OLJP

社団法人 農林水産先端技術産業振興センター stafforjp
一般企

筑波研究 コンソー シアムltr(沌eLcojp
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表6:機 関名 とWWWで 提供 している情報量

機関名
提供 している情報量

ページ数 バ イ ト数 サーバ数

通産省工業技術院
●

2863 6611059 1

科学技術庁防災科学技術研究所 106 140002 3

建設省国土地理院 796 2888405 2

文部省高エネル ギー研究所 +1797 +9338589 +33

気象庁気象研究所 156 315963 1

宇宙開発事業団 1237 2289395 8

環境庁国立環境研究所
`

1670 4495317 1

科学技術庁無機材質研究所 30 236777 1

科学技術庁金属材質技術研究所 674 1619592 2

建設省土木研究所 141 153147 1

科学技術庁研究交流センター 73 173076 1

農林水産省農業生物資源研究所 12 26051 1

農林水産省農林水産技術会議事務局 197 393463 5

農林水産省果樹試験場
■

一 一 一

農林水産省森林総合研究所 197 689171 1

農林水産省国際農林水産業研究センター 137 363434 1

農林水産省農業研究センター
■

2 2859 1

農林水産省食品総合研究所 9 10610 1

農林水産省農業環境技術研究所
■

259 654323 1

農林水産省家畜衛生試験場 849 4876288 2

農林水産省蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 35 70587 1

農林水産省農業工学研究所 一 一 一

東京家政学院筑波短期大学 13 110128 1

筑波大学 +2477
■

3803491 +53

筑波技術短期大学 107 150243 4

図書館情報大学 1652 4615636 7

っくば市立桜南小学校 95 77273 1

新情報処理開発機構 73815819352 1

社団法人農林水産先端技術産業振興センター 100 868384 1

筑波研究コンソー シアム 17 32590 1

合 計 +16439+60825205 +137
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12.3今 後 の 課 題

12.3.1Harvestの 問題点

Harvestは ある特定の話題や,本 来ある限 られた範囲の情報を収集す ることを 目的 としたソ

フ トウェアロボ ッ トである9)。 このため,広 い範囲の情報を収集 し,デ ータベース化す るのに

は若干工夫す る必要があ りそ うである。今回の計画では,「 日本国内で提供 されている情報す

べて」 とい う広い範囲の情報を このソフ トウェアロボ ッ トを利用 して収集 しようとしたが,こ

の点 については再度検討を行 って実際の運用方法を考えなければな らない。

12.3.2漢 字 コー ドの文字化 けについて

SOIF形 式のデータには若干で はあるが,漢 字コー ドの一部が壊れて解読不可能 になって

いる部分がある。 これは,該 当URLの ファイル 自身が壊れていた可能性を否定で きないが,

転送後の ファイル変換での問題であ るか も知れない。

Harvestは 基本的には8ビ ッ トスルーでデータを収集する。 このため,元 ファイルがJIS,

EUC,SJISな どで記述 されていると,そ のコー ドのままひとっのファイルにまとめて集

積を行 う。 このファイルを入力 コー ドを仮定 して処理すると,誤 変換が多 く発生 して しま うた

め,今 回は行毎 に漢字 コー ドを判定 して変換を行 った。

これで普通であれば正 しく変換 できるはずであるが,誤 変換 している部分 は更に詳細な追試

を行 う必要があ りそうであ る。WWWペ ー ジに 日本語を掲載す る場合 は,ISO2022に 基づ く

言語環境 シフ トコー ドを伴 ったJISコ ー ドを使 うことが推奨 されてい るが,ま だ直接SJI

Sコ ー ドで書かれているページも多 く見受 けられ る。 このよ うな問題 は,webmasterと 呼ばれ

るWWW管 理者の教育や,専 門職 と しての認知 と処遇が まだまだ浸透 していないことによる面

があるように思われ る。

12.3.3動 作環境の増強

今 回のつ くば地域 での試 行で,約6MB弱 のデータを採集 した。全 国的な規模 で行 うと,

1,000倍 以上のデータ量 となることが予想されるので,更 に大規模 なサーバ と大容量回線を用

意す る必要があ りそ うである。

12.3.4今 後 の検 索 デー タベ ー スに求 め られ るポ イ ン ト

Harves・tを 用 いて 広 い範 囲 の情報 を収 集 しデ ー タベ ース化す る に は,主 題 別 の各 々の複 数 の

デ ー タベ ースを作 成 し,そ れ らを一 つ の フ ロ ン トエ ン ドで検索 す るよ うな形 で行 うのが良 さそ
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うである9}。

但 し,今 後WWW上 で提供されている情報がますます多 くな っていること考えると,あ らか

じめ決め られた特定の情報のみを収集 し,デ ータベース化す るソフ トウェア ロボ ッ トが必要 と

な って くると予測す る。

現在は主に人間によるチェ ックによってイ ンデックス別に集め られたURLを 羅列す るサー

ビスが行われており,日 本ではNTTの ものが良 く知 られているが,今 後は,主 題別 に整理さ

れた情報をロボ ッ トで も集め られるよ うにす る必要がありそうである。
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13.イ ンハ ウス デー タベ ー ス用CGl作 成 の調 査研 究

13.1目 的

イ ンターネ ッ トの普及 に伴 いWWWサ ーバ による情報提供は急速 に進んでお り,企 業のみな ら

ず行政機関を含む公的機関 も,従 来の紙 による情報提供か らイ ンターネ ッ トでの情報提供を積極

的に行 っている。

ネ ットワークを使用す ることで,多 様で最新の情報を迅速 にかつ低 コス トで多数のユーザに対

してサービスが可能な ことか ら,新 しい情報提供手段の一つ としてあげ られ,さ らに静止画像,

動画や音声等のネ ッ トワークでは高 コス トで しか も困難であったマルチメデ ィア対応 も可能 とな

っている。

また この機能を利用 して,最 近ではイ ン トラネ ッ トと呼ばれ る社内LANで のWebサ ーバを利

用 した組織内向け情報サ ービスが盛ん とな り,一 層の情報提供機能の拡充 に拍車をか けている。

・これ らのWebサ ーバを利用 したサー ビスでは
,提 供され るデータはHTMLエ ディタ等により

容易に作成で き,ま た階層的な構造を持つ ファイルの リンクによる他の情報のアクセスやURL

による他 の情報源への到達が可能 とな り,さ らに,こ れの検索 ・情報を表示す るソフ トウェアで

あ るブラウザは,操 作が簡単で標準化がなされていることか ら,初 心者で も容易 に利用す ること

ができる。

しか しなが ら,Webサ ーバでの情報提供が進むにっれ,従 来の表層的なHTML形 式によ るデ

ータのみ な らず
,大 量のデータの提供や,こ れ らのデータをユーザが指定 したキー ワー ドで検索

可能 とす る機能が必要 とな って きた。 また,組 織内では共有するデータをデータベース化 してい

ることが多 く,こ れ らのデータを容易 に,他 の部門や外部へ提供す る傾向が強 くな ってきた。

そ こで,本 調査研究で は,既 に構築済みのデータベースのデータを利用 し,こ れ らのデータフ

ァイル とWebサ ーバ間にCGI(Co㎜onGatewayInterface)を 組み込 み,容 易にイ ンハ ウスデ

ータベースの内容をサーバで可能 とす る機能 を調査研究 し;そ の実現を図 るとともに
,こ の成果

を直 ぐに応用できることを実証するため,⑰ データベ ース振興セ ンターで作成 している 「データ

ベース台帳総覧」のデータを使用 して,イ ンハ ウスデータベースの利用普及を促進す ることとし

た。
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ユ ーザ

検索 ・表示

プ ログラム

httpd

検索 ・表示処理画面

イ ン タ ー ネ ッ ト

HTML形 式 ファ イル

CommonGateway

Interface

検 索 フ ァ イル 表 示 フ ァ イ ル

図13-1シ ステム概念図
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13.2実 験 シス テム の概 要

13.21設 計方針

調査研究の実施にあたり,作 成 される実験 システムの設計方針を以下のように定めた。

一般的な検索機能を有するWebサ ーバでは,サ ーバ ・ソフ トウェアに付属 して,CGI,デ

ータベ ース ・ソフ トウェアとCGIと の連携を図るゲー トウェイ ・ソフ トウェアが あり,さ ら

にそのゲー トウェイ ・ソフ トウェアにデータベース ・ソフ トウェアが接続 されている。

これ らのゲー トウェイ ・ソフ トウェア とデータベース ・ソフ トウェアは高価であるとともに,

それぞれのゲー トウェイやデータベース ・ソフ トウェアに依存 したCGIを 作成す ることが必

要であることか ら,今 回の調査研究では,こ れ らのソフ トウェアを使用せずに,パ ソコンに構

築 されたデータベースに蓄積 されたデータを提供対象と した。

(1)対 象 とす るデータの選定

組織 内で利用され るデータベースは,顧 客管理,経 理処理等の数値データを主体に した事

務処理で多 く利用 されているが,最 近ではワープロの普及 に伴 い文書情報(文 字情報が主体)

の電子化が進展 し,こ れ らを収集 しデータベース化 している。

そ こで,本 調査研究ではこれ らの文書情報で構成され るデータベースを ソースと し,デ ー

タと して は,一 般的な文書形式であ り,本 調査研究の普及啓蒙 に貢献可能な 「データベース

台帳総覧」 ファイルを対象 とす る。

(2)CGIの 機能選定

① 検索機能

検索条件について は,論 理和,論 理積及び否定の指定が可能 と し,検 索語は,入 力の切

替えの煩雑さを無 くすため全て2バ イ トコー ドとした。アルファベ ッ トや記号 にっ いて も

同様に2バ イ ト系を採用す る。

② 表示機能

・表示 は,検 索結果の概要を示す画面 と,こ の概要の一部を クリックすることで,当 該 の

詳細データが表示 され る画面の二つ とす る。

・HTML形 式への変換は,そ れぞれの処理に従いその都度変換す ることで,事 前のHT

ML化 作業の煩雑化を避 ける。

(3)Webサ ーバの選定

インターネ ッ トで は各種サーバ ソフ トウェアが使用 されているが,本 調査研究では最 も一

般的であ り無償で利用できるCERNhttpdを 採用す る。

(4)ブ ラウザの選定
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Mosaic,Netscape等 の一般 的 な ブラ ウザ を対 象 と し,日 本 語の 入力,出 力が 可能 なバ ー シ

ョンもの を想定 す る。

13.2.2シ ステ ムの概要

13.2.2.1文 書 情報 の形 式

(1)「 デ ー タベ ー ス台帳 総覧 」 のデ ー タを市販 のデ ー タベ ース ・パ ッケ ー ジの 「フ ァイル ・

メーカII」 で デ ータベ ー ス化 し,こ れ を原 デ ー タ と した。

(レ コー ド件数4,576件,総 バ イ ト数4,515Kバ イ ト)

(2)Webサ ーバ 用 の デ ー タ作 成 の た め に,こ の デ ー タベ ー ス か ら必 要 な デ ー タ を 抽 出 し

VisnalBasicで,加 工 編集 行 った。

① 検索部 分 と表示 部分 の 区分 け とその フ ァイル作 成

・検 索対 象及 び表 示対 象 にな るデー タ項 目の選 定

② 表 示 フ ァイルの 編集

・デー タ項 目の分 割(項 目の先 頭 に"#"を 付 与)

③ 検 フ ァイル の編 集

・デー タ項 目の分 割(項 目の先 端 に"#"を 付 与)

・英文字 の統 一(小 文 字 に統 一)

13.2.2.2ハ ー ドウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 構 成

以 下 の ハ ー ドウ ェ ア をLAN上 で 使 用 し た 。

・イ ン ハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス 用MacintoshQuadra61032MB

(漢 字TALK7.1)

・デ ー タ 加 工 用HP-600C

(Windows3.1)

・Webサ ー バ 用

SPARCstation5

・CPUmicoSPARC-II(85MHZ)

・MAINMEMORY32MB

・HARDDISK2
.1GB

(Solaris2.4)

・ネ ッ ト ワ ー クLANEthernet10B

イ ン タ ー ネ ッ ト接 続64k
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イ ン タ ー ネ ッ トへ

サ ー バ マ シ ン

SunSparc5

曇
DOS/Vマ シ ン

HP・600C

1縢
墨
Macintosh

Quadra・650

図13-2ハ ー ドウ ェア構 成 図

13.2.2.3ソ フ トウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 構 成

利 用 及 び 作 成 し た ソ フ トウ ェ ア は 以 下 通 り で あ る 。

・イ ン ハ ウ ス ・デ ー タ ベ ー ス 用

File-MakerPro-II

Mac-Ms-dos変 換 ソ フ トウ ェ ア

・デ ー タ 加 工 用

VisualBasic(新 規 作 成 作 成 プ ロ グ ラ ム2本)

・Webサ ー バ 用

WWWserverCERNhttpd3.O

CGI用 ス ク リ プ ト言 語jperlversion4.019+1.3(SJIS)

perlCGIラ イ ブ ラ リcgi-1ib.pl1.8

・デ ー タ ベ ー ス 検 索(新 規 作 成)

・デ ー タ 表 示(新 規 作 成)
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13.3実 験 シス テム の 詳 細

13.3.1デ ータ整備

今 回の調 査研 究 に使用 したデ ー タは 「デ ー タベ ース 台帳総 覧 」であ り,デ ー タは以下 の構 成

とな って い る。

(1)原 デ ー タの構成

イ ンハ ウス ・デ ータベ ー スか ら表 示 ・検 索 に必要 な項 目を以 下の とお り抽 出 した。

(01)レ コー ド番 号:

(02)デ ータベ ー ス名:

(03)プ ロデ ューサ名:

(04)国 名:

(05)内 容:

(06)タ イプ:

(07)言 語:

(08)サ ー ビス システ ム名:

(09)サ ー ビス企業名:

(10)申 告 企業 名:

(11)住 所:

(12)担 当部 署:

(13)キ ーワ ー ド群:

・(01)の レコー ド番号 は フ ァイル 内 で はユ ニ ー クで あ る。

・レコー ド番 号 を除 いて ,他 のデ ータ項 目は全 て2バ イ ト系 で表記 され てい る。

・デー タ項 目は全てTabコ ー ドで 区分 されて い る。

② 表 示 フ ァイル の処理 と例

上 記 の デー タ構成 か ら必要 な デ ー タ項 目を抽 出 し,デ ータ項 目の先 頭 に"#"を 付与 した。

#4001

#ThePalmBeachPost

#ThePalmBeachPost

#米 国#「PalmBeachPost」 は首 都 圏地域 の スポ ーツ,ビ ジネ ス ・産 業 を

完全 に収録 す る一般 日刊 紙 です。 本 紙 で扱 わ れ る主 な分野 は,航 空 ・航 空宇 宙,コ ン ピュー

タ ・通 信 技術,農 家 お よ び金 融 で す 。 この 地 域 に所在 して い る大 企 業 に はPratt&
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Whitney社 お よびAtlanticSugarMillが あ ります。 全 コラム の

全 文,投 書,論 説(地 域 人 の言卜報 を含む),葬 儀告 知,地 域 ・ニ ュースの通 信社 記事 が 本 フ

ァイ ルに収録 され ます。(PAPERS参 照)

#1一 般.(新 聞)

#報 道

#文 書(全 文).

#英 語.

#DIALOG

#Knight-RidderInformation,Inc.

#ON.

#株 式会 社 紀伊 國屋書 店

#156東 京都 世 田谷 区桜丘5-38-1

#電 子 情 報部

#4109

#半 導体(一 般電子部品含む)デ ータ ・ベース

#電 子デバイス情報サービス(株)

#日 本

#半 導体及び一般電子部品を含む電子デバイ スに関わ る情報をデータベ ース化 して提供す る。

国内 ・海外の電子デバイスメーカより提供 される,製 品に関す るデータシー ト・データブッ

クの抄録 ・原文情報を網羅的に蓄積するほか,新 製品ニ ュース,開 発ニ ュース,保 守 ・廃止

品情報,イ ベ ン ト案 内,メ ーカ ・代理店ガイ ド等,広 範な情報を蓄積 し,提 供す る。

#2自 然科学 ・技術(電 気/電 子/情 報)

#電 気 ・電子産業

#文 書(全 文).文 書(抄 録).図 表.

#日 本語.英 語.

#ELISNET

#電 子デバイス情報サービス(株)

#ON.OFF.(MT.CD.COPY.)

#電 子デバイス情報サー ビス株式会社 一

#102東 京都千代 田区平河町2-4-14平 河町KSビ ル

#企 画部企画担当
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(3)検 索 フ ァイルの処理 と例

画面 フ ァイル と同様 の処 理 を行 う とと もに,英 文 字 につ い て はす べ てを小 文字 化 に した。

#4001

#thepalmbeachpost

#thepalmbeachpost

#米 国

#「palmbeachpost」 は首都 圏 地域 の ス ポー ツ,ビ ジネ ス ・産業 を完 全 に

収録 す る一 般 日刊 紙 で す。 本 紙 で 扱 わ れ る主 な分 野 は,航 空 ・航 空 宇 宙,コ ン ピュ ー タ ・

通 信 技 術,農 家 お よ び金 融 で す 。 この 地 域 に所 在 して い る大 企 業 に はpratt&

whitney社 お よびatlanticsugarmillが あ ります。 全 コラムの

全文,投 書,論 説(地 域 人 の言卜報 を含 む),葬 儀告 知,地 域 ・ニ ュー スの通 信社 記事 が 本 フ

ァイル に収録 され ます 。(papers参 照)

#1一 般.(新 聞)

#報 道

#文 書(全 文).

#英 語.

#dialog

#knight-ridderinformation,inc.

#on.

#株 式会 社 紀伊 國屋 書店

#4109

#半 導体(一 般電子部品含む)デ ータ ・ベ ース

#電 子デバイス情報サー ビス(株)

#日 本

#半 導体及び一般電子部品を含む電子デバイスに関わ る情報をデータベース化 して提供する。

国内 ・海外の電子デバイスメーカよ り提供 される,製 品に関す るデ ータ シー ト・データブッ

クの抄録 ・原文情報 を網羅的に蓄積す るほか,新 製品ニュース,開 発ニュース,保 守 ・廃止

品情報,イ ベ ン ト案内,メ ーカ ・代理店ガイ ド等,広 範な情報を蓄積 し,提 供する。

#2自 然科学 ・技術(電 気/電 子/情 報)

#電 気 ・電子産業

#文 書(全 文).文 書(抄 録).図 表.
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#日 本 語.英 語.

#elisnet

#電 子 デバ イ ス情 報 サ ー ビス(株)

#on.off.(mt.cd.copy.)

#電 子 デバ イ ス情 報 サ ー ビス株 式会 社

イ ンハ ウスデ ータベ ースか らの

デ ータ項 目抽 出

・検 索 フ ァイルの作 成

・デ ータ項 目の抽 出

・加 工 ,編 集

・表示 フ ァイル の作成

・デー タ項 目の抽 出

・加工 ,編 集

検 索 フ ァイ ル ・表示 フ ァイル の

Webサ ーバ への転 送

File-Maker-II

File-Convert

FTP

VisualBasic

VisualBasic

FTP

図13-3デ ータ処理 の流 れ

13.3.2検 索 システム

13.3.2.1検 索 ロ ジック

(1)本 システ ム は イ ンハ ウス 向 け と い う事 もあ り,検 索 対 象 とな るデ ー タ は比 較 的 小 規模

(2～3MB)な テキ ス トの みの もの を前提 とす る。 全 デ ー タを主 記憶 に ロ ー ドす る為,デ

ー タ規 模 は主記 憶 容量 に依 存 す るが ,読 み込 み のオ ーバ ーヘ ッ ドを踏 まえ る と実用 的 に は

9～10MB程 度が 限 界 と考え られ る。

(2)実 際 の検 索 は主 記 憶 に ロー ドされ た全件 デ ータ(検 索 フ ァイ ル)を 対 象 にperlの 関 数

grepを 用 いてユ ー ザ によ って指 定 され た検索 キ ーワー ドそ れぞ れ につ いて行 い,得 られ た

集合 間 の論理 演算 に よ って検 索結 果 を導 出す る。
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(3)検 索対 象 とな るテ キ ス トデ ー タベ ー ス1件1レ コー ドで構 成 され,項 目は任意 の セパ レ

ー タ("#")に よ り区切 られ て いた もの とす る
。

(4)検 索 の実質 的 な意味 は1レ コー ドを1っ のオ ブ ジ ェク トと してみ な し,1っ のキ ー ワー

ドに対応 す る(ヒ ッ トした)レ コー ドオ ブジ ェク トか らな る部 分 集合 を生成 す る ことで あ

る。

(5)最 終的 に得 られ た検索 結 果 か ら,必 要 なデ ー タ項 目を抽 出 し,HTML形 式 に変 換 の後,

クライ ア ン トに返 す。 詳細 画面 の 検索 に必要 な レコー ド番号 も出力対象 とす る。

(6)詳 細画面 の生 成 は,ク ライ ア ン トの ク リック によ り与 え られた レコー ド番号 によ り,表

示 ファイルを検 索 し,必 要 な項 目を抽 出 ・編 集 したの ち,ク ライ ア ン トに返す 。
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環境設定 リモー トホス ト、各種 パス等

検索 キーワー ドの取 り込み

検 索 キ ー ワー ドの コー ド変 換(シ フ トJISへ)

検索 ファイルの読 み込 み

論理式の処理

検索及び結果の集合処理

検索結 果一致 の件 数 カウン ト

検 索結 果の表示 検 索 キー ワー ド、該当件数

1

検索一致 デー タの表示 番号、名称 、企業 名等

図13-5検 索処理の概要
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表示 フ ァ イル の オ ー プ ン

ユ ーザがク リック したデー タ番号 の検索

該 当デー タの編 集

一
データ項 目タイ トルの追加

一 HTML形 式へ の編集

詳細画面処理データの受け渡 し

図13-6検 索結果表示処理の概要
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13.3.2.2画 面 の構 成

以下 に検 索 キ ー ワー ド入 力画面,検 索 結果 画面,詳 細 画面 を示す 。
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図13-7検 索 キ ー ワー ド入 力画 面 の例
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1_{RL:ihttp:ノ ノwww ,scijip.co,jp/cgi-bin/dbdata?6457 軍i
データベース名:APLiN(ア プライン)

内容:

医薬品等の承認 ・許認可手続きに必要な情報が満載。改正のもとになった通知

や廃止された通知も見ることができる。また、当該通知に関連する通知も収

録。データは厚生省薬務局審査課の監修。データのダウンロー ドは自由。

プロデューサ名:(株)シ ュペール(国 名):日 本

分野:2自 然科学 ・技術.(医 学/薬 学/生 命学/生 物)

タイプ:文 書(全 文).

言語:日 本語.

サービスシステム名:APLiN(ア プライン)

サービス企業名:日 本電子計算株式会社

問い含わせ先:

住所:ユ35東 京都江東区東陽2丁 目4-24

キーワー ド:医 薬

三鷹i意 気≡i意 さ・i.s・…・・di鷲鷲 熟 熟:二i焦 憾 撫 ζ黒 焦 慰i三…… ぷ ・熟:i

-… 灘

図13-9詳 細画面 の例
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13.4成 果 と課 題

13.4.1成 果

(1)小 規模なデータベ ースか ら,簡 単 にWebサ ーバ用のデータを作成す ることが可能 とな った。

② 処理ルーチ ンやデータの表現方法を明確 に した ことで,個 人や組織 内でのイ ンターネ ッ ト

やイ ン トラネ ッ トでのデータベース情報提供仕組みや理解が容易とな った。

(3)現 在 の表層的な情報提供か ら,深 みのある大量のデータを提供 できることで,ユ ーザの情

報利用が容易 とな った。

(4)WSの 低廉化やPCで のUNIX利 用が可能になっていることか ら,今 後Webサ ーバ によ

る情報提供が容易になるだけでな く,提 供す る情報量の拡大や個人 レベルの情報が容易 に発

信す ることが可能 とな り,埋 蔵 していた新 しい情報資源が活用で きる。

13.4.2課 題

(1)ユ ーザ ・イ ンターフェースの向上

今夏の実験では,原 データの内容は変更せずに直接その内容を検索対象 としたが,内 容の

表現や表記 はデータ提供者に依存 していることか ら,記 述 されている内容は正規化 されてお

らず,ユ ーザの検索結果への満足度は低い と思われる。

そのため,こ の システムの追加機能 と して,デ ータベースに蓄積 されてい るキーワー ドの

表示や,同 義語 さ らにはシソーラス等の追加 よりユーザ ・イ ンター フェースを拡充す る必要

がある。

しか しなが ら,こ れ らの機能を充実す るには,標 準的な シソーラスの作成,日 本語解析の

ための環境や ソフ トウェアの進展が必要 となる。とくに,英 語処理の環境 においては,上 記

の機能はすでに整備されていることか ら早急 な解決が望まれ る。

(2)プ ラッ トフォームの整備

今後は組織内LANの 整備 とともに,組 織や個人での小規模のデータベースの構築作成 は

一層進展す ることが考え られるが,こ れ らに蓄積 されたデータは将来組織内のみな らず,広

く提供 され ると予想され,今 回の実施 した調査研究の成果 はこれ らに十分に対応で きると思

われ る。

しか しなが ら,コ ンピュータに習熟 していない人々が この成果を容易 に利用す ることは,

もっと簡単に しか も経費のかか らない方策を検討する必要がある。 このためには,オ ペ レー

ティングシステムやプログラ ミング言語をよ りわか りやす いものにす ることや,現 在市販 さ

れているソフ トウェア ・パ ッケージ等が さらに簡単に利用で きる環境の整備が望まれ る。
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